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　妻の晩年




　妻が木になるという。

　どういうことかと問い詰めてみれば、妻は実はエルフであり、エルフというのは寿命が近付くとだんだんと木に変わってその命を終えるということらしい。

　エルフと人間の違いなど、さて、自分は気にしたこともなかったので分からなかった。我ながら鈍どんにもほどがあるが、らしいわね、と彼女は笑った。

　連れ添って大分なるが、どうも老ふけないと思っていたらそういうことだったのかと思いつつ、じゃあ本当の年齢は何歳なんだいと聞くと、女の噓うそはあばかないものよと怒られた。




　ともかく、準備が必要だということで大きな鉢を作り、大量の土を買い、ひいこら苦労して家に運び込んだ。老体には堪える。

　鉢の縁に腰掛けた妻の、白く細い足首へ土をかけていくのはちょっとした背徳感があった。まあ、生きている配偶者に土をかける経験をする者はそう多くはあるまい。




　その後、私の吞のん気きな隠居生活は妻の世話に費やされることになった。徐々に木となっていく妻へ食事を運び、話し相手になり、体を拭き、四肢が萎えないようにマッサージ。いやはや、新婚時ですらここまで妻に尽くしたことはない。




　──エルフの里では老いた末に木になって森の一部となって個の生を終える、ということは最大級の名誉であるらしく、部族総出で世話を行うらしい。

　我が家ではささやかで申し訳ないね、と言うと、あなた以外に体の世話をされるのは御免ね、と妻は鼻を鳴らした。




　寝床を一階に変えると言えば、寂しがり屋さんね、と妻は笑った。




　子供がいたらどうだったかな、とうっかり呟つぶやくと、私がいくらでも実らせてあげる、と妻は請け負った。




　木になったら薬は使う方がいい？　と尋ねると、あなたの作った薬なら、と妻はまだ生身の肩をすくめた。




　エルフの寿命（たしか千歳だ）を思い出した私がからかうと、しょうがないじゃないアラサウとか恥ずかしくて言えないわ、と妻は唇を尖とがらせた。




　二人分作ってしまった、と料理を詰め込む私を、もう固形物はね、と妻が苦笑する。




　急な雨だな、とぼやきつつ私が帰れば、雨を浴びたいと思うようになった、と妻は不思議そうに窓を眺めた。




　最近はお寝坊さんだ、と随分堅くなった肌を拭くと、あなたの世話がいいのよ、と妻は薄目を開けた。




　つらいよ、と私がこぼすと、幸せでごめんね、と妻は謝った。




「──いってしまうのかい」

「ずっとここにいるのよ」




　○




　──ある大樹のふもとに、骨頭の魔法使いが庵いおりを編んでいる。

　訪れる旅人や、行き倒れた者があれば、魔法使いは大樹の落ち葉から作った魔法の紅茶を振るまう。そして、活力を取り戻した者へ、魔法使いはこう話すという。

「彼女の葉で私が作った茶を、君は飲み、命を繫つないだ。ならばそう、君も我らの子だ。いつでも、またおいで」

　旅人たちが伝える魔法使いの名前は、オラドとも、オーディとも、オルデンともいう。
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　勇者監修・世界魔物図鑑制作秘話




「婚約者殿。アンタさ、本作る気ないかね」

　オルダネル帝国第一皇女パンデー＝オルダネルの唐突な一言に、勇者アルヴィスはその首をこてんと傾けた。

　時はマルドゥ歴一○一四年。年始の祭りが落ち着いた頃である。

　今年の帝国の年始祭は盛大に行われた。何せ前年末、今や救世の勇者と言われるアルヴィス＝アルバース一行が、帝国北海を支配して帝国の物流を塞せき止とめる堕だ海かい王おうワダツを撃破し、堕だ海かい軍ぐんを瓦が解かいせしめたのだ。

　年始祭は祝勝の祭典も合わせて盛大に──あくまで戦時制限下でのものではあるが──行われ、勇者一行も休息を兼ねて帝都オルダネルに逗とう留りゅうしていた。

　そんなわけでアルヴィスがいるのは、帝都宮殿敷しき地ち内にある皇女の私室だ。とはいえそれは一つの建築、離れであり、一般には万ばん麗れい殿でんと呼ばれる御殿である。

　婚前の皇女、その私室へ男性が立ち入るのは問題視されそうな話ではあるが、

「なんだい婚約者殿、その顔は」

　こういう次第であった。

「それマジで言ってる？」

「どっちのことだい、それ。本？　婚約？」

「両方」

　苦り切った顔の勇者が嘆息する。大陸中央のエイン王国、その国王が第一王女エルデスタルテを勇者アルヴィスの婚約者とすると発表して後、勇者への婚姻申し込みは連合五カ国の姫を始め、有力貴族・商家から両手に余る数だ。

「あっは。悲しいね、勇者様は私の愛を疑ってる？」

　第二の婚約者となっているパンデーは快活に笑う。素材と仕立ては上質ではあるもののゆったりとした作りの気楽な部屋着（体ピッタリ、袖飾りとかうっとうしい、とのことである）、窓の桟に肘をかけて椅子の上で足を組む姿勢、伝法な口調と言い、およそ皇族に相応ふさわしくない態度である。ただそんな彼女が、この万麗殿を離れれば一分の隙も無い鋼鉄の淑女へと変貌するのだから人は分からない。

「結局連合内の士気高揚と、万が一勝った時の主導権争いの布石でしょーに。そんな型通り受け取らなくても」

　そもそも、魔王を倒せたとして。勇者が生きて帰ってくるかなど分かったモノではない。

　その辺りは隠して、アルヴィスは肩をすくめる。パンデーはこの通りの態度だし、エイン第一王女エルデスタルテよりは年も上、世の理屈も知っている。

「そうね、まあ、ちっと白々しい話だわね」一瞬だけつまらなさそうに窓の外へ息を飛ばしたパンデーは、しかしくるりと振り返る。「でもまあ、本のことはマジさ」

　見据える金の双眼に、アルヴィスも向き直る。

「自伝でも書けって？　ちっとそれにゃ早いでしょ。それに、んな暇は──」

　勇者は一瞬、仲間たちを思う。しばしの休暇で、異国の剣豪マガツは帝国騎士千人抜きを開催中だし、フブルは新しい仲間のイザナへ神聖魔法を教え込んでいる。

「……無いよ、うん」

「話は最後まで聞きなって」

　皇女がひらひらと手を振ってから、指を四本立てた。

「第四皇子──私の弟なんだけどね」

　パンデーは皇族の長子であり、第一・第四皇子と第三皇女が同母の弟妹だ。

「はあ。まだお目通りしたことは無いけど……おいくつだっけ？」

「十二。で、その子がね、ちょいと私が見たトコ、天才でさ」

「てんさい」

「疑わしい顔すんなこの不敬勇者。いやさ、すんごい絵上手うまいのさこれが。宮廷絵師顔負けってか全敗よ」

　ぴらりと差し出されたパンデー自身が描かれた絵に、アルヴィスは目を見張る。

「へえ、確かにこりゃ……フブルさんがたまにやる魔法の姿絵みたいだ」

　弟への評価に、パンデーは嬉うれしそうに笑う。弟妹と仲が良いいのがこの皇女の特徴のひとつだ。

「あの子は生き物が好きでね。そんで、図鑑作るのが夢だっていうんだけど……」

「それと俺に本書けってのと、どういう関係が？」

「アンタが帝都に来てるって聞いて、是非会わせてくれって言うんだよ」

　いいかい？　と目が問うてきて、アルヴィスは読んでいた手紙を閉じて頷うなずいた。

「おっけ。アンタならそう言ってくれると思って、呼んである」

　パンデーがちりん、と呼び鈴を鳴らす。ややあって、パンデー専属の侍女が入ってくる。一礼の後部屋のふたりを数秒見て、小型の文字板を取り出した。

「進展は何も無し、と……」

「こらこらこらこら」

「何を期待してんのアンタは」

「がっかりでございます、お嬢様、勇者様」

　二人の抗議にも侍女はにこりと完璧な笑顔を返し、

「それでは、パルムさま」

　後方を振り返り、促す。ややあって、ひとりの少年が入ってきた。

「あ、あ、あ、あの……」

　手提げの鞄かばんを持った、さらさらの銀髪をまっすぐに揃そろえて丸眼鏡をかけた少年だ。かちこちに緊張している。

「ほら、パルゥ、がんばって」

　優しく、愛称を呼んでパンデーが弟を励ます。アルヴィスも愛らしい皇子様を手助けすべく、面前で膝をついて顔の高さを合わせた。

「初めまして、パルム皇子。アルヴィス＝アルバースと申します。地の神メルアンキアの加護の下、初めて御お目めにかかります」

　御手を取って挨拶し、安心させるように笑う。メルアンキアはオルダネルのおとぎ話に多く顔を出す、ひょうきんな子供好きの神だ。それに、皇子の表情もぱっと明るくなった。

「ぱ、パルム＝オルダネルと申します。勇者様。メルアンキアの加護の下、この出会いを、う、嬉うれしく思います」

　形式通りの挨拶を頑張って終えた様子に、にこりと年長一同が微笑ほほえんだ。

　侍女がお茶の代わりを持って来てから下がり、話を聞くためアルヴィスとパルムは向かい合って席に着いた。パンデーはパルムの右後ろでにこにこと見守っている。

「私めに御用があるとお聞きしましたが」

「あ、あの」ぱ、とパルムが手を挙げる。「私にも、もっと気楽にお話ください。姉様から色々伺っておりますので」

　皇子の申し出に、どうしましょ、と思いつつアルヴィスは視線を皇子の後ろに送る。

　と、パンデーはハンドサインだ。

　下指さして『万麗殿ここでだけなら』、指わっか『いいんじゃない？』。

　アルヴィスもハンドサイン。

　掌てのひらを頭から下げ『不敬罪で』、首の前で横に引く『死刑とかない？』。

　あるかばーか、と声は出さずに口の動きで返答する皇女に、アルヴィスは咳せき払ばらいをひとつ。

「んじゃあパルム殿下、俺にももっとざっくり話してくれるんなら、いいですよ」

「は、はい！　……あ、じゃないのか、うん！」

「じゃあ改めて、俺に用っていうのは？」

　返事代わりに、パルムは膨らんだ鞄かばんから紙束を取り出して机に乗せた。

「これ、僕が作った図鑑の企画書なんだ」

　え？　とアルヴィスはパルムを見返す。真剣な眼まな差ざし。

「では……『勇者監修・世界魔物図鑑』のプレゼンを始めるよ！」

　ええー、とアルヴィスの口があんぐり開く。後方のパンデーに視線をやれば、彼女は半笑いでひょいと肩をすくめた。

（おのれパンデーの姉御。ハメたな！）




　──この大陸における書物について語ると、その起源は千年以上前、未いまだ神が世界に存在した頃にまで遡る。

　神が主に現実世界にもたらした書は巻物スクロール式であり、現在主流になっている冊子状の製本技術が現れるのは神が地上を去って五百年ほどしてからになる。今でも、魔法効果を持つ使い切りの魔法書は巻物の形で作られるのが通例だ。

　植物紙それ自体はかなり早い段階で叡えい智ちの神より製造法が人間へと伝えられており、皮製の紙と併用された。しかし元が神の業であることが災いし、長期間一部集団の特権技術となってしまっていた。一般の技術者が再開発し、国の支援を受けて製紙技術が大陸へ広まった現代となっても、植物紙は少々高価である。

　書物が一気に増加した背景としては、印章と版画を応用してフブル＝タワワトとその弟子が百年ほど前に開発した活版印刷がある。これにより多量の文字を一度に印字することが可能になり、さらには十年のちに技術開放が行われ、世界に本が溢あふれることとなった。

　それから百年。本は庶民にも身近な娯楽になってきた。都市部であれば、質の悪い紙を用いた娯楽書の類が比較的安価（あくまで本の中では、だが）で手に入るし、行商人が地方の村々へと売り歩くこともある。




「勇者監修って、俺何やればいいの？」

「うん、アルヴィスさま──「呼び捨てで。さもなきゃ俺も殿下って言うよ」

　皇族の言葉を遮って（この時点で大概不敬なのだが）の言葉に、パルムは助けを求めるように背後の姉を見た。

「せめて、さん付けで勘弁してやんなよ」苦笑しながら、パンデー。

　勇者も頷うなずくと、パルムは何度か咳せき払ばらい、口の中でもごもご「アルヴィスさん、アルヴィスさん……」と呟つぶやいてから顔を上げた。

「で、ではアルヴィスさん、資料の三頁ぺーじを見て」

　資料をめくれば、そこには図鑑の一頁ぺーじであろうものが記されていた。写実的な魔物の絵、かなり詳細な生態と対処方法の解説、そして、

「『勇者の一言コメント（実用的な知識が欲しい）』……」

　当の勇者の眉がひそめられる。

「これを俺が？」

　パルムがしっかりと頷うなずく。

「僕は皇子という立場上、参考資料はたくさん手に入るんだ。でも、相手が魔物となると現地調査が全然足りない」

「む」

　途端に鋭くなった皇子の眼光に、思わず勇者も居住まいを正した。本気の目だ。

（……王族皇族が学業に励むのは、そう珍しいことでもない）

　継承順位が低い、もしくは手放す代わりに趣味に没頭する──上級貴族の子弟にはたまにある進路だ。それが遊興の類であれば困ったものだが、研究方面に向かい功績を上げる者もいる。

（何せ上級の貴族なら、学業一番の問題である金の心配がいらないもんな。しかも仕事に手を煩わされることもない）

　真面目に学問をやるなら、一番向いている立場ではある。

「今世にある図鑑はあんまりにも間違いが多すぎる。二冊並べて全然違うことが書いてあることなんて当たり前。魔物を直接見て書く人なんて、ほとんどいないんだ」

「理由は？　君が魔物と遭遇することなんて、まず無いぜ」

　面接じみたアルヴィスの問いにも、パルムは動じることなく指を二本立てた。

「ひとつ。僕の単なる知識欲。僕は正しい知識が知りたい」

「この子の部屋、すごいよ。生き物の標本と模型で埋まってるから。骨格標本くらいなら自分で作るからね。ぐつぐつ煮るの」

　パンデーが言う。弟の恥ずかしげな視線も笑って流す。

「え、ええと。もうひとつは、世界のため」

「世界の」大仰な発言に、アルヴィスも意図を摑つかみ損ねた。

「正確な魔物の生態、そして知識。それがあれば、軍隊も、冒険者も、ずっと楽になる」

（目的はそれか！）

　パルムの意見は正せい鵠こくを射ている。攻撃手段や弱点を知っている敵とそうでない敵では、対処難度は数倍違うと言って良い。

（弱点知ってれば一撃、初手を誤れば大惨事、なんて話はいくらでもある。それで死ぬ人たちもたくさんいる）

　この話は、実現すれば新兵器にも勝る効果があるだろう。

「だけど──図鑑なんてものをどうやってすぐに作る？　本来何年も必要だろうし、流石さすがにその時間は俺に無いよ」

「叩たたき台だいはもうある。僕が七年かけて書いた。その構成案と同じような原稿が、千枚」

「せん!?」

「なー？　呆あきれるでしょ。このちびっ子がもっとチビの頃から、ずっと描いてんのよ」

　アルヴィスが目を剝むいて、パンデーが楽しそうに笑う。

（千か……千なら、人間と敵対する可能性のある種はかなり網羅してるはず。品質がこのクラスで、下地は出来てるなら……滞在期間、周辺軍に協力するならあと一月くらい行けるか？）

　真面目に検討している自分に、アルヴィスは気付く。

「ど、どうかな……？」

「……一応、姉のひいき目抜きで保証しとくけど。パルムは絵と文においては本当に天才の部類だ。アンタの協力があれば、それなり以上のモンが出来るだろうね」

　勇者の様子を見ていた姉弟がそれぞれに言う。パンデーは、文化面の複数団体に対し支援をしている。こう見えて彼女もインテリなのだ。

「印刷は？」

「帝国が請け負うから、数と絶版の心配はないよ」

「値段はどうすんの。かなり高額になるが」

「僕は印税を放棄する。利益は最悪とんとんでもいい」

　そこまでするか、と意表を突かれたアルヴィスへ、パルムはさらに言葉を重ねた。

「何よりまず、世界に行き渡らなきゃ意味がない。将来的には全ての冒険者組合支部に置きたいし、多少余裕がある人なら個人で買えるようにしたいんだ」

（貴族のお手本みたいなこと言うなあ）

「実現すればこの事業は国の威信になる。それが利益と言えば利益」

　言葉に熱が入る。この少年は本気で、

「──自分の本を、世界の常識に加える気かい？　マルト教の聖典みたいじゃないか」

　今度はパルムが虚を突かれる番だった。

「僕の本が……？」ぱちくりと、眼鏡の奥の瞳を瞬まばたいて。「………………いいね、それ！」

　晴れ渡った空のように。にっこりと笑う。

　アルヴィスはぺしり、と額を叩たたいた。

「……大したタマだ。確かに姉御の弟さんだな」

「だろ～」

　パンデーもまた、弟の頭に手を乗せてにこりと笑った。




　○




　翌日から。勇者の休暇は魔物図鑑の添削・改良にあてられることとなった。既にパルムにより執筆された原稿の水準はかなり高く、間違った情報と絵の手直しで大部分は済む。しかし、

「俺が協力できる時間は限られてる。ガンガン行くぞ」

「うん！」




　ある時は、帝都近郊の草原に寝転びながら。

「いいか、グラスベアの色が違うのは亜種じゃない。数年に一回の繁殖期。気性が荒くなる上に戦闘能力も一段階上になる」

「なるほど……」




　ある時は、皇子の部屋で画材に埋もれ。

「背中の剣状突起はもうちょい大きいかな……三本目が一番長い」

「こう？」

「そうそう。やっぱ上手うまいな～。あと頭の模様が三日月」




　ある時は、貴族主催の狩猟に参加しながら。

「これの倒し方は、こうして、こう」

「ちょ、ちょっと速くて見えなかったんだけど……それ出来るのアルヴィスさんだけとかじゃないよね？」

「勇者様～！　頼みますから皇子を魔物に近付けないでくだされ～！　あと狩猟対象は魔物じゃないっつってんだろオラァ!!」

「やべえ標本死体持ってずらかれ！」




　ある時は、帝国軍に帯同した帰りに。

「見れた？　堕だ鬼き軍ぐんの東とう国ごく鬼おに」

「見れた見れた。あっちはスタイルいいなー。ちゃんとメモってきたよ」

「やったー！」




　ある時は、地下道で闇をかきわけて。

「これがブラインドドッグ。目が退化してるけどその分鼻と魔力探知がいい。魔力探知の方は見た目じゃ分からん。ちゃんと書いとこうな」

「よく素手で捕まえられるね、それ……」

「きゃぅん」盲目の犬が弱々しく啼ないた。




　ある時は、会議室で工程表をにらみつつ。

「結構ページ数増えるな……」

「上下巻に分けるのは？」

「冒険者ってのは基本ものぐさだ。一冊にまとめた方がいい。とはいえ、かさばりすぎるのも問題か」

「知名度と遭遇頻度で一軍二軍に分けて、ハンディ版と豪華版にする……とか」

「それだ。豪華版は多少高くして制作費回収してもいいか」




　ある時は、誤字チェックから返ってきた原稿を二人で見て。

「そこは！　わざと！　そうしてんの！」

「ここは通説が間違ってるって書いたのに～」

「くっそ赤入れしてる奴やつ誰だ文句言ってやる」

「パンデー姉様だよ」

「……まあ間違いは誰にでもあるからしょうがないな」




　◇




「つまらん」

　そんな中。万麗殿にて、ソファにもたれて唇を尖とがらせるのはパンデーだ。

「完全にパルムと遊ぶのに夢中じゃないか。アルヴィスの奴やつめ」

「だからといって校正で意地悪するのはどうかと」

　澄ました顔で忠言をしてくる側そば付づきの侍女。皇女とは幼い頃からの仲であり、主の要望により万麗殿では割とずけずけモノを言う。

「仕事自体はちゃんとやったからいいだろ。ちょっとした腹いせだ」

「そもそもパルム様を引き合わせたのはお嬢様ではないですか」

「あんな夢中になるって思わなかったも～ん」

　パンデーはぐいっと背もたれへ仰のけ反ぞって顔を隠した。

　お説教ノーサンキューの気配を感じ取り、侍女は嘆息しつつ紅茶のおかわりを注ぐ。そこへ、顔を仰向けたままのパンデーから声が飛んだ。

「……どう思う？」

「パルム様の事業ですか？　それとも勇者様ですか？」

「両方」

　侍女は少々、思案する。学生時はパンデーと修道女学院の成績で一、二を争った才媛だ。

「魔物図鑑……もしも理想通りに完成すれば、ことは帝国の利益のみならず、五カ国連合軍のそれにすら波及するやもしれません」

「うん」

　現状、魔王軍は多数の魔族による集合体だ。本来は生態や文化の違いで容易たやすく瓦が解かいするはずの軍を、魔王の圧倒的な実力とカリスマ、そして恐怖で縛り付けている。

　そこから来る魔物たちの多種多様な能力は人間側に画一的な対応を許さず、連合軍は何度も苦渋を舐なめている。

　もっとも、千以上に及ぶ魔物・亜人の種類を深く身を以もって知る存在などいなかった以上、それは避け得ぬことではあった。

　しかし、世界各地を戦の風と共に渡り歩く勇者の知識ならば。ある程度でも、魔物たちの力を事前に看破できるとするならば。

「実用に足るものになる可能性はある、か」

「さて、次に勇者様ですが──悪い御方ではありません」

「うん」

「それ故に最悪ですが」

　ふはっ、と侍女からは形良いい顎しか見えない皇女が笑いの息を漏らす。

「なんだい、あいつのこと、嫌いかい？」

「いえ。ですが、御自身の五カ国連合における価値を正確に理解し、自らの婚姻も戦争の道具に使い、しかし姫君達たちに手を出すこともない」

　──『第一皇女こんやくしゃの住居、万麗殿でしばらく逗とう留りゅうせよ』

　皇帝から、このようにあからさまな待遇をされていたとしても、だ。

　羅列されて、白けた息がパンデーの鼻から抜けた。

「聖人だねえ。全く理想の勇者様」

「はい。──ゆえに、女としてはクソ野郎のクソ食らえとでも言いますか」

「うん……」心から同意してから「昔の口癖出てるよ」

「失礼しました」

　侍女は一礼。

「どうせなら二人の時は呼び方も戻す？　またパッディ、って呼んでみてよ」

「お戯たわむれを──」

「ちぇっ。……しかしま、勇者か」一瞬だけ、考えて。「そうだね。──────そうだね」

　呟つぶやく。侍女からは、主の表情は窺うかがえない。

「お嬢様。もしやガチでおやられになってしまっておりますか？」

「冗談。私とアレは協力関係で、友人さ」

「協力関係、とは？」

　めんどくさそうに、皇女は答えた。

「──アレと婚約者でいる内は、つまんない男をあてがわれることもないからね」

　勇者はつまらない男かどうか。侍女は聞こうとして、やめた。追い打ちにしかならない。

「…………紅茶が冷めますよ」

　結局、言ったのはそんなことだった。




　◇




　そんな日々の、とある夜だ。

　万麗殿の客室、その中でも最上級の部屋に、アルヴィスはいる。

　パンデーの寝室がある主殿からは渡り廊下を隔て、物音は遠い。

「こんな豪華な部屋じゃなくていいんだけどなあ……」

　羽毛布団ぶとんの寝台に身を沈めつつも、アルヴィスは月明かりと魔力照明の下、図鑑原稿のチェックをしている。

　広い部屋だ。寝台、机、椅子に調度品などを含めても、まだ剣の稽古が出来そう。

　何故なぜここに彼がいるのかと言えば、最初はパンデーの部屋の隣室だったという事情がある。あまりに露骨なその配慮に、彼女との協議の結果あてがわれたのがこの部屋だ。

「ベッドもなあ、これ一人用で使うには広いんだよ……」

　その時だった。

「失礼致します」

　半開きにしていた扉から、蠟ろう燭そくの灯あかり。それに続き、声の主が入ってきた。パンデーの侍女だ。いつもの侍女服とは違い、ケープを掛けたその肩がはっとするほど細い。

「夜食は頼んだ覚えが無いんだけど」

「──唐突な下ネタに流石さすがの私もドン引きでございます」

「そういう意味では無くて……あー、届け物かなんかなら机に置いておいてくれる？」

　こめかみを押さえるアルヴィスへ、侍女はす、と歩み寄る。元の出自を窺うかがわせる、楚そ々そとした歩みだった。

　彼の能力からすれば、万一侍女が暗殺者だとしても、行動してから対応出来る。

（それ以前に害意が感じられないんだけどね）

　そう思い、勇者は原稿へと再び目を落とす。なので、侍女に注意する必要は無く、




　はむ、と。彼女の小さな唇がアルヴィスの耳をついばんだ。




「──聞いてなかったんだけど、なんのご用？」

　侍女へと振り向いたアルヴィスの頰が、流石さすがに少し赤い。

　彼女は答えず、振り向いた彼の口元へと自らの唇を動かした。

「はいストップ。流石さすがに後が怖いんでね」

　指一本。それで自らと女を隔てて、アルヴィスは苦笑する。

「………………」

　しかし。侍女は眉をひそめたのも一瞬、顔を離すや寝台へと上がり、原稿を除のけてアルヴィスの胸へとしなだれかかる。

「ちょっとちょっと！」

　予想以上に柔らかな感覚に、流石さすがの勇者もちょっとだけ慌てた。よく彼女の格好を見れば、肩に掛けていたケープの下は透けそうなくらいの薄さ、煽せん情じょう的てきな寝衣であった。

「勇者様」僅かに朱が塗られた唇が開く。「お嬢様をお選びになれば、私も貴方あなたの御随意に……これは、その証あかしです」

　ねだるようにじっとりと見つめられて、アルヴィスは嘆息する。

（そういうのかぁ～……！）

　眉間を押さえる。頭痛がしてきた。対して侍女は眉間にしわを寄せた。

「……もしや、不能ですか。戦場に長くあると稀まれに、と聞きますが。それとも同性あ──」

「違いますぅ～興奮するし女の人が好きですぅ～」

　遮って、力強く否定しておく。

「なら」

　かかってくるかの如ごとき侍女と己の間に、アルヴィスは言葉を差し込んだ。

「命令は姉御じゃないでしょ。第一皇女派の有力貴族か、それか皇帝陛下かな？　君の後ろは」

　迫る女の目つきが細められ、媚こびの色が消えた。

（……ま、どれでもいいけどさ）

　推測はいくらでも立った。まず、戦後に勇者の第一夫人──その呼び名でなくても、最も愛された妻というだけで、その名を使えば帝国は連合内で主導権をとれる。

（仮に俺が半ばで死んだ場合でも、やろうと思えば立ち位置は有効利用できる）

　かの勇者が愛した皇女、その遺志は彼女が一番よく知っている──などとやり出すのは容易に想像できた。

「……考えるだけで嫌になってきた。興奮どころじゃないや」

　侍女は黙り込んでいる。唇の奥で、奥歯を嚙かみしめているのが分かった。

「私の背後など、どうでも良いいことです……少なくとも私は、彼かれ等らのためにこの身を使う気はありません」

「じゃあ……」

「私がこの身を貴方あなたに捧ささげるのは、ただただお嬢様のため。貴方あなたの許嫁いいなずけという立場のために、あのような地位に甘んじているあの方の」

「……む」

　彼女の真摯な告白に、アルヴィスは表情を改める。あのような地位、とは。

　オルダネル帝国は初代が女帝であり、昨今では少ないにしろ女性の皇帝も歴代には複数いる。女性が社会の表舞台で活躍することも、少ないながら無くは無いのだ。

（ただ、姉御は。俺との婚姻のせいで身の安全が第一とはいえ──）

　戦時においては、文化事業後援組織の長という立場は、決して重いものではない。

「あの方の御弟妹には、政まつりごとに参加している方もいらっしゃるのに──」

「……なんで君は、姉御のためにそこまで？　昔は学友だったってのは聞いたけど」

　ぎり、と侍女の口元から歯を軋きしらせる音が鳴り、アルヴィスは失言を悟る。

（元学友、ってことは貴族令嬢──それが、家名も名乗らず侍女をしている理由）

「……………………私の家は、元帝国北方の領地を治める貴族です……、でした」

　絞り出すような侍女の呟つぶやきに、やはり、と勇者は沈痛に目を閉じる。彼女は続けた。

「私が学生の頃、実家の領土も、兵も、財産も、領民も、お父様もお兄様も、全て失いました。……魔王軍の、侵略によって」声に、昏くらい念が籠もった。「戦争初期の大混乱で、身の保証も無く、私は一人、放り出されました。……何も持たず、身一つで」

　当時は貴人であった彼女に付いていた侍女は、雇い主の破滅を知るや行方を眩くらました。

「──それからは？」

　話を導いた責任とでもいうように。侍女の沈黙に求められ、アルヴィスは話を促した。

「身みの証あかしも無かったので。社交にもまだ出ていませんでしたから。生きるためには、なんでもしましたよ。戸籍もない人達の中で、なんでも。だから──」

　身を捧ささげるなど、慣れたこと。言外にそう言って、濁った目がアルヴィスを見上げた。

「私、結構、評判良かったんですよ？」

　ただ、見返す勇者の紫し眼がんは真まっ直すぐに。

「それを誇るのは、君の意志か？」

　彼女の告白を受け止めながら、その欺ぎ瞞まんを貫いていた。

「……ッ、クソが……！」

　怒りの火が、侍女の瞳に燃えた。

　拳底が、何度もベッドへと叩たたき付つけられる。柔らかな布団ふとんは、その衝撃を吸収する。

　──彼女の憤いきどおりは、何処どこへも届かない。

「貴方あなたみたいに……力があって……何でも、真まっ直すぐに出来るなら……！　誰だって……！」

　憤ふん懣まんが弾はじけたかの如ごとく言い募る彼女へ、しかし返ってきたのは、静かな言葉だ。

「そうか。……そういう風に、見えるかい？」

　どこか安心したように、勇者は呟つぶやいた。

「──────あ」

　その表情に、我に返って。そして耐えきれず、侍女は顔を伏せる。

「うう、ううう……！　なんで、なんで私は、こんなにも……！」シーツに爪が食い込む。「でも、でも……変わり果てた私を、探し出して、救ってくれたお嬢様に！　私は──」

　激高する彼女に。ふわ、とアルヴィスが己のシーツをかけた。

「────────────…………！」

　きちんと前まで巻いて、侍女の肢体を隠す。

「冷えるよ。……そんな話してりゃ、尚なお更さらだ」

「っ、う、く……！」

　体を巻いた勇者の体温に、意味を為なさない声が漏れる。彼女の肩に、勇者の掌てのひらが乗った。

「君には、勇がある。でも、ちょっと使い方が乱暴かな」

　意味をとりかねて眉をひそめた侍女に、彼は続ける。

「だから……」そこで勇者が言葉を切り、視線を上げた。「一緒に謝ろーか」

「……？　！　っ!?」

　一瞬の困惑の後、弾はじかれたように侍女は後ろを振り向いた。部屋の扉を。

「お取り込み中かい？」

　そこに斜めに身を立てかける、己の主を。

「お嬢……様……」

「言ったろ、夜食『は』頼んだ覚えが無いって」

「そうね。迂う闊かつな誤解を招かないよーに、その子と一緒に来ようと思っていたんだけど」

　呼んでも来ないし、と呟つぶやいて、つかつかと大股にパンデーが寝台へ歩いてくる。

　侍女の総身と瞳が震えていた。

「こ、これは……お嬢様、これは……」

　パンデーは寝台へ片膝かけて、アルヴィスと侍女を見下ろす。

「や～、ほら、穏便に、ね……？」

「アンタは黙ってな」

「はい」

　婚約者を秒で黙らせて、皇女は視線を侍女へと集約した。

「ねえ」

「…………あ、あ」

「返事」

「は、は……い」

　かろうじての声にパンデーは頷うなずいて、

「貴女あなた、アタシの何？」

「こ……こ、皇女、殿下の、側そば付づき侍女、です」

「へえ……じゃあ、皇女じゃなくて、パッディのだったら、何？」

　侍女が、目を見開く。みるみる、それが潤んでいった。

「……お、おたわむれ……を」

「それは許さない」

　愛称を呼ぶ仲での、と聞いたのだから、従者として逃げるのは認めない。

　ほとんど泣きそうになって、侍女は答える。

「と……友達……ともだち、だよ……一番、いちばん、だいじな……」

　表情を変えず、再びパンデーは頷うなずく。

「そう。でもアタシは、いい加減それじゃ嫌になってきたよ」

　断罪するような言葉に、侍女の両目から涙が零こぼれた。

「おい、話は──」

　アルヴィスが慌てて声を上げかけた、その瞬間だ。

「あむっ」

　パンデーが、侍女のあごをくいと持ち上げ、口付けた。

「!?　！　？　!?　？？？？！？？？？　!?　？？？」

　悲しみに泣いていた侍女の瞳に混乱の色が加わり、ぐるぐる回り出す。

「うわあ……っと、デバ亀はダメですね、はい」

　ドン引きするアルヴィスをパンデーは横目で黙らせ（彼は目を閉じた）、侍女の口中へ舌を侵入させて、蹂じゅう躙りんする。

「んむん、ぐ、んっ……」

　徐々に。侍女の瞳から悲しみも、混乱も抜けていき、恍こう惚こつが現れだした。

「──ぷはっ」

　たっぷりと一分ほども無言の侵略をして、パンデーは侍女を解放した。

「いや～、のんびりしてたら婚約者殿に取られそうなんだもの。もうこうなったら奪うしかないよね」

　すっきりした顔のパンデーと、惚ほうけた侍女を見比べて、アルヴィスは呆あきれて呟つぶやいた。

「どっちもイケるんだって、前に聞いてはいたけども……」

「バラしたら殺すからね、婚約者殿。社会的に」

「怖っ」

　戦慄する勇者から侍女へ。パンデーは視線を戻して、

「ねえ、アタシは貴女あなたがこんな風に好き。貴女あなたはどう？」

「わた、しも……私も、大好き、です……パッディ……」

　満足げに、パンデーは頷うなずく。

「だから、貴女あなたがこんなことをするのは、嫌なのよ。お分かり？」

「はい……」

　皇女の白く細い腕が、侍女を胸の中に閉じ込めた。

「──心配しないで。どこぞの貴族からでも、御父様からでも。誰からでも、アタシと、そこの婚約者殿が守ってあげる」

「えっ」再び睨にらまれて、アルヴィスは慌てて頷うなずく。「もちろんデス」

「だから、もう勝手なことは駄目。いいね？　ほら、お説教の続きは部屋に戻ってから、ね？」

　今度は。嬉うれしさから侍女は涙した。こくこくと、首肯する。

「ごめん、なさい……勇者様。アルヴィス様。大変な、失礼を……」

「悪いね婚約者殿。原稿受け取るの、明日な」

「へいへい。ふたりとも、気にすんない」

　侍女の肩を抱いて立たせる皇女へ、勇者は寝台に散らばった原稿をまとめつつ、疲れた声を返す。

　そんな彼へ、いたずらっぽくパンデーが笑う。

「なんなら、ほら……混ざるかい？　アルヴィス」

「冗談言うない。三角犀さいに突かれて殺されたかないよ」

　図鑑にも掲載されている。女性間に割り込む男を突き殺すとされる（迷信）魔物を例に出したアルヴィスに「残念」と小さくこぼして。パンデーと侍女は廊下の暗闇に姿を消した。

　後には、部屋に一人勇者が残されるのみである。ぽつり、呟つぶやいた。

「──ちょっとだけ惜しかった、かな……？」




　◇




　そんなこんながありつつも──勇者一行が帝国から離れる時期も近付いた頃。

「ぎりぎり出来た……！」

　見本用に突貫で作らせた一冊の本を前に、アルヴィスとパルムは手を打ち合わせる。

「とりあえず、これで第一版ってとこだな」

「え？」

　パルムへ、アルヴィスは本の仮表紙を撫なでる。

「旅先から新しい魔物情報の手紙を送るよ。随時更新して、新版の度に加えてくれ」

「い、いいの？」

　勇者が頷うなずいて、少し考えるように目を閉じた。

「今、十じゅう堕だ臣しんは四体まで倒した」

「う、うん」

「上手うまくすれば──二年……いや、一年後には連合軍総出で魔王城へ向けての決戦が出来るかもしれない」

「！」

　緊張の表情をパルムが見せた。

「一年後……」

「というか、そうしないと連合の体力がいい加減に保たない……戦争序盤にやられまくったツケが来始めてる。それまでに」

　ふたりの視線が、机の上の図鑑へ注がれた。

「これを、出来るだけ広範囲にバラまくんだ。出来るだけ多くの軍指揮官、冒険者、可能なら一兵卒まで。自分がぶつかる敵軍にいる魔物の情報を知っていれば、戦闘はこれまでとは違ったものになる」

　知らず、パルムの喉が鳴った。自分たちの本を、連合国中の人々が読む──

「安心しろ。良いい本だよ、これ。手て前まえ味み噌そになっちまうが」

「う、うん。えへへ────？」

　笑うパルムの頭に、アルヴィスの掌てのひらが乗った。驚いたように、彼は勇者を見上げる。

「お疲れ。俺はまた旅に出ちゃうけど……元気でな」

　勇者の出立はもうすぐだ。パルムは頭上の手の温度を感じながら、別れの時を察していた。

「この一ヶ月と少し……新しい兄上が出来たようで、楽しかったです」

　敬語に戻した言葉が、皇子の立場に戻ったことを告げていた。勇者もまた、それに応える。

「こちらこそ。僭せん越えつながら、弟がいればこのような感じだったか、と思わせていただきました」

　そこでふと、パルムが思いついたように口を開いた。

「そういえば──めでたく一年後に魔王の打倒が成った暁には、勇者様と姉様が御結婚して、本当の兄上に──？」

　がく、とアルヴィスの肩がコケる。んん～、と考え込んで、彼はやっと言葉を返した。

「そう、ですね……。その際はまた、パンデー様も状況が変わっておられる……かも……」

「そんなことはないですよ！　きっと！」

「えぇ～、そうですかね……」

「そうです！」

　皇子の満面の笑みに、ひたすら弱る勇者であった。




　◇




「────アンタね。仮にも婚約者に贈るモノがこれって何よ」

「いやその、良いい出来なんだよ、ほんとに……」

　翌日、万麗殿。出立の準備を終えたアルヴィスに、魔物図鑑の見本をぺしぺし掌てのひらで叩たたきながら、パンデーが文句を付けていた。

「魔物の？　図鑑を？　女に？　贈るぅ？」

「非常にガッカリです。男として零点と言わざるを得ません。ぺっ」

　侍女にまで言われた。うう、と彼は許しを請こうように婚約者を見る。

「フン、まあね、力作ってことは認めるケドさ」

　彼女は図鑑をぱらぱらめくり、最後に冒頭を見た。

「…………………………ふ」

　眉を上げ、表情を優しくし、笑った。

「ま、友人として受け取ってやるか。次はもっと気の利きいたモンを渡すことだね」

「……ああ。次に会う時は、平和な世の中になってるかもよ。その時に、きっとまた会おう」

　平和な世で、また。

　パンデーも、その後ろの侍女も、はっと顔を上げた。皇女が笑う。

「はん。──ま、せいぜい期待せずに待ってるよ、婚約者殿？」




　○




　──『勇者監修　世界魔物図鑑』

　マルドゥ歴一○一四年にオルダネル帝国より出版されたこの書物は、情報の正確性と実用性、国を挙げた普及、そして手頃な値段から、あらゆる層に愛読された。

　この本の内容により、一説には連合国や冒険者の魔物による死傷者は二割近くも減ったとされ、魔軍との決戦に果たした役割は非常に大きいとする研究者は多い。

　──なお、主筆はパルム＝オルダネル、監修はアルヴィス＝アルバースとなっているが、冒頭にはこの二名からの感謝が、ある人物へ捧ささげられている。これにより、該当人物への評価は大変に上昇することとなった。曰いわく──

『この書を、我らを引き合わせ完成へ導いた、親愛なる姉であり皇女、パンデー＝オルダネルに捧ささぐ』
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　白百合しらゆりの追憶




　あれいつだったかな。

　ああそうだ、堕だ獣じゅう王おうを倒した後だ。やられっぱなしだった人間側がようやく魔王軍の一角を崩せたってんで、エイン王城で貴族集めて酒宴が開かれたんだ。

　当然、俺おれたちも呼ばれた。主賓だった。正直面倒だったけど、連合側の戦意高揚とか、そういう目的のために出ざるを得なかった。

　気の合う奴やつらとならともかく、あんまり喋しゃべったこともないお偉いさんとの会話は、まあ疲れる。礼法はフブルさんに叩たたき込こまれたけど、だからって好きなわけじゃないからさ。

　自然、適当なところで隠おん密みつ技能使ってスーッとバルコニーとかに逃げるわけだ。

　そこで、白百合しらゆりのような女の子に会った。

「勇者様……ですか？」

　あの時の彼女は、十を少し過ぎた程度だったか。宝石のような瞳を大きく見開いて、その子は俺を見ていた。まるで、眠る前にお気に入りのお話を親に語られるのを待つような。そんな表情で。

　当時からその容姿にはある種の完全性があった。それから成長するにつれ、彼女はその完全さを更新していくように思える。損なうものなど何一つなく。

「エルデスタルテ＝ア＝エインヘアルと申します」エイン王国第一王女。

「えーと、まあ、そう言われることもある。アルヴィスです。初めまして、王女様」

　ぱあっ、と花開くような表情に、俺は慌てて人差し指を立てる。お静かに。

「ちょっと疲れて、逃げてきたんですよ」俺の言葉に、幼いエルデは一瞬虚を突かれたようにした後、嬉うれしそうにした。

「わたくしと同じですね」

　喧けん騒そうから離れて、俺たちはたわいもない話に興じた。敬語は禁じられた。エルデは外界の話を喜んだ。今は魔王軍の支配地になって行けない大草原の話に、宝珠の双そう眸ぼうを輝かせた。

「すてき……わたしも、いつかそこへ行けるでしょうか？」

　夢見るような彼女に、つい口が滑った。

「いつかね。魔王軍を押し返して、安全に行けるようになったら」「なったら？」

　あんまりに楽しそうにするものだから、もうひと滑り。

「一緒に行こうか。連れてくよ」

「やくそくですよ！　勇者様！」

　飛び跳ねんばかりの快かい哉さいに、とうとう大人たちに気付かれた。




「友よ。其方、娘を婚約者にせよ」

　酒宴から明けて数日。呼び出してきたエイン王からの唐突な言葉に、流石さすがに開いた口が塞がらなかった。

「何言ってんですか王様」

「こないだから、其方の話ばかりらしくてな。やれ次はどこに行く、また王都に来るのはいつだ、と」

　ほのぼのとした会話に見えるけど、実情はもう少しシビアなものだ。

　壊滅寸前にまで追い込まれた人類連合。起死回生で打倒した堕だ獣じゅう軍ぐん。当時、人間側はギリギリだった。連合軍中核のひとつであるエイン王国としては、この機に出来うる限りの手を打ちたい。

　俺への連合ぐるみの支援体制。狙いはそこだ。エイン王女の婚約者となれば、ほかの連合国や有力貴族も黙ってはいない。先のことはとりあえず──何せあるかもわからない先だ──、空手形のひとつも打っておこうと考える。王は言外に架空のコインを押し出してこう言っていた。

　其方に全部。




　出立の前。もう一度、エルデと会った。まだ話は聞かされていないのだろう。無邪気な笑顔でお茶菓子を上品に摘まんでいる。俺の視線に気付いて、にっこり。

「は……ははは」にっこり。少し引きつったかもしれない。

　十やそこらで国の思惑に使われる。王家とはそういうものとはいえ。やるせなさはある。

　ただ。人類が滅びれば、未来も何もない。か細い効果だろうが、打てる手は打つ。こういう時、無駄に冷える俺の思考は我ながら嫌いだ。

「……エルデ」

「なんですか？　勇者様」

　花咲くような笑顔に後ろめたくなる。

「いつか……いつか、もう少し君を自由にするよ。そうしたら」首を傾かしげる彼女へ。




　もうちょっとだけ自由に、相手も選べるよ。こんなろくでなしじゃない奴やつを。




「素敵な恋をするといい。もっとかわいくなるぞ～」結局、出たのはそんな言葉だ。

「やだもう、勇者様ったら！」弾はじけるように、白百合しらゆりがほころぶ。

「……わたし、そんな気の多い女の子ではありませんよ」




　まあ、そんなこともあった。なんとなく思い出した。

「……そうね。似たような話が、ほかにもいくつもね」

　うわっ。「い、イザナ」横からすっと出てきた仲間の一人に、俺は身をすくめる。

「いい加減にしないと刺されるわよ本当に」不吉なことを言う。

「うう……意図してるわけじゃないのに。そりゃまあ魔王に勝ったら色々しなきゃだけど、平和になればもっといい相手が出て来るよ。だってお姫様とか貴族令嬢だぞ？」

　こちらの予想は嘆息で一蹴される。

「死ななきゃ治らないのかもね……」

「お、お前な、転職前のキャラまだ残ってない？　ねえ？」

　──これは俺が、この先の運命をまだ知らない頃の。

　馬鹿みたいに能天気だった頃の。

　もう二度と、彼女との約束が果たせなくなると知る前の話だ。
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　元勇者、己を知る




「ん、んー……よし、喋しゃべれるようになった！　と、ゆーわけでわたくし、アルヴィス・アルバースはこれよりスケルトンとなります。アルヴィスは死んだ！　この設定徹底よろしく」

　びしり！　と世界を救った勇者を名乗る人骨は、指骨をキメて宣言する。

「徹底も何も、事実じゃしなあ、単に」

「こうまで見事に死し霊りょう術じゅつが成立すると、もう最高位神聖魔法でも生き返れぬしな」

　人骨の言葉を、老人口調の幼女と、もう一人は見たまま老齢の男が受けた。

　かつて。突如世界に覇を唱えた魔王に人間世界は蹂じゅう躙りんされた。このまま、魔の支配する世にならんとしていた時に現れたのが、勇者アルヴィス・アルバースである。

　彼は魔王オルデンとの戦いにおいて死亡し、その場で死し霊りょう術じゅつによる復活を選択。『死んでも倒す』という、魔王城突入前に軍へ向けた演説通りに決戦を制した。

「ごめん……なさい……」

　今度は黒衣に身を包んだ女性が、地の底まで沈むような声音で謝罪する。

「いやいや、イザナは悪くない！」

「そーじゃそーじゃ。この馬鹿骨が言ったんじゃろ。こやつが悪いこやつが」

「左様。何もかもアルヴィス……この阿あ呆ほう骨が悪い」

「おい老人共。ひどくね？」

　慌てて三者がフォローに入る。それでもイザナと呼ばれた女性は「はぁぁぁぁぁぁぁ…………」と海よりも深く潜っていきそうな嘆息を漏らし続ける。驚異的な肺活量だ。

　四者が立つのは、魔王オルデンの居城より数キル（一キル＝約一ｋｍ）離れた荒地だ。ここからでも、連合軍が主を失った魔王軍を押し込んでいくのが見える。

「……こっちも勝ったよねこれ、マガツ爺じいさん」

「まあ、なんとかな。大勢は決まっただろ」

　人骨の言葉を、マガツと呼ばれた老ろう爺やが肯定する。女性陣も感慨深げに頷うなずいた。

「どうする……アルヴィス。これから」

　人骨の元の名前で、マガツが問う。

「俺がいない方が、何かと丸く収まるでしょ？　ほら、コレ遺品っつって持って帰って」

　元勇者が軽い調子で、勇者の装備──砕けた鎧よろい、そして兜かぶとと盾を仲間たちに渡す。

「そんなっ！」

　反はん駁ばくの叫びを発したのはイザナのみだった。勇者という、余りにも膨大な功績を築いた──築いてしまった存在。勇者の言葉の意味を理解する年長二人は重々しく彼の装備を受け取る。それを目にして、イザナも黙り込む。

「ごめんな、イザナ。それに後の事とか死ぬほどめんどいしさあ──死んでるけど俺。皆に丸投げしていーかな？」

「仕方あるまい。フブルが何とかしてくれるだろよ」

「えっ儂わし？　このクソジジイ、儂わしに全投げした今？　おかしくない？」

「某それがしは元々連合国外の人間だしな。貰もらうもん貰もらったら国に帰るわい」

「わ、私も手伝いますから……」

　そんな仲間たちの様子を、勇者の骸は楽しそうに（表情は無いのだが）見やった。

「じゃまあ、皆とはひとまずここでお別れだ」

「どこ行くつもりなんじゃお主。隠れ家くらい都合してやるぞ」

「しばらくは誰も知らないとこでのんびりしたいんだよー。……落ち着いたら、連絡するよ。今生の別れにゃまだ早い……って考えてみたらもう終わってんなこれ」

　くだらない冗談。感慨深げに、呆あきれたように、哀かなしげに。三人はそれぞれに元勇者へ頷うなずきを返す。

「「「「──また、いつか」」」」

　異口同音に、一体と三人は手と骨を重ね、反対の方向へと歩き出した。

　これが歴史に秘された、勇者と仲間たちの本当の別れである。




　○




「はー、いやいや。腹も減らないしトイレの心配もないし。イザナのおかげで昼も動けるし。なってみたらなってみたで良いいもんだなアンデッド」

　荒野のただ中を、一体の人骨が歩いている。外がい套とうをまとい、道具袋を肩に掛け、幅広の剣を腰に。一房残った青い髪がぴょこぴょこと揺れていた。

「何もねーなー。いやまあこの辺こないだまで戦場だったわけだからしゃーないけど」

　独り言が多い。喋しゃべる練習も兼ねているのだった。

　ほんの数週間ほど前だ。連合軍と魔王軍の一大決戦がこの荒野で行われ、勇者アルヴィスは魔王と戦い、辛くもこれを撃破した。戦線は魔王軍の支配地域へと押し出され、この辺りは空白地帯となっている。

　そして、戦いの中で勇者アルヴィスは死亡し、『彼』になった。動く死体。アンデッド──一般にスケルトンと呼ばれる存在だ。

　仲間たちはそんな『彼』を嘆き惜しんだが、『彼』個人としてはそこまで悲観してもいない。生きて帰った際の権力あれこれの面倒ごとを、丸ごと仲間に投げることが出来たからだ。今は自由を満喫する身分である。

　とはいえしかしただまあ、やることがない。

　今は国へと凱がい旋せんする仲間たちと別れ、気ままな一人旅だが、

「流石さすがに飽きてきた……。誰にも会わんし。計算上だとアロンダの町近くまで来てるはずなんだけどなー」

　最前線に近い町の名前を思い出し、『彼』はかしゃかしゃ歩を進める。そのまま、数十分。

「あ、冒険者かな。ついこないだまで俺もやってたんだが、既になつかしい……」

　荒野の先から。『彼』の魔力による視覚に、四人の人影が見えてきた。言葉の通り、彼らも旅装の中に武器が見て取れる。

　外がい套とう付きスケルトンと、四人組。近付いて、人骨が軽く手を挙げた。

「こんちはー」

「ああ、こんにち……は？」

　四人組の方。先頭の青年が、応じてから目を丸くする。後続の三人も、それに追随してぎょっ、とする。

　『彼』の方は、

（なんじゃらほい？　顔になんか付いてたっけな……それともあれか、俺の姿絵でもどっかで見たか）

　と頸けい椎ついを傾かしげ、固まる四人を通り過ぎる。そのまま、しばし。

（あ、俺骨じゃん）

「「「「スケルトンだー!?」」」」

　全く自覚が無かった。『彼』は戦死者のアンデッドにしては珍しく、狂気に精神を汚染されていない。勇者としての強きょう靱じんな精神力のたまものであった。

（鏡見てるわけでもないから、未いまだに自分の外見に自覚があんま無いんだよなー……さて、こうなると）

　おそるおそる、『彼』は振り向く。

「………………………………」

　冒険者四人組はそれぞれ武器を構え、行き会ったスケルトンに対し油断無く囲みを作る。

「わーお、やっぱり」

　case.1……冒険者が戦場近くで帯剣したスケルトンに会いました。

（そりゃあ倒すよね。はい）

　前述した通り、戦死した者が『成り果てた』アンデッドは、その多くが狂気に冒される。死の恐怖、致命傷の痛み、死し霊りょうとなってしまったことの絶望。それらが、精神を押し潰すからだ。

（そうなったアンデッドは、基本的に生者を襲う。狂気に冒されても残った本能が、自分の仲間を増やそうとするためだ……って話だが。さて、俺にゃ実感ないな）

　例外は、死し霊りょう術じゅつ士しに制御されたものくらいだ。そして、周囲に死し霊りょう術じゅつの使い手は見当たらない。冒険者たちの行動はごく自然なものと言える。

「話し合い……とか」

　それでも人骨、とりあえずの提案。

「昼間にアンデッドとはな。……しかも喋しゃべったぞ」前衛の一人、リーダー格である人間の青年が片手剣の構えを崩さず言った。

「アンデッドとて個体によれば喋しゃべると聞く」もう一人の前衛、長剣を持つ壮年の半獣人が答えた。

「さっさと片付けるわよ！」威勢良く発破をかけるのは魔ま導どう書しょを構えたエルフの女魔法使いだ。

「じ、時間さえ稼いでくれたら、私が除霊します」おどおどと、こちらは女性のマルト教系列神官である。アンデッドにとっては彼女が一番の脅威であろう。

（さてどうしましょ。逃げる……の無理か、もう）

　『彼』が考える間にも、長剣使いが半獣人特有の瞬発力を活いかし突っ込んでくる。

（マガツ爺じいさん、いつ帰国するんかな。一回ヤマにも行ってみたいもんだが、こんな体になっちまうとなあ）

　『彼』の剣の師匠でもあり、仲間でもあった東国ヤマの剣士（サムライというそうだ）を思い出し、心の中で少し笑う。表情筋はない。




　記憶の中の老剣士は渋い顔で嘆息した。

「はあ～……。才に目が眩くらんだ。おいアルヴィス。某それがしの国じゃ御お止とめ流りゅうなんだからホイホイ見せんじゃねえぞ。出来れば見せた奴やつはちゃんと斬れ」

「無茶言うなよマガツ爺じいさん……。ま、カタナじゃなくてこっちの剣で使うようにアレンジするから平気っしょ……たぶんおそらく」

　愛剣を掌てのひらで弄ぶ勇者アルヴィスに、マガツは渋面をさらに深くする。

「軽く言ってんじゃねえよんな簡単に出来りゃ苦労は…………や・り・そ・う・だよなお前さあ～。糞くそっ、ほいほい奥伝まで修めやがって。二年で皆伝かよ」

「なんで俺が悪いみたいになってんだよう」

　アルヴィスがぶうたれると、マガツはふと顔を明るくして手を打った。

「ああそうだお前、某それがしの孫の一人でも娶めとれ。それなら大樹にも分家ってことで言い訳が……」

　それに、女性陣二人が会話に入ってくる。

「反対！　反対する!!」

「おい、アルヴィスに愛のない婚姻なぞ許さんぞ爺じじい」

「なんだ、良かろうが嫁の一人や二人増えたところで」

　言い合いを始める仲間たちを、アルヴィスは笑いながら眺めている──




　『彼』は身軽に飛び跳ねて──実際に軽いのだが──半獣人を後ろへ置き去りにする。着地した時には目の前に片手剣の青年だ。僅かに怯ひるんだようだが、果敢に剣を振るう。

（いい振りしてら。松明トーチ級冒険者の上澄みってとこかな……。昔の俺を思い出すなあ）

　感慨に耽ふけりつつ、『彼』の腕骨が異様な方向に動いて、後ろから飛びかかった半獣人の腹を鞘さやのままの剣が突いた。

「ごぁっ……!?」

　スケルトンの形を保っているのは、ただ一つ、魔力という力だ。つまり、

「筋や腱けんがあるわけじゃないんだから。人間そのままの可動範囲だと思わない方がいい」

「な、なんで……見え……」崩れ落ちる半獣人。

「そら視覚も魔力だしな。別に眼孔の中に作らにゃならん決まりもない」

　生前の感覚だからやりやすい、というだけだ。今のように後頭部に視覚を作ることも、やろうと思えば出来る。

　同時に。先刻から『彼』の指の骨が青年の剣を挟み止めていた。筋肉が無いとは思えぬ膂りょ力りょくである。青年が驚きょう愕がくに目を見開いている。

「静剣『刀狩トウガリ』──びっくりした？　実際それくらいにしか使えないんだなこれが」

「飛んでっ！」

　向こうからの声に、青年が迷い無く剣を手放し飛びすさった。ほぼ入れ替わるように、中級の火炎魔法『パイロスピア』が空気を食らいながら飛び込んでくる。

（良いい信頼関係だ。俺もフブルさんとあんな感じに見えてたんだろうな）

　かつての仲間である、幼い少女の姿をした魔法使い。魔法の師匠として厳しくしごかれたが、付き合いは仲間で一番長かった。




「呪文っつーのはなー、突き詰めればなんでもええのよ。……あ～そこそこ、ぐりぐりしておくれ」

「そなの？　長いやつも全部覚えたのに」

　少し残念な思いで、勇者アルヴィスは大だい魔ま導どう師しフブルの肩を揉もむ──というよりはつまむ──指に力を込める。

「そら同じ魔法でもエルフやら魔族やらで言葉違うんじゃから。要はな、自分の魔力を望む形に変換出来りゃあええんじゃ。それをやる術者の脳ミソを使う魔法の回路に最適化するための、なんじゃ、ある種自己催眠みたいなもんよな。だから定型文があるんじゃ」

　ほえー、とアルヴィスは感嘆する。理屈まで突き詰めて考えることはなかった。彼の場合、そうするまでもなく出来てしまうためでもあったが。

「要は体が勝手に動く、の頭版じゃな。魔法ごとに勝手に脳が切り替わるくらいの修練じゃ」

「最上級までやろうとしたら何年かかんのそれ」

　百年越えてからは数えとらんな、とフブルはからから笑う。

「修練じゃぞ。修練あるのみじゃ。特にお主は万才があるゆえ、修得するまではあっさりじゃ。そこを、ちと儂わしは危惧するところじゃ。──そうじゃな、魔ま導どうにおいて大きな顔をするならば、儂わしを越えてからすると良いい」

「一生無理じゃねえのかなそれ……」

　半目でアルヴィスは師の背中に曲げた指の突起を押し当てる。

「おっおっ、それそれ～♡　うふん、では一生教えてやろうか。むふふ、儂わしものう、今更弟子を取るとは思わんでな。僅かな付き合いになると思っとったが、情が移ったわい」




「ちちんぷいぷいっと」

　挟んだままの剣を杖つえ代わりに、適当な呪文で『バクルム』──真空を作る風属性の上級魔法を発動する。『彼』の周囲の音が消え、『パイロスピア』も届くことなく燃え尽きた。

（ぶっちゃけ恩人だけど、すぐ保護者面すんだよなあの人──）髑髏どくろの顎が音もなく開閉。（っと、喋しゃべっても空気無かった）

　骨に酸素は必要ない。手根骨が頭骨を叩たたき、気を取り直してブーツが地を蹴る。

「え……消え」

　次の瞬間には、エルフの女魔法使いの背後に白骨が立っていた。ついでに、彼女の首筋に骨手刀が打ち込まれている。意識と魔ま導どう書しょを手放し、膝から落ちる。

「アナシスッ！」

　無手となった青年が叫んで、気絶した半獣人の長剣を持って走り込む。

「そんな慣れんもん使わんでも」

　ほい、と『彼』は青年へ持ち手を向け、指骨に挟んでいた剣をパスする。あまりの自然さに青年は戸惑って、思わず片手を出す。

「はいどーん」

　そして。塞がった両手の間をすり抜けて、魔ま導どう書しょが顔面に投げ込まれた。

「ふぎゃ……っ！」

　丁寧な装丁の本である。しかも厚い。つまり重い。青年が鼻血を吹きつつ後ろへすてーんと倒れ込む。

「う、動かないで！」

　声に髑髏どくろ頭が振り向けば、神官の女性が魔力を込めた杖つえを『彼』へ向けている。詠唱も終え、すぐにでも発動できる状態だ。

（仲間の苦戦の中きっちり除霊魔法の準備してたか。気弱に見えて意志が強い。イザナみたいだな）




「神官になるんだって？」

　いつの夜だったか。星を見る未来の神官イザナの背に、勇者アルヴィスは声をかけた。

「……うん。新しい道を選ぶなら、私は誰かを癒いやす道が良いい」

　過去の業への決別を口にして、彼女の黒真珠を思わせる瞳がアルヴィスを見た。

「勇者。アルヴィス。私に新しい道を示してくれたあなた。人を救うあなた。人を護まもるあなた。

　──自分は人々の剣で盾だと、そう思っているあなた」

　唐突な指摘だった。アルヴィスは一瞬驚くが、

「んなこと無いって。買いかぶりすぎだぜ。危なくなったらすぐ逃げちゃうさ」

　彼は指を下に向け、ひらひらと振る。

「そう」

　かつては滅多に感情を表さない瞳だった。その時もなにを考えていたのか、アルヴィスには正直わからない。

「あまり、信用しないでおく」

「なんでだよう」

　ぶうぶう言うアルヴィスに、黒真珠が少し細められた。

「だって、あなたは迷わないもの。逃げることが最良の方法ならそうするでしょう。でも、命を捨てることが最良であっても、あなたはそうするでしょう」

　勇者だから、とそこだけ寂しげに言いおいて、イザナは再び星を見た。

「それをしなくても良くすることが、私の仕事だと思うから」




　『彼』は、心配された通りになったなと思う。

　かつての仲間たち。

　その仲間たちも今は傍かたわらに無い。

「大事にしなよ、仲間」

　言って、『彼』の骨手が魔王殺しの聖剣を鞘さやから抜いた。起動した聖剣の聖気が、手骨の内を焼く。

「っ……！　『回帰リトログレッション』！」

　それを目にした女神官が、暴発するように魔法を放つ。溜ためただけあって神聖属性の上級魔法。魂に干渉する波が、不安定な死し霊りょうの魂を浚さらい、強制的に世界の流れに戻す魔法だ。

　通常の生物にはほぼ効果は無いが、アンデッドに対しては数体を一度に殲せん滅めつ出来る。

「ほいさっと」

　だが、『彼』は白く輝く聖剣を上へと振り抜く。それで、魔法は噓うそのように消えてしまった。

「そんなっ！」

　悲鳴を上げる女神官。さらに、位置を変えず振り下ろされた剣が、数メル（一メル＝約一ｍ）離れた彼女に魔力の波を打ち付けた。それは、先の回帰から剣が吸収したものであるが、彼女が知る由よしもない。地面に打ち倒され、その意識が途絶える。

「よっしゃ勝ちー。……だけど、あぢぢ。くそ、抜かされるとは思わんかった。鈍ってんなー」

　剣を鞘さやへ納め、『彼』は痛そうに手根骨を振った。その時だ。

「く、くそお……」

　声に『彼』が振り向けば、鼻血と涙を流した顔だけをどうにか持ち上げ、リーダー格の青年がうめいている。

（うお痛そう。寝とけって）

「こ、こんな……勇者アルヴィスに憧れて、ここまで頑張ってきたのに……偶然出会ったスケルトンなどにやられるなんて……無念」

　がく、と地面に顔を突っ伏し、青年は力尽きた。やや気まずい感じに、『彼』はこりこりと頭骨を指骨で引っかく。

「……そいや、とっさに名乗ることも出来なかったな……。決めとくかいい加減。生きてる頃の名前がアルヴィスだから～……アルでいいや。いーか」

　雑に自分の名前を決め、スケルトンの『彼』──アルはてきぱきと冒険者たちを処理する。

「…………いや、始末するってワケじゃないから」

　誰にともなく言い訳。彼かれ等らの武器を納め（戦利品をゲットする勇者的欲求にはどうにか耐えた）、傷に回復薬を塗り、木陰へ。

　これでよし、と立ち去りかけて、

「……………………ファンだしな。さーびすだ」

　結界魔法もかけておく。これで数時間は下手な相手には手出しされない。




　○




　一週間ほどの後。

「ひいひい、なんでこーなるの！」

　アルが腕骨をぐるんぐるん回しながら、岩が転がる荒野を疾走している。

「あそこだ！」「岩陰に入ったぞ！」「追え！」

　場所は、先だって冒険者を倒した地点からそう離れてはいない。何故なぜか。

（町に近付くたんびに冒険者に追い回されるとは）

　以前アルが張り倒した冒険者一行が町に話を広めたのだ。曰いわく、戦場跡の荒野にはとんでもなく強いスケルトンが現れる。

（討伐依頼対象になってんじゃねーだろなちくしょー。あいつら、今度見かけたらもっかいやっつけてから所持金半分ふんだくってやる）

　アルは、自らの骨を少しずつ分離させ岩と岩の隙間へと放り込む。肋ろっ骨こつを外し、肩けん胛こう骨こつを外し、腕を外し。極限までスリムになったところで、本体も隠れる。

「どこ行った？」「向こう側に抜けたんじゃないか」

　どたどたと、冒険者たちが走り去る音が聞こえ、アルは気分だけ一息つく。

「ほとぼりが冷めるまでどっか雲隠れしないとな」

　骨身を岩から抜け出させ、部位骨をくっつけてから、どっこいせと骨盤を上げる。

「……やっぱ、アンデッドも楽じゃあないな」

　そうして、アルは冒険者たちに見つからぬよう、きょろきょろしつつ町から離れる方へと歩き出す。




「はあ、はあ……とりあえず撒まいたか……？」

　場所は荒野から、僅かな高さの草がまばらに生える草原へと移っている。

「にしても、最近疲れやすい……なんでだ」

　アルが歩みを止め、草の上へとへたり込む。イザナの施術で昼間でも歩き回れる体にはしてもらったはずではあるが。

（えーと、アンデッドが疲れるってことは、魔力が少なくなってるってことで……あ）

　思いつく。からん、と拳げん骨こつを手根骨に打ち合わせた。

　戦闘、逃走の目くらまし、火起こし……

「ちょくちょく魔法使ってんじゃん俺」

　魔法は当然、魔力を消費する。魔力が原動力そのものであるアンデッドにとって、それは体力を削ることに等しい。

「あー……生きてた頃のノリでやってりゃそらヘバるよね。しくじった……」

　ぐったりと、草の上にアルは横たわる。端から見れば完全に白骨死体である。

　そのまましばし。見事な死体を演じていたアルであったが、唐突に身を起こすと髑髏どくろの側頭部を地面に着けた。

「歩く振動……三人くらいか。くそ、短い休憩だった」

　ふらりと起き上がる。倒せないこともないが、これ以上噂うわさを広げる訳にはいかない。

「うーん、一月前くらいまでは勇者やってちやほやされてたはずだったんだが……オカチイナ」

　哀愁を漂わせ、草原をかっしゃんかっしゃんと骨が猛スピードで駆けていく。

　──そして、さらに数時間の後。

「つーかーれーたー」

　尾てい骨を突き出す間抜けな格好で、アルが地面に突っ伏している。もう動いてたまるかと全身で主張していた。

「結局日が落ちるまで逃げ続けることになるとは……とほほ。もう動けねえぞ」

　だがそんなアルへ、今度はひたり、ひたりという足音が聞こえてくる。

（またかよう……いやしかしこれ、裸足はだしか？　亜人系の魔物とかだと面倒だが、魔物同士ってことでやり過ごせないかな？）

　思案しつつアルが足音の方へ視線を向ける。その先にいたのは、意外なことに若い人間の女性だ。

　しかし。露あらわなその肌は青白く、所々が傷ついている。だが傷口はそのままに、血は止まっている。決定的な事として、そもそも片目の辺りから骨が覗のぞいている。

「──ゾンビ。ご同類か」

「……そうね。そっちも頭はおかしくなってないのね」

　女ゾンビは流ちょうに答える。アルはおお、と内心驚く。まともに思考できるほどのアンデッド。

　先述した通り、戦場のアンデッドで狂っていないのは珍しい。

（なら普通の死人が成ったか。体も結構保たれてんな……）

　豊かな胸に思わず視覚を奪われつつ、アルは思考する。視線が無いのが助かるところである。

「最近、荒野の辺りが騒がしいって聞いたから見に来たんだけど……あんたのせい？」

　そんな思考はつゆ知らず、女ゾンビが尋ねた。

「ああ……ちょっと行き会った冒険者をやっつけちまってさ。殺しちゃいないから、しばらくすればほとぼりも冷めると思うんだけど」

　ふうん、と女ゾンビがアルを上から下まで見分する。

「強いんだ、あんた。それで、人を殺さない分別もある」

「生前は勇者を少々」

「？　……ああ、自称的な。ちょこちょこいるもんね」

　勝手に納得したのか、女ゾンビは青白い踵きびすを返かえす。

「逃げ場に困ってるなら、付いてくれば？　私たちが住んでる廃棄墓地なら、人も来ないし竜脈地だから昼も平気よ」

　竜脈地。世界の魔力が通る土地だ。豊富な魔力が土地を満たしている。

「マジで!?　そりゃ助かる！」アルは真っ白な諸もろ手てを挙げる。その後で、髑髏どくろをかくんと横へ倒した。「……私たち？」

「来れば分かるわよ」

　ふらふらと、女ゾンビが歩いていく。その後を白骨がかしゃかしゃ追った。




「ただいまー」

「お、新入りが」《スケルトンかかかか……》「おう、まあ気楽にやろうぜ」『あ、剣持ってるカッケー』

　肉声。魔力による振動。思念派。文字板。様々な声がアルと女ゾンビを迎えてくる。

「おおー……」アルが感嘆の声を上げた。

　ゾンビ、ゴースト、スケルトン……多様な死し霊りょうたちが、墓場の中でめいめい好き勝手に過ごしている。

　ごろごろする者、何やら運動している者、自らの骨を立てて頭で球転がしする者、ボードゲームで遊ぶ者……。

「いつ頃からか、この廃棄墓地に頭がまともなアンデッドが集まりだしてね。魔物と人間の戦争も他人ひと事ごと。もう十数年はこんな感じよ」

　アルたちは墓場の中に導かれ、広場に座る。迎えたスケルトンが、地面に歓迎の意を書いた。

『久しぶりの来客だ。外の話を聞かせてくれ。なんなら住んだっていいぞ』

　どうする？　とアルの傍かたわらで女ゾンビが片目で問う。

「ちょうどしばらく雲隠れしたかったとこだ。お言葉に甘えるよ。話なら、いくらでもあるからさ──」




　生前を思い起こしながら、アルは語り始める。




　東国の魔技を操るサムライの話。

　数百年を越えて生きる偉大な魔ま導どう師しの話。

　死と聖の両術を極めた女の話。

　──魔王に挑んだ、勇者の話。




　『彼』がこの放棄墓地で『ほら吹きアル』の名を得るのはそう遠いことではない。




　……なお。こうしてひとまずの棲すみ処かと定めた廃棄墓地にて、アルは先住の死し霊りょうたちとボードゲームにドハマりすることとなる。

　連絡も忘れ年単位で遊び惚ほうける様に、エイン王国魔ま導どう宰さい相しょうとなり事後処理の多くを一手に引き受けたフブル・タワワトがブチ切れて雷を落とすのは、三年後のことである。
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　魔法使いの弟子アルヴィス（15）




　ふとした時に思い出す後悔は誰にでもあるだろう。

　エイン王国魔ま導どう宰さい相しょうフブル＝タワワトのそれは、普通よりも少し大きめだ。




「お師匠さま！　今日は何をするんですか!?」

　潑はつ剌らつと聞いてくる少年へ向けて、彼よりも見た目は幼い大だい魔ま導どう師し、フブル・タワワトは何とも言えぬ表情をしている。

　目の前の少年は、蒼あおの目をきらきらと輝かせ、フブルを見つつも器用に洗濯物を畳んでいる。ちなみに今三つ折りにしたのは、フブルの下着であった。

（……なんでこうなったんじゃったかな？）




　○




　マルドゥ歴一○一一年。

「どうにか、魔王軍の足も鈍ったか……。アイン坊め、よくも五ヵ国連合など取りまとめたもんよのう」

　少し時は遡り、エイン王国にあるとある森。その中の自宅で、一見十やそこらの女児が自家製珈琲をすすりつつ、戦況が記された紙束をあれこれ検分している。

　彼女の名はフブル。たっぷりと長い蒼あおい髪と灼しゃく炎えんの瞳。それ以外は幼童の如ごときその見た目に反し、魔法使いとして古くから生きる身であり、この時代では骨休みと称して隠いん棲せいする身の上である。

「情報の共有が為なされれば、帝国・共和国・王国とバカ正直に食らった魔王めの超長距離破壊魔法への対策もなろう」

　──もっとも、これも魔法部隊が全力で防壁を張り、どうにか全滅を避けるという程度ではあるが。

　ともあれ。魔王戦争が始まってより六年。人類は、滅びを前にどうにか抗あらがっている状態であった。

　ことん、という玄関前の音にフブルは片眉を上げる。

「おんや？　手紙まだあったかの？」

　彼女は半ば隠いん遁とん状態の生活を送りつつも、近隣の村々へ『ぷりちー魔女の相談箱』なるものを設置しており、使い魔のフクロウを使って回収し、投とう函かんされた人々の悩み相談なども行っている割と親しみやすい魔女（自称）だ。

「何が自称じゃい」

　ごめんなさい。

　隠れ住む魔女など、一歩間違えば迫害や討伐の対象になりそうなものであるが、彼女は過去王都に住み、幾人か貴人相手に教師めいた真似をしていた。そのおかげで領主たちも、




『別になんか悪さするわけでもないし、たまに出てきて野の良ら魔物退治してくれるし、放置』




　という扱いである。

「お～、何々？　あらま、ストゥム村のアルバースか」

　差出人を見て、フブルは思い出す。かつて流行病の薬を処方してやったことのある村に住む青年の名だ。

「もうあれも何年前じゃっけ？　魔王が出てきよる前じゃったよな？　時の過ぎるのは早いのう」

　ついでに一人暮らしは独り言も多くなる。ぺりぺりと丁寧に封を剝がし──手紙など庶民が扱うにはちょっとした贅ぜい沢たく品であるため、気遣った──中の植物紙を取り出す。

「はて、何々──」挨拶文はひょいと飛ばし、本文を読む。




『さて、相談というのは、かつてもお世話になった我が息子のことです。今年、十五になりました』




「あ～はいはい、おったおった。アルヴィス君じゃったっけ？　もう十五!?　早あ」

　フブルは薬の処方の傍かたわら、軽い指導をしてやった幼児のことを思い出す。向こうは多分、少し年上の友達と思っていたようであったが。




『恐縮にも素質を褒めていただき、我々も息子が将来何者になるかと親馬鹿ながら楽しみに育てて参りました。ですが、昨今、私の目には息子の底が見えないのです』




「ほん？」怪しげな雲行きになってきた文面に、目を凝らす。




『何をさせても、出来てしまうのです。私わたし達たち夫婦は、息子が物事に困るところを見たことがありません。これが単なる親の欲目であれば良いのですが、私のような凡庸な男には、息子が測れません』




「ふうむ。確かに、あれこれ素養を感じる子ではあったが……」

　フブルが簡単な指導をしたとはいえ、あくまで幼少期。戯たわむれ程度のことだ。あの時分から今まで、何か専門の教育を施されてもいないならば、大成は難しいはずである。




『それ故、息子をそちらに向かわせました。使い魔のフクロウ殿を追跡させておりますので、程なく着くはずです。才を見ていただくだけで構いません。謝礼は持たせております。何なに卒とぞ、よろしくお願い致します」




「へ～こっち来るの……んんんんんぶほぉ!?」

　珈琲噴いた。

「えっちょっと待ってちょっと待って。あぶなくない？」

　フブルの住すみ処かとストゥム村は、同じエイン王国内といえど一日二日で着く場所ではない。

「ていうか使い魔追うって……出来んじゃろそんなの。大体森の中に回れ右結界張っとるし……迎えに行った方がええかの？」

　しかも前線からは少々離れているとはいえ、この国は今戦争中だ。治安もかつてからは悪化し、冒険者が治安維持の一端を担になう有あり様さま。十五と言えばそれなりに大人ではあるが、とても一人旅に向いた世相ではない。

「いや……アルバースは思慮深い男であった。ならば」はた、と彼女は考え込む。「それすらも出来てしまうというのか？」

　二信八疑くらいの思いで、そう呟つぶやく。その時だ。扉を外から叩たたくノックの音。

「すいませーん、フブル＝タワワトさんのお宅ですかー？」

「!?」

　がば、とフブルは手紙から顔を上げた。使い魔フクロウが手紙を届けてから、まだ一時間も経たっていない。平時のことであれば、使い魔フクロウとて全速力ということもない。休憩を挟み、他の村にも立ち寄ったはずだ。それにしてもだ。

（空を行くフクロウを追跡し、直線距離にして数十キルを走破し、森に施した人ひと避よけの結界をも突破して）

　ここに来たということだ。何の変哲も無い村で育った、十五の少年が。

「……マジかい」

　扉を開けて。そこに立っていた蒼あお髪がみの少年を見て、フブルは啞あ然ぜんとした。

「うわーほんとに昔のままだ……！　フブルちゃん……じゃないのか、フブル先生！　お久しぶりです！」

「お、おう、久し振りじゃの」

　まさかの事態に驚きつつも、フブルは目の前の少年──アルヴィス＝アルバースを眺める。

（確かに、あの幼児の面影がある──）

　体は少し細めであるが、服から覗のぞく素肌にはしっかりとした筋肉が見て取れる。精せい悍かんと無邪気のあわいの表情、少し伸びた蒼あおい髪と、同色の目──そこで、気付いた。

「んん？」見つめる。「なるほど、蒼そう炯けい眼がんか」

「？」

　これは見落としておった、とフブルは自らの額を叩たたく。

　炯けい眼がん──一般に言う鋭い眼力という意味とは別の、破幻の力を持った魔ま眼がんの一種。これで結界を見抜いて来たというわけだ。

「それにしても、随分達者な足をしておるようじゃの」

「あ、うん……じゃないか、はい！　走るの得意なんですよ！　村一番です！」

　かけっこ速い、で済む話じゃないじゃろと思いつつ、フブルは半身となって手招きする。

「……ま、いつまでも玄関先ではなんじゃ。お入り、アルヴィスや。御お父ちち上うえから話は聞いておるよ」

　手紙をひらひらとやって、フブルは来客用椅子へ座らせたアルヴィスへ珈琲を渡す。

「なんか、お手数かけてすいません。父さんには大げさだって言ったんですけど。──いただきます」詫わびつつ、アルヴィスは珈琲へ口をつけた。「……にがい……」

「おお、すまんすまん」

　少年が見せた年相応の反応に、フブルは笑って砂糖と羊乳を持ってくる。

「そんでな、まあ、てっとり早い方法は少々血をもらうことなんじゃが」

「えっ……フブル先生、吸血鬼なの？」

「ちゃうわい。言われると思っとったけど」

　ぺし、と指で飛ばした一粒の固め砂糖がアルヴィスの額を打ち、ぽちゃりと珈琲へ落ちる。

「あ痛あ」

「血には大量の情報が含まれとる。魔力の質、属性、体の素養。別の世界では器具を用いて、健康状態の大部分が分かるというぞ」

「へ～。すごい。でも確かに、体の調子悪い人って血が濁ってるって言いますもんね」

　そんな雑談を交わしながら、フブルは機材を取り出してくる。

「ま、痛くせんから腕をお出し」

　おずおずと差し出されたアルヴィスの腕を取って、その瞬間、フブルは真顔になる。

（なんっじゃこの筋骨……）

　思わず身を乗り出して、腹筋や足も触る。

「わっちょっ、くすぐったいですって！　うひゃひゃ」

　まず、重い。触診して分かったが、密度が異常だ。

（筋力が異常発達する例はある……富裕層に生まれねば体の消費に栄養が追い付かず悲劇となったり、もしくは骨が耐えられずこれも悲劇）

　しかしこの少年は筋肉だけでなく、骨の密度もそうだと知れた。アルヴィス自身は細身の体ではあるが、体重は見た目よりもかなりある。下手をすれば裸で剣を弾きかねない。

「……お主、何か体を鍛えたり、武術をやっておったりしたか？」

　そもそもが異常な速力だ。何か特殊な鍛錬でもしているのかとフブルは疑った。

「いや？　普通の野の良ら仕事くらいですかねえ」

（素でこれか。燃費も良いい。世の武芸家が泣くのう）

　軽く彼の指先を傷付け、血を採取する。だが、フブルには事前に予感があった。

（表面には出ておらん……が、体の芯から漂う魔力が未訓練者のそれではない）

　検査の準備を整えつつ、問う。

「儂わしがかつて軽く、魔力を感じる真似まね事ごとを教えたじゃろ。あれ、出来るようになったかの？」

「あ、はい！　中級魔法くらいなら出せます」

「……は？」

　かつて、フブルがアルヴィス幼児に教えたものは、せいぜい己の魔力を知覚し、体に巡らす程度のことだ。それを事象として外部に表出させる手段──魔法など、それ以前の初歩すら教えていない。ましてや中級魔法。軍の魔法使いとしても通るレベルだ。

「ありえんじゃろ」

　思わず漏れた声に、

「ほんとですって」言いながら、アルヴィスはたどたどしく呪文を唱え、それでも指先から雷を発生させた。

（『ライトニング』──）

　電撃を撃ち出す下級魔法だ。しかも内包される魔力が下級に込めるそれではない。戦慄する。

「小さい頃にフブル先生に教えてもらったこと、自分なりに発展させてみたんです。呪文は外界干渉式から逆算しました！」

「なんじゃそれ怖い」

　啞あ然ぜんと言いつつ。フブルは心胆を震えさせていた。手元には、アルヴィスの血から浮かび上がった属性色がある。

　虹。万色の属性。

　ぞくぞくと、体にも震えが走る。思わず隠した口端くちのはは、幼女の外見に見合わぬ艶えん笑しょうを形作る。

（霊長の天てん稟ぴんが来よった）震源は、喜悦だ。（この者であれば、我が魔──全て、継げるやもしれん）




　──後になって思えば。この時、フブルは見誤った。




「じゃあ、よろしくお願いします！　お師匠さま！」

「うん。いやはやしかし、住み込みの弟子かあ。そんな準備全然しとらんかったもんのう。家具増やさにゃ」

　アルヴィスの両親はこのような事態も予測の内であった。息子の弟子入りを求めたフブルの連絡に戻ってきたのは、




『委細、お任せ致します。どうか息子が、力により道を誤らぬよう、計らってやっていただきたい』




　である。見上げた判断だと言わざるを得ない。──もっとも、後年のフブルが語れば「見込み違いもいいところよ」となるのだが。

　話を戻す。フブルにとっては久し振りの弟子である。ふたりの共同生活は時に過保護であったり、時に立場が逆になることもあった。




「今更弟子取るとはのー……、夢にも思わんかったわ」

「お師匠さまー、いいんですか本当に部屋なんて作ってもらっちゃって」

「よいよい。お主くらいの年頃ならば隠れてしたいことの一つや二つあろう」

「なっ……無いですよそんなの！」




「大丈夫かの？　包丁ちゃんと使えるかの？」

「料理は家にいた時からやってたんで平気ですお師匠さま！　それに、お師匠さまの食事ちょっとバランス悪いですよ。野菜ちゃんと食べなきゃ」

「う、うむ」




「のう、隣町まで行って、一人でちゃんと帰ってこれるかの？」

「大丈夫ですってお師匠さま。大体、お師匠さま一人だと魔法の触媒に使うお酒買えないことあるから俺に頼むんでしょ」

「むぐぐ。親連れてきてとか言われるとは……幻の魔法設定しようかの」




「あのなあ、いくらほいほいこなせるからといって、休みもせずにぶっ続けて魔法習得なんぞすりゃ、魔力切れでぶっ倒れるに決まっておろうが」

「め、めんもくない……」

「こんな説教初めてしたわい。寝とれ。薬草粥がゆ作ってやろう」

「お師匠、焦がさないでくださいよ……」

「やっかましい。苦い薬草増やすぞ？」




「俺の作ってた試作菓子先に食べたでしょお師匠ー！」

「し、知らんよ？　氷室ひむろに置いてあったのとか見てないし」

「口くちの端はし付いてんですよぉ！」




「上級まですんなり覚えるとか、可愛かわいげないのうお主」

「なんで課題出来て文句言われてんの俺」

「まあちょっとだけ闇属性の呪殺系統苦手なのが可愛かわいげと言えばそうかのう。とはいえ時間の問題じゃろけど」

「そうだよなー。ちょっとの苦手でも困る時があるかもだし。頑張ろう」

「ほんとまあ、お主はクソ真面目というか……」




　そうして、一年が過ぎた頃だ。ある日、昼食の席でアルヴィスが頭を下げた。




「師匠、悪いんだけど、明日から少し時間くれない？」

「ん、どした。休みが欲しいか？　街にでも連れてっちゃろうか？」

　アルヴィスが首を振り、嘆息まじりに続けた。

「……戦争、ずっと続いてるでしょ。こないだ買い出しに行った村でも余裕が無くなってきてた。──孤児も、だいぶ増えた」

　そして、言い辛づらそうに沈黙する。は、とフブルはきな臭さを感じる。

「お主、よもや──」

「何か出来ることないかって「待て」

　言葉の途中で、フブルは掌てのひらを突き付けた。

「待て。待て待て待て。んんんんんん…………」数秒、彼女は悩むように目を閉じて。ちら、と愛弟子まなでしの顔を見る。

「本気か？」

　黙って、彼は頷うなずいた。フブルは天を仰ぐ。

「お主、言い出すと聞かんからの……」顔を戻す。「どうするつもりじゃ」

「冒険者かなって」

　単なる村人であるアルヴィスは、騎士にはなれない。兵隊になるにしても、それは基礎教練（彼には本来必要ないが、組織とはそういうものだ）に時間を取られる。それが彼の本意でないのは、フブルには分かっている。

（始末の悪いことに、今すぐ冒険者になって活躍できる下地が、こやつにある）

　この一年、フブルはこの図抜けた才覚を持つ少年に魔法の他にも様々な知識を叩たたき込こんでいる。鍛えすぎたと嘆いても後の祭りだ。

　ただそれでも、経験不足は否いなめない。

（今すぐ独り立ちというのは、尚早──じゃが世界がそれを待たぬ）

　力尽くで黙らせるは可能。しかし、その場合いつかは隙を見てアルヴィスは抜け出す。

（そういう子じゃということは、この一年で分かっておる。準備も無く着の身着のまま、単身で）考える。（どうせなら、儂わしの手元で。なおかつ最大限に支援を──）

「師匠」

「じゃから待てと。ええか？　数日待て！　下手なことをするでないぞ」

　声に本気の音調を混ぜる。それに、さしもの少年も黙って頷うなずいた。

　その夜。フブルは一枚の書状をしたためていた。

（確かに、多少の善戦はあれど、魔王軍に人類はさらに押し込まれておる。──このままでは、程なくストゥム村も戦火に巻き込まれよう）

　宛名はエイン国王、アインアル＝ア＝エインへアル。かつての彼女の弟子の一人だ。書状の内容は、要約するとこうなる。




『勇者を連れてくる。諸処の計らい、何なに卒とぞ伏し願う』




　──この書状が届いてから、さらに一年後。

　連合軍は、勇者という一人の若者を掲げ、魔王軍の大幹部である十じゅう堕だ臣しん・堕だ獣じゅう王おうを討ち取り、記録的な一勝を得ることとなる。




　○




　そして。さらに時は流れ、マルドゥ歴一○一六年。魔王が倒されて、一年が過ぎた。

　勇者の犠牲から、最初の一年である。

　フブル＝タワワトはエイン王国の宰相の座に落ち着き、継続する戦争の対処、王都の再整備、騎士養成学園の学園長、取り返した連合国領地の復興など、忙しい日々を送っている。

　──そう、彼女は見誤った。心技体全てが極限の才。そんなものが、天然自然から産まれた、その意味を。

（人間という種自体が、来たる滅びを察知して産み出した、神に依よらぬ種の防衛機能。人の極み。勇者となるに相応ふさわしい存在）

　それを、そのまま勇者としてしまった。勇者に相応ふさわしい力を、まんまと自分から身に付けさせて。

（愚かに──────過ぎる。優しいアルヴィス。儂わしがあの子の道を狭めてしまった）

　人としての生を捨てさせたと同義だ。己が魔業を、全て継ぐことの出来る者。そんな浅薄な欲望で、あの少年は命を失った。

（人類の希望など、一人に背負わせるものではあるまいに！　何故なぜ、それに気付かなんだか）

　今、彼は生ける屍しかばねとして、何処どこかの空の下にある。

　それを想おもう度、フブルは自責で身を引き裂かれそうになる。

　超人的な忙しさに身を置くことで、彼女は己を欺ぎ瞞まんした。

　だが。それでも。

　僅かな睡眠時間。深夜に王城のベッドに身を横たえる度。フブルは己が身を捩よじらせる。




「儂わしがっ、儂わしが！　儂わしのせいでっ」

「何故なぜじゃ！　何故なぜ儂わしがのうのうと生き残る！　二十にも満たぬあやつが死し霊りょうとなる！」

「ぐっ、ふ、ぐう、ああああああ……」

「何が大だい魔ま導どう師しか……儂わしが導いたのはお主の死ではないか！」

「すまぬ、すまぬ、すまぬ」

「アぁルヴィス──アルヴィスぅ……ッ！」

「うっ……ひっ、ひぃぃい……！」

「ああ、お主、何故なぜ、あの時、儂わしを責めなんだ」

「いっそ殺しにでも来てくれれば、この身の不出来も晴れように──お主を勇者なぞにした、この儂わしを──」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお…………！」




　暗闇の中に、灼しゃく眼がんと涙を光らせて。それは天へ泣き叫ぶ竜のように。




「……………………」

　魔ま導どう宰さい相しょうの寝室前で、俯うつむく女の影がある。部屋の中の悲嘆は、防音の魔法により外に漏れることは無い。しかし、それが施された意味を察し、部屋の前の彼女は沈痛に目を閉じ、身を翻ひるがえした。

　エイン王国に身を寄せていた勇者の仲間、イザナが姿を消すのは、これよりすぐ後であった。




　○




「手紙かな、魔ま導どう宰さい相しょう」

「おお、アインアル王。しばしお待ちあれ。ささっと書いてしまいますでな」

　それから、さらに二年。使い魔フクロウを控えさせながら文ふ机づくえに向かうフブルへ、エイン国王アインアルは珍しいものを見た思いで尋ねる。

「千キル先を見ずとも語る其方が、手紙とはな。昔の知己かね？」

　一瞬の思案。魔ま導どう宰さい相しょうは軽く頷うなずく。

「そのようなものです。魔王討伐時に世話になった者がおりましての。少し仕事を頼もうかと」

「ほお。其方がそのように頼みにするとは。可能なら召し抱えたいものだ」

　目を丸くする国王へ、思わずフブルは笑った。

「それはちと難しいですな。なんとも、変わった──変わり果てた者ですゆえに──」

　フブルは空を見る。どこか、その下にいるはずの。愛いとし子ごの骨を想おもいながら。

「せいぜいが、教師気取りで仕事を投げつけるのが関の山に御座います」
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　ぼっち冒険者、墓場に向かう




「この辺りのはずなんだが」

　馬上で、鎧よろいを身につけた女が周囲を見回しながら呟つぶやく。

　荒野である。さらには、闇がひたりひたりと迫る夕刻だ。もう数十分もすれば、周辺の見通しは悪くなる。

「むう、早めにセクメルへと戻りたいのだが……」

　奇妙な女である。風貌凛り々りしく体格にも恵まれ──戦士としても、女性としてもだ──、鎧よろい姿に馬上のその姿自体は、それなりの地位を持った女戦士か何かを思わせる。だが、馬にくくりつけられた荷は黒くすり切れた布きれに包まれた何かだ。

「これを抱えたまま宿を取るのは流石さすがになあ」

　加えるならば、結び目から僅かに覗のぞくその中身は硬質で白く、先には瘤こぶのような丸みを帯びている。有り体に言えば──白骨である。

　漏れた言葉の通り、それを抱えることの異常性を彼女自身認識はしていた。友人（？）の頼みでなければ、流石さすがに引き受けはしなかっただろう──とはいえ、その友自体も白骨……いわゆるスケルトンと呼ばれる存在ではあるのだが。

『面倒をおかけして申し訳ない』《すいませんんんんん》『ミクトラさんがんばれー』

「分かっている、分かっている」

　胸の内から聞こえる声に、ミクトラと呼ばれた女戦士は答える。貴重品入れの中の水晶に封じ込まれているのは、積み荷の魂──骨や襤褸ぼろ布を触媒としてこの世に留まっている死し霊りょうたちだ。

「あなた方を無事に廃棄墓地に届けるのは、アルとの約束だからな。きっちりとそこで解放してやるとも」

　先日、アンデッド討伐の仕事を請け負った先で出会ったのが、彼女が現在抱える荷物──死し霊りょうたちだ。理性を残した彼らを殲せん滅めつするのは忍びなく、仲間のスケルトン、アルはアンデッドの動力源である魔力が豊富な廃棄墓地への引っ越しを提案した。その運び役を任されたのがミクトラというわけだ。

「教えて貰もらった場所には、もうすぐそこまで来ているはずなんだがな」

　アルに印を付けてもらった地図を広げ、再びミクトラは周囲を探る。魔力が潤沢な竜脈地であれば、

（魔力の探知で方角が探れないか──────む!?）

　目を閉じ、感覚を澄ませようとして──しかし、兆候は聴覚から来た。足音だ。

　後方を振り仰ぐ。そこにいたのは、

「たくさんの魂抱えて、変な人ね。死し霊りょう術じゅつ士しには見えないけれど」

　裸足はだしの、ミクトラと同様に豊かな胸の女性だった。しかし、空洞を覗のぞかせる片目。薄く青白い肌。少々の擦り傷。それら全てが、彼女から生気を奪っている。

「ゾンビ！」警戒態勢を取りかけるミクトラだが、瞬時に思い直す。「……いや、そうか、貴女あなたがアルの言っていた──」

「え？　アルの知り合い？」

　生気に欠ける相貌が、それでも驚きの表情を表した。

「なるほど。正気な死し霊りょうの引っ越しを手伝うため、と」

　馬から下りて手綱を引くミクトラを先導しつつ、女ゾンビが振り返る。

「物好きだねえ。みんな倒しておしまい、の方が早かったでしょうに」

『なんてこと言うんだ』《ひどーいいいいい》

「ごめんごめん。別に墓場の土地なら余ってるから、お好きにどーぞ」

　ミクトラの懐ふところからの死し霊りょう抗議に、女ゾンビはへらりと笑う。

「馬、乗ってて良いのに」こちらはミクトラへの問い。

「アルの友人に対し、それは失礼に当たるだろう」

　生真面目にそう返すミクトラへ、女ゾンビは一瞬きょとんと表情を停とめた。

「はは、こりゃ本当の物好きね……私、トレーシー」

「ミクトラ＝クートだ。よろしく」

　死者と生者が自己紹介して、再び荒野を行く。




　○




「おお、これは……」

　そうして日が落ち切る前に、一人と一体は廃棄墓地へとたどり着いた。流石さすがに馬は居心地悪そうにし始めたため、近隣の木へと繫つないでいる。つまりは、生者はここにミクトラ一人だ。

　そんな彼女の目に映るのは、墓地の各所に灯ともるゴーストの鬼火、歩き回るスケルトンとゾンビ。少数だが亜人の骨や死体もいる。流石さすがにミクトラの頰に緊張の汗が流れた。

「大丈夫大丈夫。みんな気の良いい奴やつらだし──」言葉を切って、トレーシーが声を上げた。「おーい、アルの友達が来たよー」

　ぴくり、と死者たちが一斉にミクトラたちへと振り返る。そして、

「！　ちょ、一斉に──」ででででで、と死者たちが集まってくる。仮にミクトラと彼らが敵対していたとすれば、とてもではないが対処出来ない数だ。

「だから、だいじょーぶだって」トレーシーが苦笑する。

「え？　アルの友達!?」「討伐隊とかじゃないのん？」『人間？』「生きてんじゃん」《うっそあいつ彼女いんの？》「骨のくせにー。俺もだけど」『オイ馬鹿トレーシーに殺されるぞ』《いや俺ら死んでるるるるる》

　すぐに、ミクトラたちの周りへと人垣ならぬ死し霊りょう垣が出来上がる。ミクトラが気け圧おされる。

「お、おおう……よ、よろしく、みなさん……」

「ほおら、散りなさいよあんたたち。ミクトラさん引いてんでしょ」

「えー」《エー》『えー』

　トレーシーに怒られて、ぶつぶつ言いながら死し霊りょうたちが三々五々に散っていく。残ったのは言葉も操れる、かなり年季の入ったスケルトンだ。

「すまないな、生きてる客人は珍しくてね。普段はもっと離れたところで追い返してしまうものだから……」

「いや、生者にこの場所を気取られれば面倒もあろう。気にしないでほしい」言いながら、ミクトラは眼前の人骨を眺める。（同じスケルトンとはいえ、アルとは違うものだ……むう、私、スケルトンの目め利ききが出来るようになってるな）

　あまり嬉うれしくないスキルではある。そうこうしている内に、トレーシーがスケルトンへ耳打ちしていた。

「……はいはい、なるほどね。引っ越しかあ。賑にぎやかになるのはいいことだな。で、どこに？」

　スケルトンの問いに、ミクトラは懐ふところから水晶玉を取り出した。内部は白く光り、中から『だしてー』だの《まだー？》だの声が聞こえてくる。

「では……」

　アルより伝えられていた解錠の呪文により、十ほどの魂が水晶より抜け出た。そのまま、ミクトラの傍かたわらに置かれた布風ふ呂ろ敷しきの中身へと取とり憑ついていく。

「おおー」「あー、前にアルが自慢してたやつだこれ」

　感嘆する先住死し霊りょう二体。解き放たれた方の死し霊りょうたちは、「出られたー」《こりゃいいとこだななな》『おいそれ俺の大だい腿たい骨こつ』などと姦かしましく自らの再構成を行っている。

（これで平気なのだから、私も彼に染まったものだな、全く）

　死し霊りょうに囲まれて、ミクトラは軽く苦笑した。

　夜の廃棄墓地は、運動会とも宴会ともつかぬ有あり様さまであった。

「いやはや、なんとも……」

　ミクトラが呆あきれたように、死し霊りょう達たちの燐りん光こうによって照らされる墓場の様子を見ている。

　枯れ木の枝に渡された垂れ幕には「新規入居者アンドミクトラ殿歓待の宴うたげ」などと大書されていた。

「まあ一杯、飲んで飲んで」

　用意された席に座るミクトラの杯へ、対面の墓石に腰掛けたトレーシーが林りん檎ご酒を注ぐ。

「これは」

「アルが味覚再現の魔法の訓練用に宅配で買ってたやつ。あいつが帰るの待ってたら悪くなっちゃうから。気にせず飲みなよ」

　ミクトラもアンデッドに慣れたとはいえ、流石さすがに墓場に一泊はどうかと思ったものである。しかし、死し霊りょう達たちは歓待ムードであったし、夜に馬を走らせるのも危険だ。……結局、ミクトラも覚悟を決めたというわけだ。

「しかし、賑にぎやかなものだな。何というか……」

「アンデッドの巣らしくないって？」

　ミクトラは反射的に否定しようとしたが、嘆息する。

「……不快に思ったならば謝罪を。だが、そうだな。珍しいアンデッドと思っていたアルのように、皆が明るく過ごしているものだから」

　ミクトラの視線の先では、戦せん駒く盤ばんに向かい合うゾンビとゴーストに、自分の頭蓋骨を転がすボール競技に興じるスケルトンなど、思い思いに夜を楽しむ死し霊りょうたちの姿がある。

　彼らの姿は、彼女に友人の白骨を思い出させた。

「自慢じゃないけど。アルもここでアンデッドとしての生き方……じゃないな生きてないし。心構え？　みたいなのを学んだのかもね。心臓無いやつ多いけど」

　トレーシーは微笑する。ミクトラが視線で意味を問うと、

「あたしらは──正気のアンデッドなんてのはね。常にこうして何かやってないと、すぐに『消えようかな』なんて思っちゃうわけよ」

　ミクトラの目に驚きのようなものが浮かぶ。くい、とトレーシーは林りん檎ご酒をあおる。ゾンビは弱いながらも魔力による代謝がある。飲食も出来るのだ。

「小さなもんだけどね。でもやっぱね。後ろめたさみたいなもんがあるんだよね。何に対してかなんて知らないけどさ。世間？　神様？」

「トレーシー殿……」

　ミクトラの気遣わしげな視線に気付いて、トレーシーは残った片目を笑わせた。

「やーだ。そんな深刻そうにしなくていーよ。楽しくやろうねってだけなんだから。だからさ──」

　一旦言葉を止めて、呼気をひとつ。彼女にとってはある意味で賭けのような心持ちで。

「と、友達は、多い方がいい、から」そう言った。相手を、窺うかがう。

「……………………！」

　トレーシーの思惑はさておき。この言葉が大変にクリティカルするのがミクトラという女性である。ぐい、と杯を飲み干し、トレーシーへ向き直る。

「任せてくれ！　私が彼の友として、外の世界で万全にサポートしてみせるぞ！」

　感涙せんばかりの勢いである。ちなみに内面はこうだ。

（うう、麗うるわしい、美しい……！　アンデッドといえど、これが友情というやつなのだな……！　その中に私がいる。嗚呼ああ……すてき）

　友達少ない──というか、現状ほぼアルだけの人である。

「あ、ああうん、よろしく……？」

　トレーシーが少々あっけに取られつつ、しかしほっとした表情で、林りん檎ご酒を互いの杯に注ぐ。

「かんぱ「私たちとアルの友情に、乾杯！」

　食い気味。出ないはずの汗がちょっと出る錯覚を覚えつつ、トレーシーは杯を打ち付けた。

（やっぱちょっと変な人だわ。ま、アンデッドの友達なんだしそれくらいで丁度いいか──）




　○




　翌朝。去って行くミクトラを見送るアンデッドたちの先頭で、年長スケルトンがつぶやく。

「よかったのかねえ、アルの正体教えないで」

「しょーがないよ。アルも教えてないみたいだし、あいつの正体なんて生者の世界じゃ刺激が強すぎでしょ」

「まあ、そーだな。……しかし、墓場に連れて来るまでの会話だけでそれを見抜いていたとは、流石さすがはトレーシー。アルのことはお任せだな」

　顔があれば、にやにやと笑顔が浮かんでいただろう調子で、スケルトンは傍かたわらの女ゾンビを見る。

「…………何よ、それ」

「いや？　ライバルって感じじゃなくて良かったな、って」

「うるさい」

「ま、そもそも心配することも無いか。人間とスケルトンじゃな」

「だからうるっさいって……」

　ゾンビなので赤面などはしないが、明らかに照れた様子でトレーシーが墓場へと戻っていく。歩きながら、トレーシーはぽつりとこぼす。

「それに、分かんないわよ、あの娘も。生者なんて、ちょっとしたことで変わっちゃうんだから。────生きてるんだもの。体も、心も、さ」

　それは、自分たちにはもう無いものだ。それが少し羨ましくて、トレーシーは振り返り、去って行くミクトラの後ろ姿をもう一度、その死んだ瞳に焼き付けた。
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　アンデッドクッキング




「そろそろ、昼の時間かなあ」

　中天に座す太陽から、日光が照りつける。左右に林が並ぶ街道である。この辺りは旅人の姿もまばらと見え、道を行く三人組のほかには人影もない。

　しかし。その三人組の内訳はといえばいささか奇妙なものだ。少女と成人の女性、これはいい。問題はもう一人……いや一体。その姿は、歩く人骨である。その名をアルと言い、かつては勇者アルヴィスとして世界を旅した人物……その骨だ。

「そうしよっか」少女、ハルベルが手をお腹なかへと当てながら同意する。

「ふむ、では少し脇に入るか。あの辺りなら藪やぶもないし、水源もあるはずだ」

　こちらは女戦士、ミクトラが指さす先は、丁度いい加減の木漏れ日に照らされる草地だ。

　一行は足取りも軽く、草地に陣取り調理の準備をする。アルが火を熾おこし、上に鍋を乗せ、ハルベルとミクトラが近隣の小川から水を汲くんでくる。

「今日の当番は俺だったな。さて、何を作ったもんか」

　人骨──アルが、今はもう空っぽの頭脳から記憶を浚さらうようにして（彼の思考を司つかさどるのは今や魔力による仮想脳だ）、頭蓋をひねる。

「楽しみにしてる……あわわわ」

　アルへ全幅の信頼を置くハルベルは、はや旅具を枕に昼寝を決め込む体勢だ。ミクトラの方は、少々警戒してアルの調理準備を見ている。彼女はアルがよく使う野の食材にやや──やや、多少の抵抗があるのだ。

「ミクトラも調理過程見てるから気になるんだよ。気にせずハルベルみたいに寝てるか、散歩でもしてな」

「む、むう……そう言われれば……」気まずげにミクトラが言う。

　そもそも、アルが作る料理自体はいつも美味うまいのだ。心理的抵抗があるだけで。彼女は少々反省した。

「では、お言葉に甘えて少し散策するか。悪いが、料理の準備を頼みます……頼む」

「あいよ。声が聞こえる範囲にいなよ」

　ミクトラは元々、アルの生前である勇者の大ファンである。言葉には未いまだ遠慮が混じるものの、素直に頷うなずいて腰を上げた。

「さて、ほんとどうしましょうかねー」

　歩み去る足音と、すぐさま上がり始めた寝息の中、アルは減ってきた袋の中の食材と、森を見る。




「おお、これは……！　味わいが深いな」

「んー、おいしー！」

　小一時間ほどの後。木々の間に女性陣の快かい哉さいが響く。

　アルが二人に差し出したのは黄金色に輝くスープだ。薄らと浮く油が、動物性のエキスを示している。コクがあり、口内に染しみるように味わいを主張して喉へと落ちていく。

　山菜のサラダと共に、ハルベルもミクトラも笑顔で平らげていく。

「うむ、丁寧にダシを取ってよかった。おかわりあるよー」

　アルが杓しゃく子しを鍋から取り出すと、二人とも皿を突き出してくる。彼としても、こうして美味おいしそうに食べてもらえると腕骨の振るい甲斐がいがあるというものだ。

「むう、これは貴族に出しても通用すると思いま……思うぞ」

　五カ国連合において、動物の骨や海藻によりエキスを抽出する──いわゆる出汁だしを取るという手法はそこまで一般的ではない。東国ヤマの料理はこの類が多く、都市部の一部料理店には徐々に広がってきている。やや新しめの調理手段なのだ。

「ところでこれ、何で味取ってるの？」

　ハルベルの純粋な興味に、ミクトラが（聞くのか……）という微妙な表情をする。あまり内実は知りたくないというのが本音ではある。

　問いに対し、髑髏どくろの頭上にぺこーん、と電球が浮くイメージ。

「よし問題だ。ヒントを出そうかな。一、身近なものです」

「「？」」首を傾かしげるふたり。

「ヒントその二、なぜ俺の腕骨は濡ぬれているのでしょう」

「？」「ちょ、待て……」ミクトラが、何かを察して掌てのひらを向けた。

「その三、実は大だい腿たい骨こつも」

「待て、待て、その、噓うそだよね？　ね？　まさかそんな」

　ほぼ涙目のミクトラである。

「……俺のスープ、うまかった？」

「──ふっ……」

　吐息とともに。すうっとミクトラが白目を剝むいた。

「ありゃ、やりすぎた」

　アルが背後から、鶏の骨が入った屑くず籠かごを取り出した。

「ううう……アルヴィス様……すいません……貴方あなたの死体が貴方あなたで出汁だしを……ゆるして……ごめんなさい……」

「背中でずっとこれって結構つらいな」

　気絶したままうめき続けるミクトラを背負って、アルがぼやく。

「アルの冗談が趣味悪い上に超下手であと悪趣味なのが悪いよ絶対。後で謝らないと」

　ミクトラをのぞき込んで心配そうに、ハルベル。

「ひどい言われようだ……というか、君は全然平気そうだったけども」

「んー、他の人のだったらやだけど。アルのならいいかなって」

「ええぇ……」

　さらっと言ってのける少女に、静かに引く骨であった。

「ところで、ほんとに人食べる所とかあるの？」

「魔国ならあるかもなあ……。あ、人間の国でもミノタウロスとか食ってる国あるぞ」

「うぇ、牛人でしょたしか。あれ食べるの？」

「連合だと亜人の食用は犯罪だけどね。雌のミノタウロスの乳ステーキとかあるって聞いたことが。チチカブっつったかな」

「おっぱい……食べたら大きくなるかな……」

「うう……二足歩行を食べるのは……勘弁してくれぇ……」

　てくてくかしゃかしゃと、賑にぎやかに二人と一体が歩く。彼らの道行きは、おおむね平穏だ──おおむね、は。
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　王侯貴族令嬢たちの一夜




「御気になさらないで、ミクトラ様。私、いつか貴女様あなたさまとお話ししたいと思っていたのです」

　王女エルデスタルテは、白百合しらゆりを思わせる微笑ほほえみをたたえて客人を迎える。

　連合五華随一、王国の宝石、神の血のみならず美をも引き継いだ、と言われる美び姫きである。国外でもその評判は高く、求婚の申し込みが絶えない。

「は……はいっ、このような無骨な格好で、誠に申し訳……」

「いえ、良いいのです。冒険者としての貴女様あなたさまをお呼びしたのですから」

　かちこちに固まった状態で、女冒険者ミクトラ＝クートはどうにか「ひゃい」だの「ふぁい」だのと聞こえるような返事を絞り出した。

「ふふ。本当に、どうか、ご遠慮なさらず。ミクトラ様は大事な私の御客人なのですから」

（な、何故なぜこうなったのだ……！）

　それでも染しみついた貴族式の所作で、品良く座して。ミクトラは困惑の瞳を王女へと向けた。




　○




　時は数日、遡る。

　実家に帰省中のミクトラの元へ王族からの招待状が届いたのは、王都を騒がす幽霊騒ぎを片付けてしばらく後のことだ。

「あ、あわわわわわわわわわわ………………………………」

　招待状を摑つかんでぷるぷる震えるミクトラ。

「どしたのあれ」

「なんかな、王女様に呼ばれたんだと」

「エルデ姫に？」

　そんなミクトラを眺めるのは、彼女の仲間である二人……いや、一人と一体だ。一人は黒髪の少女、名をハルベル。一体は人骨……昔勇者で今は骨、スケルトンのアルだ。

「ま、気をつけてなミクトラ」

「お土産あるかなー？」

　そうして話を締めようとする二人の仲間を、

「冷たくないか!?」

　半泣きでミクトラが呼び止める。

「いやだって。流石さすがに呼ばれても無いのに王城に俺ら行けないよ」

「いーなー、王室御ご用よう達たしのおかし」

「君、茶菓子の味しめたな……ちゃんと歯磨きしてるか？」

　呆あきれたように、白い骨の指がハルベルの頰を突っつく。

「うぐぐぐぐぐぐぐ。一体、何で私個人が……しかも、本名でなくミクトラの方で」

　ミクトラの実家は王仕貴族──基本的に領地を持たず、王へ直接仕える貴族だ。本名はミク＝ト＝ランテクート。訳あって家を出て冒険者稼か業ぎょうをしていたのだが、この度は仲間たちと共に里帰りして滞在している。

「まあ、普通に考えれば貴族の君じゃなくて、冒険者の君に用があるんだろ」

　ミクトラ達たちは幽霊騒ぎを解決したことで王から褒ほう賞しょうを受けている。覚え自体は良いい。

「俺はこんな体だし、ハルベルはまだ冒険者としては見習い以下だし。呼ぶならそりゃ君だよ」

「な、何か失礼があったとか……」

「それなら招待状じゃないのが来るんじゃない？」

「君じゃなくてお父さん──マクドナル氏の方に来るわな。まあ、お叱りじゃあるまいよ。……王女によろしく」

　その声に静かな暖かさを感じて、ミクトラははっと息を詰めた。アルの生前は、その名も高き勇者アルヴィス＝アルバース。彼はかつて、エルデ王女の婚約者とされていた。

（自ら望んだ関係では無いからと、彼は言うが……）

　その内心は語らぬ骨だ。当然、死した今では婚約も何もない。むしろ勇者は天上にあるとされ、神として奉たてまつられる計画まで出る始末だ。当人は天上どころか、すぐそこで綿棒を使って骨と骨の間に入ったゴミ掃除をしている。




　○




　そのような訳で、ミクトラは現在、エイン王国の第一王女、エルデスタルテ＝ア＝エインへアルの居室に在る。

　ミクトラは貴族の出とはいえ世間には秘されている。一冒険者が王女の部屋へと招かれる、というのはまあ、異例だ。ミクトラが女性でなければ、さらにはそこそこに名の売れた冒険者でなければ、あれこれと口さがのない噂うわさが飛んだことだろう。

「ミクトラ様とお話がしたいばかりに、無理を言いました。申し訳ございません」

「は、は。いえ、しかし、何故なぜ私を……？」

　もっともな疑問を、ミクトラが問う。それに、ほう、とエルデスタルテは息を吐いた。

「聞けば……ミクトラ様はかつてアルヴィス様の婚約候補の一人であったとか」

　びくーん！　とミクトラの肩が跳ねる。なにせ、目の前の王女は婚約者筆頭である。

「しかも、アルヴィス様死して後、その御遺志を継がんと冒険者に身を投じた、と」

（なにその噂うわさー!!）

　確かに勇者に憧れて冒険者になったのだから、全くの間違いではない。ないが、あまりにもな話だ。

「御お父ちち上うえがそう言っていた、と。お父様が」

（父上ー！　国王陛下に何を言っておられるのか父上ー!!　家出したのは悪かったですけど！　言い訳にしても!!）

　びくびくーん！　とミクトラの上半身が跳ねる。

「どうかなさいましたか、ミクトラ様？」

「い、いえ……そのように仰おっしゃられると、未熟の身ゆえ、面映ゆくて……」

「まあ……ミクトラ様は、慎つつましくていらっしゃるのですね」

（お、お怒りになっているわけでは無いのか……？）

　おそるおそる、ミクトラは王女の様子を窺うかがう。花咲くような笑顔が、エルデスタルテのかんばせに浮かんでいた。

（美しい──）同性ながら、そう魅惑される。

「私は、ミクトラ様が羨ましかったのです」

　王女の言葉に、ミクトラの意識が引き戻される。

「勇者様の生き様に、己の地位を捨ててまで添う。それは貴族としては褒められたことでは無いかも知れません。ですが」

　私には、眩まぶしく見えました。そう、エルデスタルテは呟つぶやいた。

「か、過分な御言葉……！」

　予想外の展開に、慌ててミクトラは目を伏せる。

「お顔を上げてください。私は、愚かにも哀かなしみに沈み、皆様に御迷惑をおかけしました。挙げ句の果てには、天上のアルヴィス様の手を煩わせた始末。本当に、王女失格でした」

　先の幽霊騒ぎの顚てん末まつに、ミクトラは内心苦い味を覚えた。

（そうか……エルデスタルテ様は、アルを──勇者の今の姿を知ることはないのだ。なんとお労しい……）

　一国の王女ともなれば立場が違う。彼女はああ言ったものの、実際にはミクトラのように実家を出るなど出来ようも無い。そして、アルの正体も知られるわけにはいかない。

「ですから、ミクトラ様。他ならぬ貴女様あなたさまと、勇者アルヴィス様について、一度語らい合いたかったのです」

「え」

「貴女様あなたさまとなら、心ゆくまであの方のお話が出来る。そう思ったのです。フブル先生とも勇者様のお話は出来ますけれど──想おもいを同じくした方は、ミクトラ様しか」

「エルデスタルテ、様……」

　駄目ですか？　と、白百合しらゆりの化身のような王女が首を傾ける。

（ああ……この方は、寂しかったのだ。王女という立場故、恋心など語り合う機会も無く。ひとりで。たったお一人で、彼を失った哀かなしみを抱えるしかなかったのだ。この私で、慰めになるのなら）

　ミクトラの胸が燃えた。

「そういうことでしたら────。エルデスタルテ様。いついつまででも。お付き合い致します」

「嬉うれしい……！　許可は取ってあります！　是非夕食もこちらで！　復帰したばかりですから、ワガママも通るのです！　うふふ」

　悪戯いたずらっぽい顔でエルデスタルテが笑う。

　こうして、地獄の蓋が開いた。

「勇者様の最終装備──『神聖剣スカットゥルンド』『破邪の冠かん兜かぶと』『神しん望ぼうの白はく鎧がい』『中天の外がい套とう』『龍革の靴』ですね？」

「お見事です。……素晴らしいですエルデスタルテ様。よもや五十問全て正解とは」

「ミクトラ様こそ。実に質の高い設問です」

　いやいや、とミクトラが勇者様クイズの冊子を懐ふところに戻す。

「皆はもっと知るべきなのです。あの御方のことを」

「全くですね……！　私もこのクイズの普及を目指します」

　迷惑な決意だ、とアルが聞いたならば確実に答えたであろう。

「ああ、つまりダンダル海峡を、抜けて……!?」

「そうです。よってこういった経緯でアルヴィス様は堕だ海かい王おうへの道を開いたと推察出来るわけです……！」

　二人が開いているのは、ミクトラ自前の世界地図に勇者一行の旅路を詳細に示した秘蔵の品だ。

「なんて深い考察──！　こんな知見は史学者にすら。ミクトラ様、尊敬いたします！　これからは私をエルデと呼んでください！」

「私の方こそ！　どうぞミクトラとお呼びに！　遠慮は要りません！」

　がっし、と、同好の士と認め合った手が手を摑つかみ合あう。

「ゆ、勇者アルヴィス様の！　旅の始め頃の使用済み装備!?」




　────ミクトラ独自の技術で鑑定中。詳細は秘す────




「ま、間違いない、本物──！」

「流石さすがの眼力。勇者様がお売りになられた店から買い取りました。無論、洗ってはいません。これ以上汚れてもいけません。保存には細心の注意を払わねば」

「なんと見事な……。博物館には収めないのですか？」

「葛藤しているのです……独占する浅ましい私、さりとて失いたくない私……嗚呼ああ。何故なぜ、この世は──」

「分かります。分かりますよ」




「くっ！　なんと輝かしいひと時。湯浴みの時間すら惜しい……！」

「いいえミクトラ、退屈はさせませんよ──他人をここに入れるのは、初めてですが」

　がらり、とエルデスタルテは私用の浴室を開けた。

「おっおぉ……！　壁一面にアルヴィス様の絵姿、ですと……！　しかも王国の様々な人気画家のタッチ……エルデ！　これは!?」

「完成には数年を要しました」

（────恐ろしい御方だ……！）




「これは……！　なんと精緻なんでしょう。手乗りするアルヴィス様人形なんて、素敵……」

「最近は実家に腰を落ち着けているもので。手慰みに。未いまだ素彫りではありますが」

　特に体格の正確さにエルデは目を剝むいた。まるで骨格を間近で確認しながら作ったかのようだ。

「これは、是非型を残すべきと思います、ミクトラ。必要なものがあったら言ってくださいね。この細やかさならば市販まで行けます」

「おお……。よもや、趣味の品がそんな評価を頂けるとは──」

「ゆくゆくはこれを素体に可動人形など……夢が広がります」




「堕だ花か王おうを撃破した際のアルヴィス様の意図は、通説の史書とは違うように思うのです──」

　ミクトラが、本人（骨）から聞いた話をこぼす。それに、エルデスタルテは大きく身を乗り出した。

「あぁ……！　確かに！　その解釈ならば、不可解とされてきた天てん眼げん山さんへ堕花王の苗を植えたという話も頷うなずけます！」

　ミクトラは聞いたままの話をしたまでのため、少し恥ずかしそうにしている。

「そうなると、この先だって発行された勇者アルヴィス伝記の記述も──」

「ああ、そうですね。確かに。少々意味が違ってきます」

「ふむ。由々しき事態ですね。国文書省へ後で書状をしたためましょう」

（とんでもない大事になってしまった……！）




「ところで、ミクトラ……貴女あなたも一つや二つ、作っているのではないですか？」

「な、何を……ですか？」

「とぼけてはいけませんよ。曲がりなりにも淑女として歌舞音曲を修めたのならば。そして勇者アルヴィス様に焦がれたのならば。当然あるでしょう！」

「ぅあぁっ…………！」

　秘密の扉へ手を掛けられたが如ごとき悲鳴が、ミクトラの口より走った。

「そう──アルヴィス様に捧ささげたポエムを！」

「ご──御勘弁を！　それだけは、それだけは！」

「いいえそれはなりません、私もお見せします、貴女あなたの心の声が聴きたいのです、ミクトラ！」

　純潔を奪われかけたとてこうは出まい、というようなミクトラの嘆声が、王女の部屋にこぼれた。

「あうう……もうお嫁に行けない……」

「ふふ……互いの秘ひ奥おうをさらけ出し合ったミクトラにならば、私の宝具を開帳しても、良さそうですね……」

　ず、と禍まが々まがしい音すら伴い、エルデスタルテが一冊の黒表紙の本を取り出した。表題には『勇者アルヴィス艶態絵集』とある。

「こ、これは……！　カランタンにて行われた即売会で五十部のみ出回り程なく禁書となった、東国の渡り絵師オーエイ伝説の……！　よくぞ手に入ったもの……！」

「流石さすがは。お分かりになりますか」

　触れるのも畏れ多いとばかり、ミクトラの手が震えている。

「これが王族の力です──どうぞ、ご覧ください」

「おぉぉお…………アッ！　これは！　これはいけない！　いけませんよ!!　不敬で、不道徳で、不ふ埒らちな……！」

　叫びながら、ミクトラの血走った目は紙面から離れることがない。




　あれやこれやそれや。




　宴うたげは朝まで続き、ミクトラがランテクート邸へと帰ったのは翌朝のことである。

「まさか朝帰りとは。よっぽど気が合ったんだ……な……」

　彼女を出迎えたアルが、その顔を見て徐々に声を小さくする。

「すごいクマなんだけど……寝てないの？　大丈夫？」

　ハルベルも心配そうに声をかけるが、

「むしろ肌はつやっつやしてるな……」

「ああ、うむ。気分は冴さえ冴ざえとしているとも。ふはは」

　ミクトラは凄すご味みを滲にじませて笑った。その異様に、人骨と少女がおののいて一歩退く。

「時にアル」

「──嫌だ」

「何も言ってないだろう、まだ！　ちょっと骨格を正確に、肩幅から腰つき、隅々まで、測らせてもらいたいだけだ！」

　巻尺を持ってじりじりと、ミクトラ。

「なんでだよ！　怖いわ！」

「約束したのだ！　さらなる品質向上を！　王室に献上できるほどの！」

「だからなんのだよ怖いって！　君な、俺が怖がるって相当だからな！　分かるか!?」

「はわわ……先食堂行ってるね」

　まあ結局。大体いつものことかな、とハルベルは朝食へ向かう。玄関では令嬢と白骨のせめぎ合いがしばらく続いたという。
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　居酒屋おんな放浪記




　王都エイエラルドにミクトラたち一行がやって来てから二ヶ月ほどが経たった。

　二年ぶりの再会となる家族からの拘束もやっと緩み、ミクトラは久しぶりに冒険者ミクトラとして、夜の街へと繰り出していた。

「思えば──王都を冒険者として歩くのは初めてだな」

　彼女は、かつて婚姻話に反発し家を飛び出す形で、王都から旅立っている。

（なるほど、立場が変われば見える景色も違うものだ。それに、このような場所には……）

　当時は貴族のお嬢様である。このような平民街の、仕事帰りの職人や冒険者が集まるような露店街にはほとんど来たことがない彼女だ。

　平民街に見知った顔など滅多に無いとは知りつつも、視線を左右に散らしながらミクトラは通りを歩く。

「誰だありゃ？」「さあ。冒険者っぽいけども」「だがこりゃ上物だな」「確かに。出るとこ出てて良いねえ」詮索の後、一人が声を上げた。

「おい姉ちゃん！　見ない顔だが美人だな！　一緒にどうだい！　酌してくれよ」

「悪いな、先約がある。今夜のところは手酌で吞のめ」

「ちぇっ、うらやましい奴やつがいたもんだ」

　さっくり断る。冒険者になって二年、この手のからかいは慣れたものだ。腕前よりも外見ばかりが評判になることを気に病んだこともあったが、

（ううむ、以前ならはり倒してしまったかもしれん……。確かに信頼し合える仲間がいると心の余裕が違うな。ふふふ、今の私は数ヶ月前とは違うのだ）

　さて。酔漢に対しああは言ったものの先約などは特にない。友人が少ないのだ、彼女は。

（やかましい）

　失礼。

　先の男たちの目に留まる席に座るわけにも、とミクトラは少し先まで歩こうとする。その時だ。

「あれ？　あー、おーい、ミクトラさん！」

　彼女の名を呼ぶ声がした。虚偽の約束を裏付けるような言葉に、青色の瞳がしばたたかれる。

　果たして、その瞳は声の元──茶色の髪を持つ女性を見み出いだした。ミクトラの記憶が、その顔を覚えている。かつてセクメルという街で、必要があって服を都合してもらった女商人だ。

「貴女あなたは──そうだ、レヴァ……殿だったか」

「そそ。良いい意味で目立つねーミクトラさんは。やっぱ貴ぞ──もがが」

　瞬時にレヴァの元へと駆け寄り、ミクトラはその口を塞ぐ。

（それは秘密なのだ……！）

　囁ささやきに、こくこくとレヴァが頷うなずく。安あん堵どの息を吐いて、ミクトラが彼女の対面へと座る。

「王都に来ていたのか。先だっては世話になった」

「いやいや。アルには借りが山ほどあるからね。いーのいーの」

　とりあえず注文をして杯を打ち合わせ、二人はエールをあおる。貴族の飲酒作法からはほど遠い（ミクトラも慣れるまで結構かかった）が、平民には平民の作法というものがある。そしてワインと違い、エールは、

「ぷはーっ！　この一杯のために生きてるゥ！」

　この飲み方の方が美味うまい。苦みが口を走り、炭酸が喉を駆ける。

　既にほんのり顔が朱あかいレヴァが泡の白しら髭ひげを付けて笑い、肉の腸詰めをかじる。気持ちのいい食べっぷりに、ミクトラの頰が緩んだ。

「貴女あなたは、アルとは長いのか？」

「ぜんぜん？　だってセクメルで会ったのが三回目だよ」

「なんだ、そうなのか。随分と親しげだったから……」

「えー。そんならそっちの方よ。冒険者仲間なんでしょ？　いーなー」

　話題は、自然と互いの共通の知己であるところの白骨に集約する。

「知ってる？　あいつさ、暇すると自分の頭蓋骨外して磨いてんの」

「ああ、ふふ、それは私も見たな──。旅の途中、たまに拾ったものを入れていた」

「うわ、ばっちぃなあ。それでさ──」

　姦かしましく話すふたりへと、割り込むように声が来た。

「おや、聞いたような名が出ると思えば、見たような顔じゃな」

　落ち着いた声はミクトラの真横辺りでしたが、彼女が振り向けば声の主の顔は高い位置にあった。

「貴女あなたは──？」

　記憶の中に合致する人物がおらず、ミクトラは眉を寄せた。

　背の高い女性だ。溢あふれるような青髪を収める鍔つばの広い三角帽子。肩を大胆に出し、豊かな胸の半ばまでのみ覆うような黒のワンピース。扇情的で、まるで古いにしえの魔法使いのよう。

「え？　だれ？　冒険者の知り合い？」

　レヴァの問いに、ミクトラは首を振る。

「し、失礼だが、貴女あなたは──」

「あや？　おお、そうか。これはいかんな」

　女性は、うっかりとばかりに手を額にやる。そして、

「ちょいな」と指先をミクトラとレヴァに向け、くるりと回した。

「ん？」「むっ？」

　二人に一瞬の目眩めまい。再び開いた視界には、一人の童女がいた。

「これでよいかの？」

　これに、レヴァは「うお!?」と単なる驚きの声。そしてミクトラは、

「ふ、ふふ、フブ……」自分の口を塞ぎながら、冷や汗を滝のように流した。

（フブル＝タワワト魔ま導どう宰さい相しょう……!?）

　そう。魔法使いの女性の代わりに突如現れたのは、この国の最高権力者の一角だ。

「んしょ。んしょ」大人用の椅子に苦労して座りながら、フブルはにやりと笑う。

「幻の魔法じゃ、幻。せくしーじゃったろ？　儂わし、昔はあんなんじゃったんじゃぞ。他の者にはまだああ見えておる」

「えー！　すっごいすっごい！　お嬢ちゃんすごい！」

「な、なにをして、おいで、で……？」

　レヴァが快かい哉さいを上げ、ミクトラがおそるおそる尋ねる。

「こうでもせんと儂わしはおちおち飲み歩きも出来んわ。補導されちゃうもの」

　言いつつ、フブルはさくさくと酒と料理を頼んでいく。傍かたわらではミクトラがレヴァへと童女の正体をこっそり告げ、目を回させていた。

「ああ、固まるな固まるな。今夜は唐突に飲みたくなっての。完全にぷらいべーとっちゅう奴やつじゃ。無礼講で良いい。というか、絶対畏かしこまるなよお主等。バレたら困るでな」

　可愛かわいらしい凄すごみを加えるフブルに、こくこく頷うなずく二人だ。

「だからビビるでないビビるでない。……いやほらー、お主等、アルの友人じゃろ。先の調子でいろいろ聞かしてみい。ほれ、奢おごっちゃるから」

　とっとっと、とフブルがミクトラとレヴァへ酌をする。

　おっとっと、と二人が受け、流れるように、

「「「かんぱーい」」」

　酒宴の開始である。

「えーと、フブル……様はだめか。さん？」

　首を傾かしげるレヴァにフブルが渋面を作る。

「ちゃんでよい、フブルちゃんで。敬称なんぞ仕事で使われ飽きとるんじゃ」

「あははは！　りょーかいデス！　フブルちゃん！」

　これに困ってしまったのはミクトラだ。何せ元は貴族令嬢である。

「うむむむむ……ふ、フブル…………ちゃ、ちゃ、ちゃん」

「はーい」

「あはははははははは！　ミクトラさん緊張しすぎ！」

「う、うるさいな！　そっちが気楽すぎるのだ！」

　既にレヴァの頰は朱あかい。酒好きではあるが、特に強いわけではないのである。

「うむ、こっちは口の回りも軽そうじゃの。どれどれ、アレの話を聞かせてみんか」

「いいよいいよー。アルねー。あいつねー……」だがここで、レヴァが突如顔を俯うつむかせ、黙り込んだ。「……あいつねー……」

「ど、どうした」

　気遣うようにミクトラが覗のぞき込んだ途端、がばりとレヴァが顔を上げた。

「あいつなんかあたしに意地悪なんだよちくしょー！」

「涙目!?」

「ほうほう。詳しく」

　フブルに再びエールを注がれ、レヴァは涙目のままきゅーっと杯をあおる。でん、と机に空の杯を叩たたきつけた。

「あたしね！　アルに二回も故郷助けられてんの！　だからね！　どーにかして恩返ししようとしてんのにね！　あいつすぐ『暇なの？』とか言ったり、街で会っても『いや、仕事の邪魔したら悪いかなって……』とか言ってスルーしようとしたりすんのよー！」

　吼ほえるような愚痴の後、彼女はへなへなと机へと頰を落とし、若干の涙声。

「もしかしてウザがられてんのかなーとかさ……」

「わ、分かるかもしれん……」

　ミクトラのつぶやき。興味深げに聞いていたフブルの目線がそちらを向いた。元貴族令嬢は、形の良いい顎を震わせてエールを一口飲んだ。

「わ、私も、その、彼に喜んでもらおうと思って色々考えたりやったりするんだが……その……後になってみると張り切りすぎというか我ながら若干気持ち悪いというか……息荒くしながら服を何着も着せ替えたりするのはどう考えてもアレというか……引かれているのではないか、と……」

　ずーん、とミクトラが肩を落とし、両手で持った杯からエールをちびちびとなめる。

「そもそも、私ごときが彼の世話を焼くこと自体が思い上がりなのでは……ぶつぶつ……」

「ミクトラさんでダメならあたしとかもっとダメじゃんか～……」

　何やら良くない酒になっている二人である。

（案外ハート弱いのこの娘ら。……というか、あのアホ……骨になってもこれかい）フブルは年輪を感じさせる吐息をついて「元気を出さんか娘共。アレがさような腹芸をするタマかよ。嫌いなら嫌いと言うとるわ」

「「でもぉ～」」情けない表情でフブルを見る二人である。

「大丈夫じゃって。自分を想おもってやってくれたことが分からんような育て方をした覚えはないからの」

　フブルがやれやれというように肩をすくめると、レヴァが目をぱちくりと瞬まばたかせた。

「育て方？」

「フブル……ちゃんは勇者様の魔法の師匠なのだ」

「ついでに冒険者と、人としての心得も少々な」ふふん、とフブルが自慢げに笑うが、見た目のせいでどうしても可愛かわいらしい。

「えー、じゃあアルの十代ってどんな感じだったの？」「そ、それは私も気になるな……」

　先ほどまでの沈んだ顔色はどこへやら、二人が興味深げに聞く。

「ふーむ。そうさなァ……」懐なつかしむような笑みをフブルは浮かべた。

　そして数秒。その微笑ほほえみに、徐々に哀の色が混じるのを、ミクトラは見た。

「どったの？　フブルちゃん」レヴァもそれは同様だった。童女を気遣う声が出た。

　心配ないというように、ふるふるとフブルが首を振った。

「かつてのアルヴィス、な。そうじゃな……素直な子じゃった。そして──万才があった」

「ばんさい？」

　小首を傾かしげるレヴァへ、フブルがエールを飲み干して頷うなずく。

「儂わしの持つ全ての魔。何を教えてもな、即座にモノにしよる。当時の儂わしは、今だから言うが狂喜したわい。我の全てを継げる者が現れたとな」

　軽い調子の声とは裏腹に、フブルの顔から哀は消えない。

「それはマガツ──もう一人の仲間じゃが。奴やつも同様だったようじゃ。本来御お止とめ流りゅう……余所よそに伝えてはならん己の剣を、アルヴィスめの才に目が眩くらみ惜しげもなく教えた」

「ほえ～……魔法も剣もかあ」「流石さすがは勇者様だ」

　感心しきりなレヴァとミクトラ。動作だけは楽しげに、フブルは手酌で杯へと酒を注ぐ。

「──そして、アレの才を全て、剣と魔で染め上げた」

　声のトーンは変わらず。しかし、その言葉に聞き手二人は息を吞のんだ。

「もう一度言うが、アレには万の才があった。勇者なぞやっていなければ、もっと別の道で名を成し、幸せになっていたろうよ」

　フブルは街の方へ目をやる。まだ夜とは言え早めの時間だ。魔ま力りょく灯とうの下、楽しげに街角を歩く家族連れなどもいる。杯を傾ける。今夜は、酒が妙に進む。

「それを、儂わしらが全て殺しの技へと注がせた。気付いたのは、愚かにもアレが死んでからよ」自嘲の笑みが、酒で朱あかくなった童顔へと浮かぶ。「まこと、愚かだった」

「ですが……」そのおかげで、世界は救われた。レヴァの故郷も。そう続けることは、ミクトラには出来なかった。

　泣いているように笑う、フブルを見ながらは。

「アルヴィスは……アルは、旅に出た理由を何と言っておった？」

「ええと……もう一人のお仲間を探している、と」

「あと、フブルちゃんに働けって怒られたからって」

　二人が記憶を探って答えると、フブルはもきゅもきゅと豚肉の薫くん製せいを嚙かむ。

「半分──働けっちゅう方は口実でな。アレには、今からでも戦いだけではない世界を巡ってほしかった。まあ、つまらぬ老人の自己満足よな」

　まさか、旅に出てからもクソ真面目に勇者をやるとは思っていなかったフブルである。

「セッケル……十じゅう堕だ臣しんなど、今さら奴やつが相手にするものではなかろうに。儂わしらが性格までああしてしまったかのう……」

　吹き出す音。怪け訝げんそうな顔をするフブルに。今度こそミクトラとレヴァは首を横へ振った。隠しきれない苦笑が浮かんでいる。

「それはないでしょう」「流石さすがに気にしすぎだって、フブルちゃん」

　フブルはきょとんと素の表情を見せた。

「アルの優しさは、アルだからです。どう考えても元からですよ」

「あれは教育でどうなるとかじゃないよねー。絶対根っこからだわ」

　楽しげに二人はエールを口に含んだ。口々に白骨のおせっかいの数々を語り出す。

「……………………」

　そうして、フブルは思い出す。会ったばかりの、未いまだ勇者ならぬアルヴィスを。




「お師匠さま！　お酒はほどほどにしないと、また変なとこで寝ちゃいますよ」




　ただの優しい少年だった、アルヴィス＝アルバースを。

「そうじゃな。……そうであったな」

　万の魔法も、東国の魔剣も。全てを殺し得る力も。数々の悲劇も。己の死をもってすら。彼の心は変えられなかった。

　その事実は、フブル＝タワワトにとって──。

「アルは、良いい友に恵まれておるようじゃ。安心したわ」

　ぽつり、フブルは呟つぶやいた。黄色い声を上げていたミクトラとレヴァが照れくさそうに笑う。

　その後は、飲ませて飲んで、食わせて食って。店員が目を丸くするほどに三人で酒食を楽しみ、居酒屋の女子会は深夜まで続いた。




　○




　政務があるため流石さすがに徹夜は出来ぬと、フブルは一足先に店を辞し（機嫌が良かったので金貨一枚を置いた）夜の街を王城に向かって歩く。

（今宵こよいは、もう少し酔っておりたいところじゃが）

　明日に響くのも困る。フブルは毒素を抜く魔法を自らに施し、酒気を抜く。

　そうしてから、夜気で冷えた頭に思う。アルを旅に出した、もうひとつの理由。

（こればかりはなぁ。いかに酒の席の戯言たわごととはいえ、言えん言えん。言えんわい）

　それは、あまりに気恥ずかしい、彼女の願い。

（ただ──またアレと会いたかったから、なんぞとはな。ハン、娘っ子か何かか）

　己を鼻で笑って、魔ま導どう宰さい相しょうフブル＝タワワトは月の下を歩いていく。

　その足取りは、軽い。
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　いつかきっと




　某日、エイン王都エイエラルド・ランテクート邸にて。

　二人の女性が、同じ場所を覗のぞき込こんでいる。

「ｚｚｚ…………」

「アル、寝てるね。どこか連れてってもらおうと思ったのに」

「これ寝ていると言っていいのだろうか……」

　話しているのは、村娘感がまだちょっと抜けていない少女ハルベルと、この屋や敷しきを実家とするミクトラだ。

　彼女らの前には、椅子に広げられたマントの上に置かれた人骨の山がある。ちょうど成人男性一人分。

　別に猟奇的なシーンではない。読者諸兄にはおなじみ、我等が主人公、勇者の骨・アルであった。

「少し前から『昼寝するので、御気になさらず』と言われまして……まあ良い天気ですし、庭で虫干しでもと」

　なんのこともないように答えるのは、この家の執事を務めるアラハンだ。この骨が屋や敷しきに居着くようになってしばらく、既に使用人たちもこの骨の扱いには慣れたものである。

（実家の使用人たちにこの先活いきることの無い経験を積ませてしまった……いや、仮に。仮にだが！　アルが将来、この家に住むことになればそれも無駄には……むふ、むふふ）

「ねえねえミクトラ」

「はっ！」

　邪よこしまな妄想を中断され、ミクトラは傍かたわらの友人へ振り向く。

「わたしも学園今日休みだし、良かったら王都を案内してもらえないかな？」

「ん、んん。なんだ、そんなことか。お安いご用だ。私も今は冒険者の仕事を減らしているしな」

　ちょっとした後ろめたさもあり、ハルベルの提案をミクトラは快諾する。

　王都エイエラルドは、十数年前の戦禍の教訓として周囲を高い外壁で囲まれた都市だ。その内部面積はおよそ百平方キルに迫る。外壁の建築には当時の宮廷魔ま導どう師したちも総動員しての一大事業だった。

　──そんなわけで、ハルベルは未いまだ王都に不慣れなところがある。資格取得のために通っている王立騎士養成学園までの行き来以外の道は、ろくに知らないのであった。




　○




「……だからね、ミクトラに教えてほしいお店があるの」

　石畳の道を歩きながら、ハルベルの呟つぶやきにミクトラは頷うなずく。

「どのような？　趣味の店か？」

「こっち来ててずっと気になってたんだけど……その、実はデスネ、わたし……小説っていうの、読んでみたくて」

　意外な思いをミクトラは抱いた。エイン王国での識字率はそこそこ高い……のだが、それは都市部に住む者たちや商人たちがその率を上げている。地方の町や村々に住む人々は半数以上が文字を読めないとされる。

　ハルベルもまた、学園に通うにあたりアルやミクトラに基礎を教わったものの、かつてはその例に漏れない。

「物語に興味が？」

「わたしね、たまーに村に来てた絵芝居とか物語読みの人、すごく楽しみだったんだ～」思い出すように宙に視線を向けて、はにかむように彼女は続けた。「それで、あっ今なら自分で読めるじゃん！　って思って」

　学園の図書館も探してはみたが、娯楽小説の類は置いていなかった、とハルベルは肩をすくめた。

「ああ、なるほど。そう言う理由か。では、書店だな」

　ミクトラは頷うなずく。彼女も、少女時代に勇者の物語（脚色多め）や勇者の動向速報を嗜たしなみ、冒険者となった今でも勇者監修の魔物図鑑が愛読書だ。書店は馴な染じみ深い場所である。




　十数分の散歩の後、たどり着いたのは平民街の中でも富裕層が利用する商店通りの一角である。製紙印刷技術が広まった現在でも、本はそれなりにお高い。

「ただまあ、娯楽用に使われる本は紙の質も低い方にそれなりでな。少し頑張れば買える値段だ。ハルベル、持ち合わせはどれほどある？」

「ん～、この前学園の課題任務やった報酬のお金と、アルにもらったお小遣いと……」

「え、アルからお小遣い？　羨まし……いやいや」

　ぷるぷると顔を振り、気を取り直してミクトラはハルベルの財布を確認し、頷うなずいた。

「うん、これなら娯楽小説の類であれば二、三冊は買えるのではないか？　書店デビューの記念に、私からも一冊プレゼントしようではないか」

「やった！　ありがと、ミクトラ！」

　無邪気に喜ぶハルベルが微笑ほほえましく、ミクトラも笑顔になり共に書店の扉をくぐる。

「ふわあ」

　鼻をくすぐるインクの匂いに、思わずハルベルが声を上げる。生まれて初めて感じる芳香だ。

「すごい、どっち向いても本だ……」

「王都の大衆向け書店だからな。それなりの規模だぞ。これ以上となると、カランタン商業同盟にでも行かねばそうそうないのではないかな」

　きょろきょろと周囲を見回すハルベルはおのぼりさん丸出しである。苦笑しつつ、ミクトラは娯楽小説の集まる一角へと手を引いてやる。その内心に嚙かみしめる思いがある。

（友人と書店……友人と書店……！　よもや私にこのような時間が訪れるとは！）

　感涙を耐える。ぼっち歴の長いお嬢様なのであった。

「どれがいいかな～」

　ハルベルの方は書棚で視線を左右にさ迷わせている。

「やはり数が多いのは勇者様をモチーフにしたものだな。私もお薦めは幾つも挙げられるが──」

　言いかけて、ミクトラは首を振る。そういうものは実家に既にあるし、

「ホンモノ見てるもんねえ。何か違うってなっちゃいそう」「違いない」

　二人して脳裏へと気の抜けた人骨を想像して苦笑し、棚をひとつ移動。そこは、ロマンス──いわゆる恋愛小説の棚だ。

　ハルベルが『恋する少女は魔族を貫く』なる本を手に取り、二人で見る。

「「……………………」」

　次いで、互いに横目で隣を見る。

「どう思う、こういうの。お、男心、とか」

「う～～ん、興味はある……んだけど」

　再び二人の脳裏に浮かぶのは、旅の道中、林で甲虫を見つけてはしゃいでいた人骨である。ため息。

「色んな意味で参考になりそうにない」「参考でお話読むのもどうかと思うけど……同じく」

　本を棚に戻す。と、戻されたそれを手に取る者があった。

「あ、ハルベルだ～」

　自らの名を呼ぶ声に、ハルベルが視線を向ければ、そこには薄くそばかすを浮かべた少女の姿がある。学友を見つけ、ハルベルの顔がぱっと明るくなる。

「あ、ゲルダ。ゲルダも小説読むの？」

「読むよ～。お話みたいな恋って憧れるよね～。わたしは節約しなきゃだから、月一だけど。わたしはペリネと待ち合わせだけど……ハルベル、一人で来たの？」

「？　いや、一緒に……」

　ハルベルが振り返ると、ミクトラはいつの間にやらちょっと離れた棚にいて素知らぬふりをしている。

（…………ミクトラ…………）

　これにはハルベルも苦笑い。年下の友達の友達に緊張する成人女性である。そういうとこだぞ。

　ともあれ。ハルベルはゲルダへとかくかくしかじかとこれまでのことを話して、

「いざ来てみると何がいいかなってなっちゃって。ゲルダのおすすめある？」

「わたしのおすすめだとやっぱ恋愛ものになっちゃうんだけど、まあ守備範囲外のものでも読んだら面白かったりもするし。……んん、でもやっぱり、わたしたちにはそこそこお高いものだからねえ……あっ」

　指先を本棚でふらふらさせていたゲルダが、ぽんと手を合わせた。一点を指さす。

「あそこなんてどう？　ハルベル、アル先生だいすきでしょ？」

「ほえ？」

　ハルベルの顔がそちらに向き──目が見開かれる。そこには、おどろおどろしい字体で『墓場』だの『亡霊』だのと題名が書かれた本が並んでいた。髑髏どくろや幽霊のマークなどもある。

　そこは、いわゆる恐怖小説の棚だ。

「怪談？」

「もっと長いのもあるよ～。一冊かけてじわじわ怖くなってくるの。ペリネとか一冊読んだらもうヤダ～！　ってなっちゃって──あ！　これ言ったって内緒ね内緒」

　ハルベルは棚から一冊手に取り、見つめる。『夜歩ク人骨』というタイトルだ。

「………………………………」




　○




「んで？　結局怖い話の本買ったの？」

　その夜。ランテクート邸。目覚めて組み上がったアルが、熱心に読書するハルベルを骨指でさして聞く。

「いえ。それがです、んん、それがだな──」

　ミクトラが笑って答えようとした時、

「ねーねーアル！　ここ行ったことある？　ここ！」

　ハルベルがででで、と本を開いたまま駆け寄ってくる。

「うん？」とアルが本を見れば、その内容は風景画と、文章は物語と言うよりは──「旅行記？」

　内容としては北方──今は魔国の領土となっている場所の紀行文だ。とある人物が五十年ほど前に旅した記録を、本に仕立てたということだった。

「ん～、流石さすがにここまでは入り込めてないな」

「そっかぁ」

　また本を開きつつ椅子へと戻るハルベル。それを呆あきれ気味に眺めつつ、アルはミクトラへ聞く。

「しかしあれ、結構高かったんじゃないの？」

「まあ、娯楽小説よりは大分。私のプレゼント分を含めても、あれ一冊で予算がいっぱいだった」

「なんでまた。てっきりお化けの本でも買ってくるのかと思った」

「うん。それがな──」




　書店で。ハルベルはぱらぱらと見た『夜歩ク人骨』の本を棚に戻した。

「買わないの？」

　ゲルダの問いに、ハルベルは頷うなずく。

「やっぱりね、こういう死し霊りょうのお話って、最後は今も人を襲っているのです……とか、やっつけられちゃったり、説得されて昇天しちゃうよね」

「あ～。確かに。そうじゃない話もどこかにはあるかもしれないけど、珍しいかもね」

　ゲルダが頷うなずく。その瞳には納得の色がある。

「ハルベルは、もっと優しい死し霊りょうさん知ってるもんね」

「こんなこと言うと、神様に怒られるかもだけど。死し霊りょうでもさ、それがいることを望む人と、望まれる霊がいたなら、少しくらい、残ってても良いと思うんだよね」

（ハルベル…………）

　ミクトラは、それを背中で聞いている。




「で、選んだのが旅行記？」

「これからの話が、したいのだそうだ」

「これからの」

　アルの頭蓋骨が疑問を示すように傾く。その時だ。

「ねー、アル」

　本から顔を上げたハルベルの呼びかけに、アルはそちらを向いて促す。

「どした？」

「今は戦争でこの本に書いてある所、行けないけどさ。……もし、アルが探してる人も見つかって、わたしの村もなんとかなって。……そんで、戦争が終わったらさ」

「うん」

「一緒に行こ！　ここに書いてあるような、色んなところ！」

　花咲くような笑顔で、少女が言う。

（あんまり先のことを話すこと、なんて言ったっけな……ゴーレムが笑う、だっけ）

　苦笑する思いで、アルは言う。

「いつになるんだろうな、それ」

「いつか、だよ」ハルベルは変わらず笑っている。

　やれやれ、とアルが彼女の傍かたわらに歩み寄り、一緒に本を読み出した。

（今は無理でも──いつかきっと、か）

　ミクトラは本を読む一人と一体を温かい気持ちで見る。

　たとえ今は、様々の事情で叶かなわずとも、いつかは。

　あれやこれやがどうにか片付いたならば。その時は。

（未来は、何がどうなろうと来るのだから、な）

　仮に死んでしまっていたとしても。

　いつか、きっと。
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　昔竜王で今は人




「いつもすまんな、ダイス。お前のような子供に……」

「何。便宜の代価だ」

　引き渡された大型の獣を前にして、パルムック村の長が礼を述べる。それをどうでもいいと受け流して、ダイスと呼ばれた少年は自らの家に向かう。

　かつて最強の竜王として数千年の時を生き、今は人の子として転生した彼が考えるのは。

（今年で十六だったか。人間であれば嫁入りも珍しくはない）

「ダイスー！　おかえり！」

　現在跳びはねるようにダイスを出迎え、頭をかき抱いて頰ずりしている、今生における姉、ルーラットのことだ。

「んー今日も怪け我が無いね！　良かったぁぁぁ！　でも気をつけないと駄目よ」

　現在三歳のダイスだが、自在に動くために成長させたその体は十歳前後のそれだ。彼が産まれてすぐに死に別れた両親の最後の望み、姉を守るためであったが。

　抱き上げようとまでしだした彼女を手で制し、二人並んで家へと入る。

「ただいまー！　ってえへへ、わたしたちだけだけど」

（我わが輩はいの執り成しのために、面倒をかけた）

　異常な育ち方をした弟を、姉もまた守った。悪魔に憑つかれたと言い出す者すらもいた村人たちへの説得は、強引なものだったが一応の承認をもぎ取った。今は鼻歌交じりに夕食の支度を始めるルーラットだが、それなりに苦労している。

「ご飯何がいーい？　前に狩ってきてくれた猪いのしし肉、燻くん製せいにしたのまだ残ってるけど」

　ダイスによる村内整備や近隣の山の害獣駆除、高頻度で納められる狩猟成果により、今では村民の態度も随分と軟化した。

　だが、

（本格的に手仕事の習いをする前に両親が逝いったからな……）

「ごちそーさま！　うふふ、ダイスは今日もたくさん食べたねー。作り甲斐がいあるわ！」

　村の女性の仕事は家事全般だが、重要なものとして刺し繡しゅうや織おり物もの、縫製などがあり、嫁入りに際してかなり重視される点である。基本的に親から教えられるものだが、このような理由によりルーラットの技術は自己流が多分に混ざった半はん端ぱなものだ。

（せめても嫁に行くまでは、と思っていたが。このままでは婚期を逃しかねん）

　うーむ、と風ふ呂ろ（村の奥に掘り当てた温泉が存在する）上がりのダイスは屋根の上で嘆息する。

「風邪引かない内に降りてねー。寝る前に絵本読んであげる！」

「絵本は別にいらんのだが……何度言っても聞かんな、姉上は」

　当然ながら、竜として生きた長い時間は、こんな悩みとは無縁であった。見た目にそぐわぬ老成した表情が天を向く。

「人の生は短い……効率的な……さし当たり、教育でも受けられれば良いのだが」

「ほう、渡りに船ではないか」

　女性の声。それは幼く、姉のものではない。ダイスは忌いまわしい記憶からその声を掘り出し、渋面で振り向いた。

「何の用だ、古ふる狸だぬき」

　視線の先にあったのは、空から青い髪をたなびかせて屋根へと舞い降りる童女の姿だ。ダイスと同じく、外見にそぐわない笑みを浮かべて彼を見ている。

「口が悪いのう。ディスパテよ」

　かつての生──堕だ竜りゅう王おうとも呼ばれた頃の名を呼ばれ、ダイスの渋面は深くなる。

「今はダイスだ。貴様ほど年を食えば、物忘れも酷ひどくなるか？」

「儂わしも今の名前はフブルちゃんじゃもんね」

　そう名乗った彼女が、ダイスの横に腰をぴょいと下ろす。

「何の用だ。王国の魔ま導どう宰さい相しょうともあろう者が、よもや茶飲み話に来たわけでもあるまい」

「それも満更でもないの。知らぬ仲でなし」

「フン。殺しておいて良く言う」

「そりゃ仕方ない。魔王軍の中核になんぞなって町々を焼かれてはの」

　フブルは処置無し、とでもいうように首を振る。

「じゃからまあ、お主がこうして罪無き人の子としてこの世に戻ってきたのは、少し嬉うれしい。昔の知己も、もうほとんどいなくなった故な」

　寂せき寥りょうの笑みに、ダイスは言葉の矛を納めた。代わりに問う。

「渡りに船とは、どういうことだ」

　フブルの笑みが質を変える。深く、陥おとしいれるそれ。

　ダイスは問いを発したことを少し後悔した。




　◇




「はあ……心配ですわ……」

　朝のエイン王立騎士養成学園。

　とぼとぼと、一人の少女が廊下を行く。彼女が身に付けているのは制服ではあるが、気品ある身のこなし、足取りと共にふわりと躍る髪のうつくしさ、それを彩いろどる髪留めの意匠などは、彼女が貴種の血筋にある者と周囲に示す。

「またペリネの心配が始まった」

「母親じゃあるまい、し」

　後から呆あきれ気味に呟つぶやく声は、二人の学友のものだ。幾分身軽に着崩した制服の少女と、女子と見まごうような柔らかな顔つきの少年だ。制服で男子と知れる。

「ゲルダもダステルも薄情ですわね……ハルベルさんのことが心配ではありませんの？」

　拗すねたように後ろを振り向くペリネーテス──王国貴族ペルナーダ家の長女──に、ゲルダと呼ばれた青髪の少女は優しく笑う。

「だってペリネ、一日ごとに新しい心配事作ってくるんだもん」

　このところの彼女の話題はもっぱら、少し前まで学園に在籍していたハルベルという少女である。彼女は、現在王都を出て旅の空の下だ。

「昨日はなん、だっけ、馬車の長距離移動になるけど、お尻が痛くならないようにクッションはあるのか、だっけ」

　思い出すように嘆息する男子生徒──ダステル＝デ＝ベルヘルカ。下級貴族の三男坊だ。貴族らしく麗うるわしい見た目であるが、その実は家計の厳しい実家のため、独り立ち目指して学園へ通う身の上だ。

「だって、南下した後はカランタンに入り船に乗るという話ではありませんの！　船旅なんて、船酔いは大丈夫ですの!?」

「馬車の次はそっち、かー……」

「なんでその態度を本人に出来ないかな」

「う、うるさいですわね。そんなことをしてみなさい。ハルベルさんのことですから調子に乗るに決まっています！」

　これだよ、と言う風にゲルダとダステルが視線を交わす。

「そもそもゲルダ、貴女あなたは私の側近なのですから、ダステルの方に付かない！」

　理不尽な怒りを発散しだした幼おさな馴な染じみに、ゲルダは苦笑する。

「だいたい心配も何も、一緒にいるのが竜殺し、『空裂き』のアル先生と──」

「篝火ヴェルファイア級冒険者のミクトラ様、だよ？　危害なんて軍隊でも無理、だね」

　やれやれといわんばかり、ダステルが両掌てのひらを天に向ける。この三人は、ハルベルと共に以前同じ難関課題に挑んだため、今でも何かとつるんでいる。

「むむむむ……」

　形勢悪しと見たか、ペリネーテスは正面に向き直り、腕組みながら廊下を行く。

（ん～、ほんと、一旦これと認めた相手には甘いんだよねえ……）

（しかもそれを本人の前で出さないのが面倒、臭い）

　苦笑しつつ二人も続く。

　彼らが向かっているのは高等コースの教室だ。最も早はやゲルダとダステルに振り返りもせず、ペリネーテスは教室に入っていってしまう。

「でも、ハルベルに続いてまた奨学編入生とは、ね」

「またあの子みたいな規格外だったりして」

「それはそれで困る、なあ。でもまあ、ペリネのこの状態に変化が出てくれ、れば……」




「おう、集まっとるの」

　十分ほどの後。現れた学園長の姿に教室がざわめいた。

　学園長──エイン王国魔ま導どう宰さい相しょうフブル・タワワト。魔王を倒した勇者一行の一人であり、最高位の冒険者・叡えい智ちの神火、世界最強の大だい魔ま導どう師し。少女の姿をした老賢者。

　肩書き通り激務の彼女は、滅多に学園長として学校に現れることはない。つまり、それはこれから行われることの重大さを示していた。

「話は聞いておるな。再びの編入生じゃ。彼は飛び級で、お主らより年がだいぶ下じゃ。仲良くするように」

（飛び級、ね。ということは、かなりの──）

　ペリネーテスの胸に興味が湧く。彼女は同級生の中では首席の地位にある。だがそれ以前に、彼女は優秀な能力を持つ者を身分問わず好む。

　フブルは廊下に向けてこいこいと可愛かわいらしく手招きする。

　手招きする。──もう一回。

「はよ来んかい！　もー、いつまで嫌がっとる」

　叱責に、ようやく扉から一人の少年が渋々といったていで現れる。

（あれは……制服、ですけども）

　東国のものに似た服に、制服の上着だけをどうにか引っかけた、黒髪の少年だ。年は十を過ぎた頃のように見える。

「あ～い～さ～つ～！」

　学園長に小突かれて、その少年は苦り切った顔で語る。

「────我わが輩はいの名は、ダイスだ。しばらく世話になる」

　竜のような苛烈な眼光と、ペリネーテスの目が合った。




　◇




「くそ、先が思いやられる」

「こっちの台詞せりふじゃ。もうちょい愛あい想そ良くせえよ」

　ところ変わって学園長室。応接ソファで愚痴るダイスへフブルが苦言を呈した。

「大体お主も納得したろーが。いつまでもグチグチ言うでないわ」

　ダイスに提示された話。それは、姉を王都の学校へ無償で通わせる代わり、彼が王立騎士養成学園に編入することである。こちらも費用は無し。しかし、

「月一での任務実習参加──ハ。要は貴様の使い走りか。直属の部隊があろうに」

「あれらは裏事専門よ。おおっぴらには使えぬ」

「何を恐れている。かつて我わが輩はいを滅した一人。叡えい智ちの神火ともあろう者が」

　切り込まれて。古代からの叡えい智ちを宿す瞳が細められる。

「一時はな、お主を放置しておこうと思っておった。落ち着いているのなら、藪やぶを突いて竜を出すこともあるまい、とな」

「何故なぜ、そうせなんだ」

　繰り返しの問いへ、フブルが机の上の世界図を指さす。

　エイン王国。オルダネル帝国。バルキア共和国。

　魔王戦争における十年余で、一時は国土の半分以上を失った大国三つ。

　宗教国家や商業同盟とすら同等の地位での協定を約し、彼らの協力を得ることでどうにか崩壊を踏みとどまった。

「──とにかく、人が足りん。あまりに、この世から死にすぎた」

　千万を越えるとも言われる人命が、戦乱により世界から失われた。魔国が興おこった大陸北方に近い連合の内三国は、特に被害が大きい。

　そして今も、戦争は続いている。

　今度はダイスの方が目を細めた。前世でその一角を担かついでいた身である。

「まあ、そうだな。かつての堕だ竜りゅう軍ぐんも随分殺した」だが。それを語る少年の声に悔恨の色は無い。

　前世は前世である、という意識がまず一つ。そして当時とて、己の闇竜という立ち位置の下、己が意思を持って戦に臨んだ。その結果でしかない、と彼は思っている。回り回って、戦争が今生の両親を奪っていったという事実も。

　ダイスたちのような家族が、幾千幾万、戦火に消えたであろうということですらも。

　誰もが誰もの意志の下、選び、決め、流され、命じ、従い、動く。神々が世に在った時代から変わることはない。どれか一つの結果の是非を問うても、何者かの意志への冒ぼう瀆とくとなる。

　そのように、ダイスは思っている。

（人同士の戦争には協定なるものがあるのだったか？　戦の内容までも規定して罰するのは人くらいであろうよ）

　とはいえ彼は笑いはしない。弱き人ゆえの、滅びを避ける知恵の一つだろうと考える。

　そんなダイスの前で、フブルは地図上の指を西へとずらす。

「アルヴィスらが西方大森林に向かい、事によれば一年近く帰ってこぬとなれば、頼ることも出来ん」

「エルフ共の国──精霊領域、だったか」

　王都から西方大森林までは、国をいくつか通過する必要がある。海路を取るにしても、片道だけでもひと月以上はかかる道のりだ。

「まあ、そもそも死人に国防を頼った前回のが異常ではある。……特に、指揮官が足りん。復興も急がねばならんが、同時に優秀な騎士候補を増やさねばならん。お主には学園でも有望な者を付ける。上手うまく育てて欲しい」

　これには、彼のただでさえ目つきの悪い瞳がさらに凶悪に研がれた。

「雛ひな鳥どりを連れ行けだと？　それは聞いておらんぞ！」

「今言ったじゃろ。がんばれ♡」

　愛らしく笑顔を作るフブル（実態を知るダイスからすれば、悪魔の笑みにしか見えないが）が、ポーズなど決めて小さく跳びはねた。

　ダイスが天を仰ぐ。神になど祈ったことは無いが、今生へと手を回したであろう死と魂の神、ネーガルへ呪いの言葉の一つも投げたくなる心地ではある。




　○




　ダイスは──かつての堕だ竜りゅう王おうディスパテは。人として生まれたならば、人として生きるまでだと考える。それは前世でも同様であり、その末に、人に牙を向け勇者アルヴィス＝アルバースに討たれた。

（それを後悔はせん。他の道はあったかも知れん。が、詮無きことよ。それにしても──）

　ダイスは顔を正面に戻す。場所はまた変わって、街の一角、学園にほど近い広場だ。

（その果てがこれとは）彼の目の前には、三人の少年少女がいる。

「私の名はペリネーテス＝ラ＝ペルナーダと申します！　貴方あなたが我がチームに加わるダイス君ですわね！　貴族と平民とて、学園の中では我々は同じ立場！　しっかり付いて来るんですのよ！」

「わたしはゲルダで～す」こそり、と耳打ちしてくる。（ダイスくん、ペリネは最近友達が遠く行っちゃって寂しいの。勢いほど怖くないから）

「ゲルダ！　何を話していますの！」

　ペリネーテスの声にゲルダはさっと身を離し、

「よろしくね」と告げる。

「ダステル＝デ＝ベルヘルカ、だよ。僕も一応貴族だけど、実家は小さくて三男坊、でね。男同士仲良く、やろう」

（貴族と平民、いうのは竜と亜竜のようなものかと昔は思っていたが……こうして両方並べたところで、特に種族的に違いは無いな、やはり）

　雑多な情報はどうでもいいので名前だけを頭に入れつつ、ダイスは頷うなずいた。

「ああ。うむ。分かった。ダイスだ。せいぜいが死なんようにな。我わが輩はいは蘇そ生せい魔法の類は得手では無い」

　これより、この雛ひな鳥どりたち──学園の中でも、実戦経験もありマシな方である、とダイスは聞いた──を連れ、手始めにとある廃屋……元貴族邸宅を取り壊す前の内部調査だ。内部には弱めの霊系の魔物が存在する可能性があるという。必要ならば倒し、貴重品があれば回収する。

　すたすたと、ダイスは先導するように歩いて行く。

「あっ！　ちょっ！　こら、ダイス君！　一人で行っては駄目ですのよ！　待ちなさいな！」

　慌てるペリネーテスの言葉を聞き流しつつ、

（姉に教育を受けさせるつもりで、他人の教育までも背負わされるとは、人とはなんとしがらみの多いことか。……アルヴィスめも、多少は苦労していたのかも知れんな）

　しみじみと、ダイスは思うのであった。




　○




「姉上。今、戻った」

「ダイス～！　おかえり！　初登校どうだった？　いじめられたりしなかった？」

　つつがなく実習任務を終えたダイスが帰るのは、王都エイエラルド郊外、公営集合住宅の一室。それがフブルより与えられた、姉弟の新たな生活の場だ。生活費用はフブル持ち。必要な家具は揃そろっているし、広さの点を除けば、正直なところ実家よりも設備は良いい。

　フブルとて、ダイスが言うことを聞いているのは姉の学業との等価交換であるということは理解している。それ以上を望めば──仮に、ルーラットを人質にとるような真似まねをすれば──その時点でダイスは完全にエイン王国の敵に回る。

　むしろそうならぬように細心の注意を払い、よからぬことを考える者たちが出ないようにしているのが実際だ。




　──実家があるパルムック村の人々は、学業のため一時村を出る姉弟を笑顔で送り出した。

「お前達のおかげで、この村はどれだけ助かってきたことか。ダイス、ルーラット。安心して行って来なさい。……家の方は心配するな。しっかり管理しておこう」

　そう言う村長を信じる程度の思いが自分の中にあったことに、ダイスは我ながら驚いた。




　出迎えた姉が、黙っているダイスにだんだん表情を曇らせる。

「どしたのダイス？　疲れた？　それともやっぱり嫌なことでもあったの？」わたわたと慌て始める彼女。「か、帰る？　お家うち帰る？　私構わないよ！」

（しがらみ、か）

　ダイスは小さなおかしみを得る。姉の嫁修業よりも結婚相手よりも、はて、もしや弟離れが先ではなかったか。

「いいや。何も問題は無い、姉上。──そちらこそ、学校で問題は無いか？」

　食卓へと共に歩きながら、楽しそうに学校の話を始める今生の姉に。

　昔竜王で今は人、ダイスは小さく、本当に小さく笑った。

[image: ]







　わたしだけの、一方通行（偽）




　『オリシス（オリブロ）』という、最近若年層で流行はやっている言葉がある。「私だけの姉妹（兄弟）」という意味で、血縁の親や兄弟姉妹とは別、肉親には使わない、自分だけが絶対の信頼を向ける相手に送る呼び名だ。




　寝台から降りて、靴につま先を入れる。学園の制服を身にまとう。あてがわれた部屋を出て、顔を洗う。

　やってきた頃につきまとった、「これ一着、一足で実家だと何ヶ月分の食費になるかな」という思いは、近年ようやく薄れてきている。

　鏡に映った自分の顔を見た。時間は早朝。まだちょっと寝ぼけてる。ぱし、と軽く頰を叩たたいた。そばかす（ちょっと気にしている）の上、蒼あおい髪の下にある目が、少しはマシに開いた。

「さて、ペリネ起こさないと」

　将来の『ご主人様』の愛称を口にして、わたしは階上のペリネの部屋へと向かう。執事さんたちは別棟で暮らしているのだけど、わたしはペリネの将来の従士兼側近として、彼女のお世話も仰おおせつかっている。緊急時の護衛も兼ねる、ということで家令のベラントスさんと同じく──と言ったら大げさだけれど、本邸の一角に部屋を与えられていた。




　こんこんこん、と杖つえ型のノッカーを打つ。

「……はぁい。少しお待ちになって」

　毎朝のことなので、部屋の向こうのペリネも誰すい何かすることなどない。でも声は眠そう。昨日遅くまで魔法指南書でも読んでたのだろう。あの娘が旅立って後、ちょっと根を詰めることが多くて少し心配。

「どうぞ」

　部屋に入る。豪華なベッドに腰掛ける彼女の顔は、やっぱり少し眠そう。でもペリネのこういう顔、見れるのはわたしだけなんだよね。

「何時まで起きてたの～？」

「う、す、少し日が変わっただけですわ」

　二時くらいかな、と見当をつけて。ペリネの燃えるような赤髪を梳くしけずる。濡ぬらした布で顔を拭く彼女が、頭を預けて聞いてくる。

「今日の予定は？」

　髪留めを取り付けつつ答える。

「午前中にわたしたちのパーティごと学園長室。また課外授業かな」

　腕を上げさせて、制服の上着に袖を通させる。わたしはなんとなく動きやすさ重視で上着は着ないことが多い。

「となると、ダイス君を迎えに行かなければですわね」

　呟つぶやかれた名前に、わたしはやれやれと肩をすくめる。ご主人様に対しては非礼だけど、まあ後ろだから見えないしへーきへーき。

「……今なにか失礼なことを考えておいででなくて？」

　ばれた。誤魔化すためにぱぱぱと準備を終える。

「はい、朝ごはん食べにいこ～」

「全くもう……」

　本来ならばわたしは、主であるペリネの食事を待って後から食事をする立場なのだけど、彼女と共に行動する必要があるために同じタイミングで隣室で食べる。

　ぱくりと、ナイフで切り分けた卵の塊をフォークで口へ持っていく。今はもう慣れたものだけど、この食事の作法を覚えるのも昔はたいへんだった。

　んん、ミラニアさんのオムレツ、相変わらずおいしい……。古い王仕貴族──領地を直接は運営せず、王様に直接仕える貴族──だけあって、ペルナーダ家の料理人さんの腕はすごい。食材も新鮮で、使ってる卵なんて今日の朝獲とれたものだ。怖くてやらないけど、生ですら食べれそう。

「では、行きますわよ」「うん」

　玄関で合流し、わたしたちは王都の街並みへ向かって歩く。




　──王都エイエラルド。

　大陸中央に位置するエイン王国、そのさらに中枢を担になうのがこの街だ。ペルナーダ家は当然貴族街に位置していて、わたしの実家は街壁近くの下町だ。

　そもそも、なんでわたしが王仕貴族様のご令嬢であるペリネの側近なんてことをしているのかというと、十年以上前まで遡らなきゃいけない。

　その頃、戦争が始まった。魔族と人間の、大陸中を巻き込む大戦争。たくさんの人が死んだ。ほんとうに、たくさん。

　この王都だって、一度は魔王軍に襲われて、わたしの住んでる下町がまあ勢いよく燃えた。わたしはその頃五歳だったけれど、あの混乱と、悲鳴と、炎の赤は未いまだに鮮明に思い出せる。一家が無事だったのは、幸運と騎士の人たちのおかげだと言う他ない。

「大分この辺りも復興が終わりましたわね……」

　貴族街から出た辺りで、ペリネが立ち並ぶ商店を見回して言う。王都が襲われたのも、戦争の初めのころだからもう十年ほど前になる。

「この前実家行った時見たけど、下町ももうほとんど終わってるよ～」

「それは結構なことですわ。私は中々そこまで見に行くことは出来ませんから……ご両親はお元気ですの？」

　ペリネの気遣いが嬉うれしい。まあそもそも彼女は特別優しい方ではある──本人は認めたがらないが──のだけど、貴族がこうして平民とまともに交流するようになったのは、やはり戦争がきっかけだ。

　たくさんの人が死んだ。もっと言うなら、戦場に行った貴族の人もたくさん死んだのだ。

　元来騎士階級を支えていた貴族の子弟が、それはもう、ものすごい勢いでいなくなってしまった。

　困った国は、まず冒険者さんたちに目をつけた。連合国家の成立には、国をまたいで活動している冒険者組合が貢献したこともあって、彼らに戦争関連のお仕事が任されることも増えた。中には、軍隊の仕事を請け負ってそのまま将軍さんになった凄すご腕うでの冒険者さんもいるって話。今では組合は、半官半民という具合になっている。

「ていうか、フブル学園長もそうだしね」

　漏れた呟つぶやきにペリネが振り向いたので、なんでもないよと笑う。

　そして、国は失った戦力の補充に、平民から魔力の素養がある人たちを募った。身分差から来るあれやこれやの軋あつ轢れきがあったけれど、かつてはほとんど全ての生徒が貴族だった『学園』も、今では二～三割が平民だ。

　わたし──そう、わたし。平民のわたし。王立騎士養成学園の生徒のわたし。ペルナーダ家の次期当主ペリネーテス＝ラ＝ペルナーダ側近見習いのわたし。わたしゲルダも、そのひとり。

　ペルナーダ家の現当主さまに魔法の素養を見み出いだされ、長女の補佐として幼い頃から育て上げる目的で取り立てられた。

　六歳の頃に親元から引き離され、同い年のペリネと引き合わされて。最初はひどく困惑した。けど、

「いやほんと、当主様には感謝してるんだよ～？」

「なんですの、急に」

「わたしの実家に援助もしてくれるし、そのおかげで早めに家も直ったし。学費まで出してくれるんだもの」

「貴女あなたを人生ごとお預かりするのです。当たり前でしょう。それが貴族として最低限の責任ですわ」

　さらりと言ってのける彼女が、どれだけ希少か。

　厚遇と、まるで姉妹のように接してくれるペリネと御家族の優しさ。それに加えて、わたしが積極的にお役目に向かいあう理由は、もうひとつ。

　──ペリネは、元々は次期当主ではなかった。

　彼女には、兄がいた。当時は既に引退していた現当主さま──父親の跡を継いだ、兄が。

　ペリネとは年の離れた嫡子であった彼は、王都守護兵団の部隊長として活躍していた。

　──わたしがあの方の姿を見たのは、一度だけ。

　燃える街並みの中、民衆を逃がして魔王軍に立ち向かった、その後ろ姿だけ。

「立派になったね～、ペリネも」

「こっ、こらゲルダ！　そういうことを外でしてはなりませんわ！」

　後ろから抱きつくわたしに、ペリネが慌てる。そう、本当に彼女はすごく立派になった。




　○




「よ、よろ、しく、おねがい、しま、す！」

「ええ……」

　初めてのお貴族様のお屋や敷しきで、緊張でがちがちになって挨拶するわたしの目の前にいた少女──六歳の頃のペリネは、降って湧いたお兄さんの死と次期当主の座に、はっきり言って押し潰されかけていた。

　今はペリネに弟さんも妹さんもいるけれど、まだまだ赤ちゃんに近い。その頃の彼女は、歴史ある家の未来を一人で背負ったに等しかった。

　わたしは、といえば。かたかたかみ合わずに鳴る歯の根を聞きながら、それでも決意はしていた。

　これからの、わたしの基本方針。




　○




　もがもが暴れるペリネの髪に鼻を寄せて、わたしはその馥ふく郁いくたる香りを吸い込む。あれはいつごろだっただろう？




　○




「ゲルダ。お兄様の最さい期ごの姿を、教えてくださいますか？」

　たしか、三年以上前。学園への入学を控えた夜だった。

　わたしの部屋までこっそりと屋や敷しきの暗闇を歩いて現れたペリネに、わたしは罵られることも覚悟して、それでもあの方の最さい期ごを話した。わたしの、わたしたちの感謝も一緒に。

　わたしのオリブロの姿。貴族のあの方に畏れ多くて、言葉には出せないけれど。

「そうですの」

　結局。その夜の彼女は、一滴の涙も見せず、一つの罵声も上げず、ただ一度だけわたしの手を取り、その温度を確かめるようにしてから、部屋へと戻った。

　あの夜の話が彼女にどう影響したのかは分からない。ただ入学してからのペリネは凄すさまじかった。

　元々、複属性を持つ優れた魔法の才能があった彼女は、すぐさま学年首席を獲とり、そのままに三年間保持し続けている。正直、大半が貴族の中でわたしはペリネに恥じない成績を保持するのがやっとだ。

　挑み、乗り越える。それが、今の彼女の基本方針。




　○




　そんなこんなで、三年だ。

　戦争はまだ続いてる。けれど、神の祝福を受けた勇者様がその身を犠牲にして魔王を倒してくれたおかげで、一大決戦に人間の連合国家側が勝って、今は奪われた領土もかなり取り戻せたって授業で習った。

「はーなーしーなーさーいー！　ですわ！」

　ばっとペリネが腕の中から逃げる。残されたわきわきするわたしの手。

「もう！　遊んでいたら遅刻しますわよ！　早くダイス君の家に向かいましょう！」

「だから～。ダイス君しっかりしてるから平気だって……」

「いかにそう見えても、引っ越してきたばかりの三歳ですわ。我々がしっかりと面倒を見なければ」

　最近のペリネは特待生で編入してきたダイスという少年がお気に入りだ。僅か三歳ながら、魔力で異常成長したというフブル学園長お墨付きの才能。最近のわたしたちは、彼と、もう一人のクラスメートと一緒に行動することが多い。

　彼女は才能ある人が好きだ。少し前まで学園にいたハルベルも、ライバルと認定して共に行動していた。

「仕方ないな～も～」

　ちょっとだけ寂しい気もするけれど、ペリネはその表面的な性格から、憧れを向ける人は多くても友達が多い方ではない。仲良く出来る人が増えれば良いな、と思う。

「おそらく、学園長の用事はまたしても難題ですわ。何があっても対応できるよう、万全を整えませんと」

「そうだねえ」

「ゲルダ、緊張感をお持ちなさい！　まったくもう」

　ぷりぷり前を行く背中を見る。あの日の決意を思い出す。

　この娘を、わたしの主を絶対に守る。あの日さみしがって震えてた、ペリネーテス＝ラ＝ペルナーダを。

　わたしたちを守ってペルナーダ家の前当主は亡なくなった。なら、次の当主の彼女は命を繋つないでもらったわたしが守る。最低でも彼女を守り先に死ぬ。そう決めた。

　わたしのオリシス。

　そんな我ながらひどく重たい内心をおくびにも出さず、わたしはペリネをなだめるように声を上げた。

「まままま。わたしだって新しい魔法覚えたんだよ～中級！　もし怪け我がした時は期待しておいて～！」

「怪け我がすることを期待などしたくありませんわよ！」小さく悲鳴を上げて、ペリネはくすりと笑った。「でも、頼りにはしてますわ。──私の、妹オリシス」

「へ」

　最後に小さく付け加えられた望外の言葉に、わたしは目をぱちくり。その反応を見て、ペリネは微かすかに顔を赤くした。

「や、やはり流行はやり言葉など軽薄ですわね……今の、ナシで」

　すぐに返事はせずに、鼻歌交じりに彼女の横に並ぶ。

「ちょ、ちょっと、ゲルダ？」

「どっちかというとさ～、わたしの方が姉じゃないかな？　毎朝起こして髪梳とかしてるし～」

　それに、むっとペリネが目を見開いた。

「いーえ！　私は同時に貴女あなたの主なのですから！　当然私が姉ですわ！」

「え～」

　二人の姉妹が街を行く。この度の課題が如何いかな困難を秘めているか、未いまだ知らずに。
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　昔勇者で今はタピオカ




「タピオカになった」

　目の前で、アホ毛を生やした五十セルくらいのなんかでかい黒い玉が喋しゃべるのを見て。ミクトラは頰をひくつかせるしか出来なかった。

　なんだこれ。声はアルなんだけど。骨どこに行ったの。ぷるぷるしている。声どこから出てるんだろう……いやそうではなく。そもそもタピオカって何？

「……えと、その、弾力がありそうなお姿はいったい……？」

　様々な思いが交錯して、なんとか絞り出したのはそんな言葉だった。

「植物の根っこから出来た食べ物でな。飲み物とかに混ぜて食べるんだと。名前は例によってフブルさんの異世界研究の知識」

「いや。そういうことではなくてですね……」

　飄ひょう々ひょうと（表情など分からないが）語る変わり果てた自らの主に、ミクトラはどう接したものか戸惑う。そもそも触っていいものなのだろうか。

「古代魔法の失敗なんだってさ。しばらくはこのままらしいや」

「やってしまったわ」

「イザナ殿……」

　何故なぜかドヤ顔で現れた女神官に、ミクトラは居住まいを正す。もう顔を合わすようになって数ヶ月が経たつが、憧れの勇者の仲間であるこの女性にミクトラは未いまだに緊張してしまう。

「このひとを元に戻すための研究。逆転の発想でね。いっそ骨の体を情報変換で肉体に出来れば、と思ったのよね」

「はあ」

「で、まあ、なんか失敗したの」

「大分はしょられましたね今……」

「こいつ昔から、都合悪くなると話す情報少なくするからな」

　タピオカが……もとい、アルがぷるぷるしつつ抗議を訴える。なによ、とイザナに睨にらまれてぷるぷるが小さくなる。

　いいのかそんなんで、とミクトラは内心頭を抱えた。番外編だからってゆるくやりすぎではないのか。

「いやあのね、ミクトラさん。大丈夫だから。いくらなんでもこんな実験、保険無しでやらないわよ。魔法式に時間設定組み込んでるから、しばらくしたら戻るわ」

「はあ……心配がいらないならば、良いいのですが。アル……その」

　呼びかけると、タピオカのアルもとい、タピアルが反応する。アホ毛の有無で前後は分かる。表情はないものの、ぷるんと跳ねる様子は愛らしく見えなくもない。

「だ、抱いてもよろしいですか。そのままでは移動も不自由でしょう」

「いや別に、跳ねていけばそんなに……おわわわわ」

　返事も待たず、ひょいと抱き上げて。ミクトラは思わぬひんやりした体温（？）とぷにぷにの感触に目を丸くした。

「これは……意外にも」

　ぷにぷに。ぷにぷに。抱きかかえる手で揉もんでみる。ほどほどの弾力が気持ちがよい。

「ふっ……いいでしょう。我ながら失敗とはいえ中々の出来だわ」

　未いまだにドヤ顔のイザナである。この女、反省の色がない。一緒になって横から突ついてくる。

「あっちょっ。お前らやめ、そこは、いかんよほんとに」

　もだえるタピアル。ふにょふにょぷるぷると震えているようにしか見えないが。

「この状態、触覚とかどうなっているのでしょうね……」

「さあ。あるとは思うんだけれど」

　ぷにぷにつんつんぷにつんつんぷにぷに。

「ヤメロー！」

「あ、ほら、胸の上に乗りました」

「あらやるわね。たぶん私もいけそう。これがフブル先生の言ってらしたタピオカチャレンジね。あの方は出来なかったって愚痴ってらしたけれど」

　多分違う。

　さらに、ぷにぷにもにもに。

「キャ──────！　やめろ！　はしたないぞ君ら!!」

「あっ」

「こら、その体で目の届かないところに行かないの！」

　にゅるすぽっぽいんぽいん、とミクトラの胸の中から抜け出て、タピアルは跳ねながら逃げる。

「うるさいわい！　君らの射程内いたらなんか色々失うわ！」

　追いかけてくる二人。タピアルが体と同じ色の魔力を発した。

「破ァッ！」

　加速。魔力駆動マナドライブを行ったタピアルが驚異の速度で木々の間を跳ねていく。

「あっちょっ！　速い！」

「あの体でどうやってるの！　本当に才能の無駄遣いするんだから！」

　そもそもが、元の骨体の核となっていた黒竜牙もどうなっているのか。正直分かったものではないが大目に見てほしい。世界がこの時だけゆるいと思っていただきたい。

「ぜいぜい、ひい、つかれた……」

　しかし。しょせん昔勇者でも今はタピオカである。元の体からパワーアップしているわけでもない。ふたりを振り切ってすぐに魔力が少なくなり、ぽよぽよと草むらを這はうことになった。

「うう、早く戻らないかな……よもや骨の体を恋しく思う日が来るなんて。二足歩行したい」

「あ。ん!?　お？　アルだ」

　声は、上から降ってきた。顔（そんな区別も今は無いのだが）をあげれば、そこには艶つややかな黒髪の少女が見下ろしてきている。

「ハルベルか。良く分かったなあ」

「いやまあ、流石さすがにびっくりしたけど。どーしたのそれ」

　しゃがみこんで視線（？）を合わせるハルベル。優れた死し霊りょう術じゅつ士しの卵である彼女は、魂を見る。さらにはアンデッドのアルと仮の主従契約も結んでいる。そのために、外見に面食らいはしたものの、その中身（アル）を正しく判断したというわけだ。

「かくかくしかじか」

「まるまるうまうま。もう、お師匠さまも割といいかげんだよね。よいしょっと」

　ひょい、とタピアルを抱き上げるハルベル。その手つきは優しく、子猫を持つようだ。タピアルもやれやれと息を吐いたつもりになり、その身を任せた。

「タピオカねー。フブルさんが流行はやらせたのか知らないけれど、王都でお店があったな～。ペリネたちと買い食いしたこともあるんだよ」

「ほーん。俺食べたことないんだよね。……まさか食べる前に死ぬとも、そのものになるとも思ってなかったけどさ。美味おいしかった？」

「うん。わたしは結構好き。もちもちぷりぷりしてて、ジュースやお茶の味がついてて甘いの」

　談笑しつつ、一人と一粒は木漏れ日が降る森の中を歩く。森林浴には丁度良いい。

「また食べたいな～」

「食べれるさ。修行終わって、王都に報告に行ったらまた友達と行くといい。そん時は俺も食おうかな」

「ふふ。ちょっと楽しみ……」

　ふと。ハルベルの視線が腕の中のタピアルへ向く。

「……………………………………………………………………」

　読者諸兄は御存じかもしれないが、ハルベルは少々……もとい、大分趣味が変わっている。アルと初めて出会った時には、既に彼は骨の体であったにも関わらず、次第に彼女は骨人間に想おもいを寄せるようになった。

　その想おもいは時々、思いもよらぬ角度で発露することもあり「アルの骨スープなら飲んでもいいかも」などと言い出すこともある。

　で。今。アルはタピオカである。

　人骨スープは流石さすがに引かれた。でもタピオカならどうだろう。タピオカは食物である。普通に食べるものである。じゃあ引かれないよね。

　いいじゃん。いいか。（そうか？）

「ハルベル？　どした？」

「はぐっ」

　いった。タピアルの後頭部に、ハルベルの口が。

　かぷりと。

「んギャ─────────────────────────！　！　！　!!　！　!!」

　黒い球体のどこから出たものか。しじまを裂くような悲鳴が、昼下がりの森に響き渡った。




　○




「……………………………………………………………………………………………（ぶすっ）」

　翌日。頭蓋骨に歯型を付けた人骨が、姿勢からして分かるほど不機嫌に、女性陣から眼孔を逸そらしている。

　ハルベルが半泣きでその頭蓋骨へ塗り薬を付けていた（効果があるかは不明だ）。

「アル、ごめんねごめんね。衝動が抑えきれなかったの」

「あ、あの、アル、エルフの食材で作ったタピオカフルーツジュースですよ。機嫌直してください」

「ほら、あーんして。食べさせてあげるから」

「つ───────────────────────────────ん」

「何をしておられるんですかね、お父様にお母様方は……」

　人骨の機嫌を取ろうとする母と友人たち。

　少し離れたところから呆あきれつつ、しかし苦笑で見守るシミュラルくんちゃんであった。




　◇




　天界。マルドゥの神殿。

　最高神マルドゥが、側神であるヴァルクを従え、下界を見ていた。

「…………じゅるり」

「マルドゥ様……。流石さすがにそれは」

「食べちゃいたい、とはこのことだな、我が勇者よ」

「御身に害です。絶対に。ええ。あの触覚とか毒素を溜ため込こんでいるに違いありません」

「じゃあまた今度、降りる機会があったら地上でちゃんとしたの奉納してきておくれよ。ミルクティーに入ったのがいいな」

「ええ～……」

　やぶ蛇を突つついた形になり、渋面するヴァルクであった。骨許すまじ。
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　恋（？）骨はサンタクロース




　──年明けを二ヶ月くらい後に控えた、ある夜のこと。

「ん～、触媒の反応がいまいちね。小指にリングでも付けようかしら」

　言いながら試験管を揺らすのは、黒衣の神官服をまとった女性だ。名をイザナ。かつて勇者アルヴィスと共に魔王オルデンを倒した、生ける伝説の一人である。

「精が出るこって。小指のリングって、何のおまじないだっけ？」

「願いの成じょう就じゅ……ま、願掛け程度のものだけど。魔力でも込めればそれなりにはね」

　と、こんこん、と庵いおりの戸が鳴る。イザナが立ち上がり、戸口で二三、言葉を交わしてから封筒を持って戻ってくる。

「フブル先生から手紙来てるわよ」

「え、なんだろ」

　受け取った手は骨のそれ。言うまでもないが我らが主人公、アルだ。

　光無い眼孔で手紙を読んだ人骨は、かくり、と頭蓋骨を天に向けた。

「あの俗世まみれオババ……」

「何て書いてあったの？」

「年末の慰問と経済煽あおりに俺を使うってさ」

「何それ？」

　──五カ国連合で使われている暦は、一年を十二の月に分ける。月にはそれぞれ信仰の深い大神が対応され、正義と太陽の神マルドゥの一の月、その親であり叡えい智ちの神アンキエイアの二の月……そして年の終わりである十二の月は新生を前にした死、冥神ネーガルといった具合だ。

　十二の月にはネーガルが新たな魂を祝うため、雪の下に命を撒まいていく、という古い言い伝えがある。

「んで、異世界にも十二月の終わりに世の中回る奴やつがいるんだと」

「ああ、フブル先生の異世界研究ね……それも死神なの？」

　ぴらり、とアルが示した手紙の下半分には、赤と白の服を着て、大きな袋を背負った老人が描いてある。

「いんや。あっちはこの『サンタ』って爺じいさんが子供達たちにプレゼントを配って回るんだとさ」

「へえ、素敵じゃない……あ、じゃあ、この役に？」

「勇者サマの顔だとさ。フリー素材かよ、俺は」

　苦々しく（表情は無いが）アル。要は、長々続く戦争の中での人心の慰い撫ぶ──それと、戦中で停滞しがちな嗜し好こう品の回転だ──に、イベントをでっち上げようということだ。

「まあ、いいんじゃないの？　今だと膠こう着ちゃくしてる戦場も多いって聞くし」

「神の手下みたくなるのは嫌なんだけどな～……マルドゥの奴やつが怒らなきゃいいけど」

　ふうむ、とアルはイザナの庵いおりを出て、仲間たち──ハルベルやミクトラが寝泊まりしている集落の方を見る。

「アンキエイア──こないだのデカブツの時にゃ、みんなに大分苦労させたし……」

　ちらり、と頭骨がイザナの方を向いた。意を察して、彼女は笑った。

「私も今や一児の母だし？　いいけど。モノはあるの？」

「まあ、何とかするよ」

　そう言って、こきこきとアルは関節を鳴らした。




　○




「まいどー」

　数週間後。港町で幾つものラッピングされた品物を渡す行商人・レヴァと、それを受け取るアルの姿があった。

「何か悪いな。カランタンの端っこまで来てもらっちゃって」

「んーん。近くまで仕事で来てたしさ。それに、いい話も聞けたし。稼ぐぞー」

　降って湧いた商機に、うひひと笑う行商人である。

「そんな君に、ほい、プレゼント」

　品物の中からひとつ、アルがひょいとレヴァへと戻した。彼女はぱちくりとその目を瞬まばたく。包装したのは彼女だ。中身も知っている。

　旅の安全を祈る馬ば蹄ていを象かたどったブローチ。おしゃれでいいな～、と思いつつ包んだ。

「これ……あたしに？」

「そう言ったでしょ。行商、気をつけてな。困ったら呼べよ」

　軽く手骨を上げて、ひょいとアルは小型船へと戻っていく。そこには子供のような船頭が待っており、彼も何か受け取ってはしゃいでいる。

　尋常でないスピードで去って行く船を見ながら、レヴァはほのかに赤く染まった、油断するとにやけそうな頰を嚙かみしめて我慢している。

「あ、あいつ……。こういうこと、するからさあ……」




　○




　そうして、年末も差し迫った夜だ。人も虫も獣も寝静まる森の中、行動を開始する骨と女性がある。

「んじゃ、行くか」

「ええ。たまには……たまには。こういうのもいいわよね」




　○




　──そうして、いくつもの贈り物が、幾人もの枕元へと届けられる。

「ハルベルには新調した杖つえ、っと」

「この前壊れちゃったものね。私の祝福も付けときましょ」

　髑髏どくろの意匠の杖つえが、寝台に立てかけられる。

「んん～、むにゃ……うへへ、アルのすべすべの大だい腿たい骨こつぅ……舐なめていい……？」

「「……………………」」

　二者は少しだけ少女の性癖を心配してその場を去る。




　○




「ミクトラには新版の魔物図鑑をサイン入りで」

　すぅすぅと、上品な寝息を立てる赤髪の女性を、一緒に見下ろす。

「いや……彼女、もう二十でしょ」

「まあほら、苦労掛けてるし……」

「貴方あなたはほんと、この二人には甘いわよね」

　分が悪くなったので、次に急ぐアルだ。




　○




「シミュラルには……あー、お前が用意したやつか。花輪の髪飾り」

「この子も、こういうおしゃれのひとつも覚えないとね」

「んむ……父様……母様……」

　慈愛の瞳が、若き日の勇者の似姿に注がれる。ちょっと居心地が微妙な骨である。




　○




　月明かりの夜空を行く翼竜がある。しかしその姿は少々、細い。

「ワイバーンの骨とかどっから調達したの？」

「ペルゼン翁おうにもらったの。街を守ってくれた礼だって。全身骨格とか重宝するからありがたいわ」

　その上に座すのはプレゼントが詰まった袋を持ったアルとイザナだ。

「うぅ……季節が季節だし、魔力障壁あっても寒いわね……」

　イザナが神官服の前を合わせると、背後からふわりとその身を包むものがある。

「……アル」

「俺と一緒にマント入ってろ。多少はマシだろ」

　前を向き直ったイザナが笑う。鼻の頭が少し赤いのは、寒さだけのものだろうか。

「そうね。……うん。暖かいわ」

「いや俺骨だし、そんなには……」

「暖かいのよ」

　一人と一体を乗せ、飛龍の骨は東へ向かう。




　○




「まさかこんな具合に戻って来やがるとはな」

「おひさ。プーチ元気してる？」

　まず降り立ったのはセクメルの孤児院だ。院長のサランへとプレゼントを渡しながら、アルがこそりと聞く。

「会ってきゃいいだろ。なんなら起こすぞ？」

「俺も会いたいけど……ま、そりゃ野暮ってもんでしょ。お空の勇者からとでも言っといてよ」

　しばしの談笑のあと、戻ってきたアルを迎えたのは、じとりとしたイザナの視線である。

「隠し子……？」

「ちっげーし！」




　○




「何の酔狂だ、これは」

　王都エイエラルド。とてつもない渋面で迎えるのは、目つきの大変悪い少年だ。

「俺もどうしようかと思ったんだが、ルーラットさんを外すのも心苦しかったんだよ。あと、あの三人組にも渡しとけ」

　少年──ダイスが盛大な嘆息と共に嘲笑あざわらう。

「道化の真似まね事ごとが好きな奴やつだ。そのままサーカスにでも入ったらどうだ。玉乗り程度は出来るだろう」

「うるせえな。クチ悪いお子さまには何もやんねえぞ」

　言い合って、しばし睨にらみ合あう。

「あぁ？」

「おぉ？」

　そんな寸劇を眺めるイザナは、ただただ目を丸くしている。

「あれが？　ディスパテ？　……噓うそぉ」




　○




「プレゼント、ですか……私に？」

　三眼族サガンの少女、サダイは戸惑ったように額の目を揺らした。背後でペルゼンが苦笑する。

「ありがたく受け取っておきなさい、サダイ。そうだな、私もお前にはそういったことを久しくやっていなかったな」

「あとさ、これも」もう一つの包みをアルは取り出す。「○三戻ってきたらあげて」

「アレにもか？」

　面白そうに問われて、人骨は肩けん甲こう骨こつをすくめた。

「まだ一歳前でしょ、彼女」




　○




「んん～～～、疲れた」

　ぐ、と背を伸ばすイザナ。フィネグンドへと再び降り立ったのは、出発から数日後のことだ。

「お疲れさん。サンタの相方にもプレゼントだ」

　最後に。ひょいと骨手が差し出すものがある。

「？　私に？　え、あ、ありがとう……」

　予想外の出来事にややうろたえながら、イザナは嬉うれしそうに包みを開けて──

「……なに、これ」

『勇者アルヴィスすごろく』と大書された箱を見て、その眉を面白い形に曲げた。

「新作ゲームなんだって。王都に売ってた。年明けたらさー、これでみんなで遊ん……で……」

　楽しそうに解説するアルも、どんどん低くなるイザナの視線の温度で失敗を悟る。じり、と後ずさり。

「あ・な・た・が！　遊びたいだけでしょ！」

　怒号に、ぴゅう、と逃げる人骨である。

「全くもう、逃げ足の速い……」

　憤ふん懣まんさめやらぬ中、一応イザナは中身を確認する（律りち儀ぎなのだ）。

「あら、案外駒が良く出来てるわね……この偏執的な造形、なんだか王女様を思い出すような……ん？」

　気付く。神官の駒（要するにイザナがモデルだ）の頭に、冠のようにかかっているものは。

「…………」

　嘆息。赤くなる頰を誤魔化すように、口にした。

「ばーか」




　○




「えー！　何か宿題出していないと思ってたら！　アルと空のデート！　ずるい！　お師匠さまずーるーいー！」

「ほほほ、悔しかったら早く人間以外のスケルトンの完全使役も修得することね」

「うぎ～～～！　絶対わたしも行くからね！　後で!!」

　朝も早くからじたばたとやっている死し霊りょう術じゅつ士しの師弟。師匠の小指には、ぴったりとはまったリングがひとつ。

（どうせなら薬指のサイズにしなさいよって感じだけど）

　弟子をあしらいながら、イザナは笑う。

（まっ、いいか）
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　それぞれの新年




　いつかの時。精霊領域フィネグンド。

「「「「あけましておめでとー！」」」」

　祝いの声と共に、肋ろっ骨こつをかんかん打ち鳴らす音が響く。

　森の中にぽかりと空いた草原、そこに建つ研究所の庭先だ。そこで、四人と一体が机を囲んでいる。

　とはいえまあ、いつもの面々である。ハルベルとミクトラ、今はここフィネグンドに住むイザナとシミュラル。そして我らが主人公、元勇者のスケルトン・アルだ。

「いやあ、まさか去年の今頃はフィネグンドで年明けするとは思ってもみませんでした……」

「それ言ったらわたしなんて、村から出ることすら想像してなかったよ～」

　そう言うのはミクトラとハルベル。両者共にフィネグンドからは遠く離れた地の出身だ。

「二人はこれで何歳になったんだっけ？　俺は二十三か……死んでるけど」

　そう言うのはスケルトンのアルだ。享年としては四年目に入る。

「わたし十六ー」「私は二十一ですね」ハルベル、ミクトラが順に答えた。

　その光景に不思議な顔をしているのはイザナだ。ややあって、ぽんと手を叩たたいた。

「ああそうか、こちら側は新年で一斉に歳としを数えるんだったわね。私、魔国の育ちだから」

　魔国や一部東方では誕生日で歳としを取る。人間側の国の大半は、誕生日を覚えておくのは長子相続の問題などがある貴族くらいである。

「季節くらいは覚えてるけどな。俺は夏」「わたし冬」「私は……ええと、正しくは夏ですね」

　それぞれに言ってから、アルはイザナへ水を向ける。

「こっち式だと何歳になったの？　イザナ」

　だがそれに、ぷいとイザナは顔を背ける。

「女性にその問いは失礼じゃないの？」

「隠すような間柄でもないだろ、ったく」

「そうなると、私は三歳ですね」代わりに苦笑して答えるのはシミュラルだ。

　彼、もしくは彼女は両性のホムンクルスであり、勇者の死後に彼を模して作られている。

「おめでとう、シミュラル」これには素直に、慈愛溢あふれる様子で笑うイザナだ。

　制作者である彼女にとっては、シミュラルは我が子も同然である。一時はあれこれ複雑な関係だったが、今では躊躇ためらいなく愛情を注いでいる。

（若い頃の俺そっくりの奴やつを子供扱いする元仲間ってのは、こう、なんつうか、直視しづらいなあ……）

　頭骨をこりこりとかいて、アルはエルフワインをすする。そこへ声を上げたのはミクトラだ。

「こちらに来てしばらく経たちますが、連合にいる皆はどうしているでしょうね……」

「あー、気になるね。わたしの村とか。ペリネもどーしてるんだろ」

「そうだなあ──」

　呟つぶやいてアルが最初に思うのは、死し霊りょうの自分に道を示した一人の人物だ。




　◇




「ろくさいです！」

　びし！　と軽く日に焼けた肌の幼女が自分の小さな手を広げ、目の前の相手に突きつけた。

「一本足りんぞ、プーチ。足し引きの算数はこの前勉強したろう」

　相手の老人は、小さく笑いながら訂正し、その手に自分の指を一本添える。

「うゆ？」

　プーチと呼ばれた幼女は、不思議げに自分のぷにぷにした手を見る。

　エイン王国の港町セクメル。そこに新設された孤児院の一室だ。院長のサランが、指で数を数えるプーチを優しく見ている。

「さんすうはむつかしいなー……」

（ま、随分と立派になった）

　サランはしみじみと思う。孤児院で目下の子が多く出来たからか。最近は泣くことも少なくなり、むしろ小さな子から甘えられる側だ。

「──そうだな。でもな、アルの奴やつに今度会った時、自慢するんだろう？」

　その名を出された途端、八の字眉毛だった彼女の表情がぱっと輝いた。

「うん！　ミクトラおねえちゃんみたいなかっこいい女の人になって──」

「なって、どうする」

　老ろう爺やの問いに、んー、とプーチは天井を仰ぐ。

「また、だっこしてもらいたいな」

「──そうか」

「あたまもなでてもらうの」

「そうか」

「ごはんもね、あーんしてもらう」

「そうか」

「それでね、ねるまえにはおはなししてもらって」

「そうか」流石さすがに苦笑が混じる。

「いっしょにねるの！」

　耐えきれず、サランが声を上げて笑った。

「なんで笑うの、サランじいちゃん！」ぷう、とプーチがむくれる。

「院長な、院長」涙ながらの笑いを嚙かみ殺ころしつつ、サランは言う。「だいぶ大人になってきたと思ったがよ。『かっこいいお姉さん』にしては、随分甘えたがりじゃねえか？」

　むむむ、とプーチがたじろいだ。ややあって。

「じゃあ、かわいいおねえさんになる」

　あっさりと目標から外された女冒険者を思い出しつつ、サランは笑う。

「そうかい。まあ、あと十年くらいはそれでいいさ」

　そうして、老ろう爺やも思い出す。風変わりなスケルトンの冒険者を。ふらりとやってきて、街ごと騒動に巻き込んで、ふらりと消えた風来骨。

「今はエイエラルドの方にでもいるのかねえ」

「それどこー？」

　冒険者や行商、貴族階級でもなければ、産まれ育った街以外など想像も付かないのが普通の人々だ。

「じゃあ、地理のお勉強でもするか？」

「うむー、かかってこい」

　サランが取り出した地図を、二人で覗のぞき込こむ──。




　◇




　その、エイエラルド。

「四歳おめでとうじゃな、ダイス君」

　にやにやと、プーチよりも少し上かというような童女の顔が笑う。しかしその相貌に現れる色は、遙はるかな時を生きた超越者のそれだ。

「嫌味のためだけに呼んだのならば、覚悟はいいな」

　答えて指の関節をごきゃりと鳴らすのは、同じく風貌にまるで見合わぬ経験を瞳と体格に宿す少年だ。

　急用と呼ばれ、新年から姉を苦労して引き剝がし王城まで来てみればこの応対であった。

「まー待て待て。冬休み中にわざわざお主を執務室まで呼んだのには、当然じゃが訳がある」

　もそもそと童女──王国魔ま導どう宰さい相しょうフブルが机の下から取り出したものは、四つの勲章と革袋だ。

「……なんだこれは」

「去年の騒動の褒ほう賞しょう金きんと勲章。やっとこ財務からぶんどってきたわ。国境沿いで終わった話じゃから、まー渋る渋る。国家の危機じゃったと言うに」

　どうしろというのだ、とでも言いたげな視線に、フブルが続けた。

「あの三人に配ってやれ。東国で言うオトシダマっちゅうやつじゃな。ダステル君辺りは喜ぶじゃろ」

　舌打ちしてダイスが言う。明らかに面倒臭そう。

「何故なぜわざわざ我わが輩はいを王城くんだりまで呼んだ。ペリネーテスで良かろうが」

「こうでもせんとお主、受け取りもせんじゃろが」

　ち、と彼は再度舌を打つ。図星である。渋々、勲章と金貨入りの革袋を手に取る。さらに。

「失礼致します、学園長。召喚に応じ参上しました。第三階位生ペリネーテス＝ラ＝ペルナーダですわ」

　ノックと共に、直前に出た名前が扉の向こうから響く。ダイスが渋面をさらに深めた。

「いいぞー。入ってきんさい」

「失礼しますわ……ダイス君!?　お、お二人とも、明けましておめでとうございますわ」

　驚きながらも、ペリネーテスは優雅な所作で新年の挨拶をしてのける。

「貴様」ダイスがフブルへ唸うなる。

　彼は、この同級生をやや苦手としていた。実姉に気質が似ているためだ。

　渋面と、疑問。二通りの少年少女の表情に満足して、フブルは声を続けた。

「では、平等に仲良く分けるんじゃぞ。特にダイス君が自分のを省いたりせぬよう、ペリネーテスちゃんは良く監督するようにの」

「了解ですわ！　なるほど、流石さすがは学園長……！」

　褒ほう賞しょう金の件を召喚状にて先んじて知らされていたペリネーテスが、我が意を得たりと頷うなずいた。ダイスは二重の意味で逃げ道を封じられた格好となる。

（むふふ、してやったり）

　忌いま々いましげに退出しようとするダイスを満足げに見るフブル。しかし、扉に手を掛けた少年が首だけ振り向いた。

「ああそうだ、確かに我わが輩はいは正真正銘の四歳であるが──」にやりとその口端くちのはが持ち上がる。「はて、そちらは何歳だったか？　いやはや、もう数えきれんだろうが、全くめでたいな？　若作りの宰相殿」

　青い顔になるペリネーテスと共に、その意地の悪い笑顔が扉の向こうへ。

「やっかましいわさっさと行ってこいこのガキんちょ！」

　声と投げつけたペンは、一瞬早く閉められた分厚い扉に虚むなしく跳ね返った。




　◇




　魔軍軍令部。一月一日。深夜零時。

「年が明けた……だと……」

　呆ぼう然ぜんと。書類の山の前で魔軍令フギムニは呟つぶやいた。がく、と肘を執務机に突いて、頭を抱え込む。残りの仕事を脳内で計算し、終わるのは本日深夜だと気付く。

　計画は完璧なはずだった。溜たまりに溜たまった年内締めの陳情書類も片付け、後は一ヶ月ぶりの我が家に帰り、のんびりと僅かな年内最後の休暇を愉たのしむ……そのはずだった。

　しかし。去年壊滅した堕だ竜りゅう軍ぐんの残存ワイバーン、その各軍への再配置請求に対応している内──やると決めたのは軍令部なので、文句も言えない──、気付けば、年末は過ぎ去っていた。

　何せ、成竜という上位種が消えたワイバーンの配備には、高位のテイマーも同時に配置せねばならない。再配備命令先が、それをすっぱり抜け落としていたために後追いで追加を発令、人材を探さねばならない泥沼と相成った。

「うそだろー……。あのレストラン、どんだけ予約待ったと思ってるんだ……」

　絶望を声に乗せ、何かの間違いと望みをかけて時計とカレンダーを見る。

「あれおかしいな、視界がぼやけるぞ。やっぱりこれ夢かなにかかな？」

　そうだ。そうに決まっていた。フギムニの心に希望が芽生える。涙でにじむ視界は放っておけ。あとは目覚めるだけなのだから。




『──だよな！　こんなのありえないよな！』

　そう漏れ聞こえる扉から、そっと眼鏡ゴブリンは離れた。

（追加の軍船陳情は、もう少し待った方が良さそうだ。今下手に追い打ちすれば、一日お仕事が滞る）

　具体的に言えば十分ほどしたら現実逃避が無理だと分かって帰ってくる。そう思いながら、眼鏡ゴブリンは城の窓から夜空を見た。

（僅かな間だけでも、フギムニ様がつらい現実を忘れられますように）

　夜明けは、遠い。




　◇




「いやもー、助かったよ！　もう終わりかと思った！　ありがとね！」

　月夜の街道脇に佇たたずむのは、一両の幌ほろ付き馬車だ。そのさらに脇で焚たき火びの世話をする一人の茶色い髪をした女性、彼女の声は、幌ほろから出てきた人影に向けられていた。

「いや、野伏のぶせりを追い払うくらいは容易たやすいことだが……良かったのか、乗せて貰もらったりなどして」その声、体つきは装束を着込んだ女性と知れるが、「──俺のような者を」

　焚たき火びに照らされたその風貌は、間近でよくよく見ればいくつもの異形を備えていた。装束の隙間から覗のぞき見える、いくつもの継ぎ跡。青白い肌。──ゾンビである。

「そんなん御お礼れい代わりになれば安いもんだよ～。いやはや、急ぐからって夜に進むべきじゃないねえ。まあ見た時は流石さすがにちょっとびっくりしたけど？　ちょっと慣れがあるんだよね、貴女あなたの同類には」

「アンデッドにか。レヴァと言ったか。正気な者だったのは幸運だと思うべきだぞ。あまり慣れるのは──」

「分かってる分かってる。なんでかあたしアンデッド運良いいんだよね」

　全く応えていないレヴァに、ゾンビ女性は嘆息。

「あ、そういえば年明けてたね……せっかくだ。新年祝い用の鶏食べちゃお！」レヴァが荷から、ごそごそと眠ったままの鶏を一羽わ持ってきて、手慣れた様子でさばき始める。「一人だとそんな気にはなれないけどね～。ゾンビなら飲食は多少イケるでしょ？」

　申し出に、女性ゾンビはただただ呆あきれ顔がおだ。

「何というか……随分と無頓着というか。忌避されるのは慣れっこなのだが」

「運が良いいって言ったっしょ？　ところで貴女あなた、今何歳？　あたしこれで二十～。わー彼氏もいないまま大台乗った嬉うれしくない」

「俺は──ええと、一歳、ということになるか？」

　答えにあっはっは、とレヴァが笑う。女性ゾンビが少しだけ拗ねる。

「仕方ないだろう。生まれたのを意識が目覚めた時からとするなら、そうなるんだ」

「そっかそっか。──話戻すと、あたしね。たぶん世界で一番おひとよしのアンデッド、知ってるんだ」

　手て際ぎわよく鶏を焼きながら、思い返すようなレヴァの表情は楽しげだ。まるで、仲の良いい友人を語るような。

「──そうか……」

　女性ゾンビもそう言って、焼かれる鶏を裏返すのを手伝う。死し霊りょうが触れたものを忌避する類の人間はよくいるが、このレヴァという人物は気にすまい、と割り切る。

　そのまま、しばし二者は炎を眺めた。様々な来し方を、互いに想おもう。

「貴方あなた、ＲリメインズＣキュレータでしょ？　どこだかの死し霊りょう術じゅつ士しさんの使うゾンビ」

　食事しながら。自分の所属を言い当てられて、女性ゾンビは意外の表情を死相に浮かべた。レヴァは笑って続けた。

「良いい評判は聞かないけどさ、仕事先で何度か見たことあるのよね、貴女あなたの同僚。結構行儀良いいから、そんな噂うわさみたいな悪い人？　たちじゃないんじゃないかな～って思ってたのよ」

　びんご、とレヴァがおどけて両の人差し指を女性ゾンビへ向けた。それに、流石さすがに死し霊りょうの口端くちのはも緩む。

「変わった奴やつだ。大抵の者には死体漁あさりと嫌がられるんだが」

　それに、レヴァが思いついたように指を天に立てた。

「むっ、ひらめいた……。貴女あなた、っていうかＲＣはさ、珍しい生き物の骨探して旅してるんでしょ？」

「そうだが」

「今、明確な目的がないならさ、それが見つかるまで乗っかってていいから、足代として護衛やんない？　連合中回るよ、あたし」

　望外の申し出に、女性ゾンビの鶏を食はむ手も止まる。

「いいのか。こちらとしては当てのない旅の途中だ。願ってもないが」

「いいよー。新年──今からはちょっと実家帰るけど。大丈夫、うちの村もアンデッドには理解あるからさ」

「何があったんだ、君の村……」

　呆あきれたような聞き方に、へへんとレヴァは得意そうに笑う。

「おっ？　聞いちゃう？　それ聞いちゃう？　ではお話ししましょうか──」

　そうして彼女は、新しい旅の相棒に語り出す。かつて人を救い、死んで、今は世界を渡る勇者の骨の物語を。

　新年の月夜に、最も新しい勇者の語かたり部べの声が抜けていく。
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　海だビーチだネコミミだ




　────これは、いつかどこかの、あったかもしれないお話。

「うっみだ───────────────────────────────────────────────────────！」

　ぴょーん、と砂浜を飛び跳ねるのは一人の少女だ。

「ちょっ、ハルベル、待って……」

「ほら、ミクトラもはやく！　うわーほんとにしょっぱい！　なんか勝手に波が来る！　あはははははは！」

「い、いやその、しかしだな、これは」

「ほれほれ、いい加減覚悟を決めよ。協調交渉はお主の気合にかかっておる！」

「ふ、フブル様……」

　はしゃぐハルベルと呼ばれた少女と、彼女に手招きされるミクトラという女性。さらには後方で砂浜に寝椅子と日傘を立てて寝転ぶ幼女──フブル。

　海である。

「もー。昨日からそんななんだから。慣れれば動きやすいし、カワイイよこれ！」

「いやその、露出は置いて……いやあんまり置きたくないがともかくとしてだな、その」

　そして彼女たちは、水着である。

「アクセサリみたいなもんだと思えい。可愛かわいかろうが」

　そして、ネコミミである。




　○




　時を少し遡る。深い森林の奥。およそ常人の足ではたどり着けぬ木闇の中だ。

「お、おのれ……私が影として調停官に成り代わり、要人の暗殺をもって猫耳族と五ヵ国連合との協同を邪魔するはずが……！」

　やたら説明的なセリフを断末魔として、グワーと影の魔物が滅び去る。

　唐突であるが、殺した相手の情報を取り込み、成り代わることが可能な危険度の高い魔物、シェイシフターは勇者の骨・アルと猫耳（キオアー）族の勇士トムクラにより追い詰められ、今ここに打倒された。

「色々あったが、これで解決か」

「ああ。紆う余よ曲きょく折せつ、色々あった……本にまとめたら二百ページは行くな」

　色々あったのである。ともあれ一件落着と、アルとトムクラは手骨と肉球を打ち付ける。ぽよかしゃ。

「こいつで協調姿勢にも進むかな？」

「うーむ、それはどうか……。今の奴やつがこれまで暴れたせいで、へそを曲げてしまった各集落の長がどう出るか」

　悩み顔で言うトムクラへ、アルは気楽に腕骨を後頭部へと回す。

「ま、その辺はフブルさんがなんとかすんでしょ。事情は説明しといたし」

「かの魔ま導どう宰さい相しょう自らが？　本当にやって来ると？　アル、お前は一体……」

「まーまー。ほら帰ろうぜ。こっから町までまたしばらくかかるんだから」




　○




　アルたちの激闘から場所は変わり、ここはカランタン商業同盟、その南東の端に位置するニルミラ。そこは港町……というほどではない。漁村と言った方が良いいだろう。

「わっわっ、すごい。本当に猫耳族の人だ！」

　馬車の窓からハルベルが歓声を上げる。御者もいないまま手綱がひとりでに動き進む馬車へ、猫の頭をした男性が不審げな視線を向けた。

「本当に顔は猫、なのだな……女性はある程度我々に近い顔立ちをしていると聞くが」

　ミクトラも控えめながら感動の面持ちだ。冒険者という身分ではあるがエイン王国を主に活動していた彼女も、今まで猫耳族を直接見たことはなかった。

　ちなみに両者とも、普通の猫は大変好きである。

　多種多様な人種が入り混じるカランタンでも、他人種との交流を積極的には好まない種族は少数ながらおり、猫耳族もその一つだ。

「落ち着くがよいぞ若人たちよ。どうせ後から嫌になるほど見るんじゃから」

　いつもの三角帽子になにやら大きな黒メガネをかけて、馬車内の椅子でごろごろしているのはフブル・タワワト。幼い姿ながらその実態は永い時を生きた魔女であり、エイン王国の魔ま導どう宰さい相しょうであり、最高権力の一角だ。何故なぜ彼女のような人物がここにいるかと言えば、

「しかし本当なのですか、御自ら族長らと協調交渉とは。話がこじれているとは父から聞いていましたが……」

　ミクトラの疑問にもフブルは気楽な顔でふふんと鼻を鳴らす。

「ちと悪さしよるのがおったようでな。アルに対処させとる」

「あ！　それで何日か前からどっか行っちゃったのね、もう」

　ハルベルが膨れるのをあやしつつ、フブルは続ける。

「猫耳族の戦士は少数ではあるが、速いわ跳ぶわで遊撃として得え難がたい戦力じゃでな。魔王軍に協力しておる種族もおって、これから奪われた町々や砦とりでを取り戻すにあたって、寝返りをかけることもあれば潜伏作戦なんぞをするかもしれん。是非協力は欲しい。んで、お主らの力じゃ」

　フブルがずびし！　と小さな指を突き付ける。ミクトラが顔をのけ反らせた。

「きょ、協力とは？」

「儂わしももちろん族長との会談に臨むが、その後の祭りに参加する。その時にお主らも居合わせよ。何、特に難しいことはない。おるだけでよい。だいたい～、お主らもなんだかんだ続いて休みがあんま取れとらんじゃろがい。バカンスと思えばかんす」

「何か知んないけど、旅行楽しいです！」

「おうおう、ハルベルちゃんは素直でよろしい。飴あめちゃんやろ」

　そう言うフブルの背後にある荷物に、なにやら不吉な香りを感じ取るミクトラであった。




　○




　で、時と場所は冒頭に戻る。ニルミラから南にちょいと歩いた場所にある砂浜だ。

「うおー！　泳ぐっス～！」

　沖では、船の化身であるソカリィが猛スピードで遠泳している。なんか海から見つけて寄ってきたらしい。うおーはえー、と猫耳族の青年たちの挑戦を返り討ちにし続けている。

　彼（？）と、きゃっきゃらきゃっきゃら波なみ打うち際ぎわで子供の猫耳族とはしゃぐハルベルを置いて、ミクトラはフブルへと問う。

「ね、猫耳族との協定でなぜ、このような恰かっ好こうが必要なのです……？」

　今の彼女はネコミミを除けば胸と腰回りだけを申し訳程度に覆う布といった装よそおいで、腰にはネコミミと同じく取り付けたしっぽが揺れている。健康的な胸の谷間と腹直筋が外気に晒さらされ、

「うう…………」ついついアルの頭蓋骨を模したボール（自前だ）で隠してしまう。

　ちなみにハルベルも腰に巻き布が付いていることを除けば似たようなもので、首には何故なぜか鈴まで付いている。

「ひゃー！　おっとっと！」「あはは！」「ヒトのねーちゃん、転んだ！」楽しそうである。

　フブルはといえば上下が一体化した紺色の水着で、露出でいえば一番少ない。──ミクトラも個人的にはこれを着たいのだが、フブルには首を横に振られた。なんだか色々とアウトらしい─────。フブルの胸元には白布が貼り付けられ、何故なぜか名前が書かれている。

「これな、異世界の水着なんじゃと。『スクイウル水着』言うたかの。儂わしみたいなぷりちーれでぃの魅力を最大限引き出すらしい」

「いやその、魅力というか、そうではなくて」

「昨晩も言ったじゃろ～？」

　ごろごろしつつ、フブルが答える。

「我々と亜人──特に獣人との、最も大きな差異がその身体からだじゃ」

　猫耳族は猫の頭部に加え、体にも多くの体毛があり、あまり服を重視しない。せいぜいが腰衣と装飾品である。女性は顔をはじめとして比較的毛皮が少ない部位があるため胸なども隠す場合があるが、それでも薄着には変わりない。

　要は、ミクトラたちと似たような服装なのだ。

「つまり、そこから歩み寄ることによって猫耳族たちに我々の友好姿勢をアピール出来るんじゃよ」

「噓うそだあ！」ミクトラの悲鳴。

「おお、あの魔ま導どう宰さい相しょうが我々と協調する姿勢を……」「しかも見ろ、聞けばあそこの女もエインの貴族らしい」「なんと。人間の貴族が、あそこまで肌を晒さらして……」「俺たちのように毛皮も無いのに」「中々の覚悟ね……」

「噓うそだあ!?」ミクトラの驚声。

　どうも、ハルベルに子供たちが寄っていくのも、本当にこれが理由のようであった。

　そんな砂浜には常には無いほどの猫耳族たちが集まってきており、屋台まで出ている。

「よもや、漁猟祭にまで出ていただけるとは……それも、こちらに合わせていただいて」

　フブルへ歩み寄るのは杖つえをつき、髭ひげを長く垂らした老齢の猫耳族だ。名をシャン。カランタンの猫耳族長の中では、最も五ヵ国連合と協調姿勢を見せる人物だ。

「なんのなんの。シャン族長。このくらいは軽いものです」

　フブルも立ち上がり、ふかふかの手へ自分の手を重ねて、続けた。

「ここらを騒がせていた魔軍の工作員も、昨夜の連絡通り、そちらの勇士とこちらの冒険者により打倒されました。祭りも、我々との友好も、阻はばむものはもう何もありません」

「おお……にゃーん」感じ入った様子のシャン族長が思わず声を上げた。

「にゃーん」フブルも応える。

（なんだにゃーんて）やり取りを見つつ、ミクトラ。

　ちなみに。猫耳族における『にゃーん』とは一種の定型句であり、感嘆・同意・嘆き・果ては都合の悪いことを誤魔化すことにまで、広く使われる。

「今のは『やったぜ』って感じじゃな」

「はあ……」

　人差し指を立てて説明してくるフブルへ、どうしたものかと、ミクトラ。

「わたしたちこうして遊んでればいいんですか～？」

　一通り遊んだらしいハルベルが、とてとて二人の元へとやってくる。

「あーいや、そろそろ呼ぼうと思っとった」

　答えて、大だい魔ま導どう師しはその称号に違わぬ代物を荷物入れから取り出した。

「これは……姿写しの水晶ですか」

「さよう。こいつでちょいと友好の記録撮れば、お主らの仕事おわり。後遊んでて良いぞ。援助やら通商の詰めとかは儂わしがやるから」

　魔法具のセッティングをしつつ、フブルはハルベルとミクトラに手招き。

「どんな写真ですか？」

「それはじゃのう」

　寄ってきた二人へ、フブルは耳打ち。

「──いいっ!?」ミクトラの悲鳴が、祭りの空気で賑にぎわう浜辺に響いた。




　○




「は～い、お二人とももっと寄ってくださいじゃ」

　シャンが魔法具を構え、ハルベルとミクトラを記録範囲に収める。

「い、いやしかしその、このポーズは……」

「ほらミクトラ、しっかり笑顔で！」

「何故なぜハルベルはそんなにも乗り気なんだ……？」

「だってねえ、うふふ」

　満面の笑みを見せる友人に、ミクトラは怪け訝げんに眉をひそめた。それをまた注意される。

　ふたりは水着姿の肢体も露あらわに、胸を寄せるように両手を構え、ちょうど猫が後ろ足で立って、前足を曲げているかのようなポーズを取っている。

「ほい、それではアレをお願いしますじゃ」

　シャンの要請に応えて、ハルベルはノリノリで、ミクトラは顔を真っ赤にして、口を開いた。

「にゃ～～～～～～～～～～ん！」

「にゃ、にゃぁぁん…………」

　わー、と周囲の猫耳族から歓声が上がる。今の一連の動作は、彼らの間にとっては友好と親愛を示すものだ。それを人間側の使者が行ったことで、猫耳族たちに笑顔が生まれた。

「ほらミクトラ、もっと元気よくいこ！　にゃー！　んー！」

「ひ、ひぇぇ……にゃぁぁぁぁん……」




　○




「……んであれ、何やってんの」

「まあいい思い出になるじゃろ」

　必死にポーズをとるミクトラとハルベルの後ろで、日傘の下で寝転ぶフブルが、遠見の水晶に顔を浮かべるアルと話している。

「──実際のとこ、猫耳族をカランタンに組み込んで、この先の国家間バランス取るのが目的だったんだろ？　いいの、エイン的には」

「おう、ま、王も黙認してくれとる。連合の手勢が増えるのは確かじゃしね。堕だ屍し王おう撃破に堕だ竜りゅう軍ぐん壊滅に、ちと昨今エインに功労が寄り過ぎとるからの～」

　どこからか取り出したクリームソーダをちうちうやりながら、フブル。彼女のこのような行動をも容認して、エイン王アインアルは大だい魔ま導どう師しを自国に抱えている。

　ただアルも実際、エイン王国だけの利益であれば断っていた今回の話である。

「ま、無駄働きになんないならいーよ。あんまミクトラいじめんなよ～？」

「かっかっかっ。あの娘ちょっと積極性が足らんのじゃい。もっとグッと行ってガッとせんとな」

「聞いてねえな……」

　──ちなみに。この時の出来事がバッチリアルにも見られていたと知り、ミクトラが半泣きで変な叫び声を上げて転げまわるのは数日後のこととなる。




「ハルベル、貴女あなた知っていたなー!?」

「にゃーん」

「そんなので誤魔化されるかー！　うわーん!!」




　にゃーん（おしまい）
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　昔勇者で今は骨学園




　桜が、もうすっかり緑色になった。

　新しい年度。四月も終わりかけ。新入生もある程度落ち着きを得て（ある者は早めの五月病を得て）、また進級した者たちも新たな学年に慣れ始めた頃。

（いつもの日常が戻ってきた、ってやつだよねえ）

　県立英え印いん学園高等部二年生のレヴァは、自らの机の上で、はわわと欠伸あくびを掌てのひらで隠した。すっかり暖かくなって、どうにも眠い。

　そう、変わらない日常だ。平和で、穏やかで、これまでの十六年の人生と、何一つ──

「せんぱ───────いっ！」

　いや、一つだけ違う。最も早はや聞き慣れてしまった新入生の声に、レヴァは首を重たげに廊下側へ向けた。

　そこには、モーセがいた。「彼」の歩く先、割れる海のように生徒たちが廊下の左右へ退いていく。いや、聖書の聖人はその姿に似つかわしくはない。たとえかの聖人のように、畏敬をその身に受けていたとしてもだ。

（やー、畏敬でもないわね）

　それはかつての話。今はどちらかと言えば、畏怖だ。

　歩く姿は颯さっ爽そうと、身にまとうのは一年時から変わらない生徒会長の証あかしの白ラン──代々の伝統らしい。アホか──肩で風切るその姿。ただその顔色は、身につけた白ランと同じく真っ白だ。

（そりゃそうだ。骨だもの）

　レヴァの心中通り。詰め襟の上に乗っているのは髑髏どくろである。白ランを着た白骨。それが、英え印いん学園高等部二年、生徒会長アルヴィスの姿である。

（どーしてまあ、ああなっちゃったんだか。我が幼おさな馴な染じみよ）

　レヴァが嘆息した。当たり前だが、昔はそうではなかった。かつてのアルヴィスは精せい悍かんな面に蒼あおい髪をなびかせ、生徒たち──いや教師もだ──の羨せん望ぼうの眼まな差ざしを受けていたものだ。文武両道、万才を持ち、異例の一年生にして生徒会長就任をはじめ、数々の伝説を作り上げた。

　だがしかし、前年度末！　不良同士の小さな諍いさかいからエスカレートして巻き起こった、真ま応おう工業高校との抗争へ、彼は一人立ち向かった。

　結果、我らが生徒会長アルヴィスは、真ま応おう工業の番長・オルデンの倒れ際の呪いにより、あのような呪わしき姿になってしまったのだった……！

（…………ええと）

　レヴァは思わず眉間に指をやる。頭痛だ。

　学校同士の抗争て。ていうか呪いって。

　これ現代物パロディじゃないの？　何時代だよ。

　え？　令和？　マジで？　世界観おかしくない？

（黙ってろ地の文ぁ────！）

　ごめんなさい。

「アルヴィスせーんぱいっ！」

　再びの声に、レヴァの意識は廊下へと戻る。そこでは、声の主──新入生のハルベルという女子がアルヴィスの頸けい椎ついへと後ろから抱きついていた。

「こら、ハルベル君。女の子が気軽に後ろから抱きつくもんじゃない」

「気軽じゃないですよっ。本気ですから！」

「う────ん、なおのこと悪い……」

　どん引きする周囲を気にもせず、一年生の女子は笑う。

（相変わらず押しつえー……）

　やや呆あきれて、レヴァは廊下のきゃぴきゃぴした空間を見る。そう、彼女──ハルベルはアルヴィスを恐れない。

　以前怖くないの？　と尋ねた際に、

「だがそれがいい！　です！」

　彼女はマジ顔で言ったモノだ。正直、レヴァもちょっと引いた。

「は～この頭蓋骨の形と香りがまた……ふひひ……」

　予鈴が鳴る。丁寧に骨指に剝がされたハルベルは、名残惜しそうに白ラン人骨へと別れを告げ、一年の教室へと戻っていく。

　再び人の波を割って教室へと入るアルヴィスの姿には、相変わらず微み塵じんの気後れもない。

　いわば、勇者の気風だった。

　放課後だ。アルヴィスは己の役職に従い生徒会室へと向かう。

「何してんだかなあ、あたし……」

　レヴァは、距離をとりつつその後を追う。幼おさな馴な染じみがああなってからも、彼女は特に態度を変えることもなく友人をやっている。しかし、その他大勢の生徒からは、彼はやはり恐れられている。

（気にはなる……よね。アルヴィスのやつ、ちゃんとやれてんのかしら）

　しかし生徒会長としての仕事ぶりは変わらず見事なもので、何よりもあの白骨姿も、真ま応おう工業との諍いさかいを治めた結果だ。彼を生徒会長から下ろそうと言う声は一つも上がらなかった。ならばつまり、

（尊敬されてはいる……のよねえ）

　その筆頭が、生徒会室の中にいる。アルヴィスが部屋に入るなり、

「お疲れ様です、会長！」

　声を張り上げたのは、燃えるような赤い髪を持つ長身の女生徒だ。抜群のスタイルは、同性のレヴァですら見み惚ほれざるを得ない。

「──ミクトラはいつも元気だな」

「はいっ！　もちろんです！　アルヴィス会長の補佐を務めねばならぬ身ですから！　不調など以もっての外ほか！」

「呆あきれられてるんだって気付けよ」

　かけられた言葉に感動しつつ答えるミクトラに対し、冷めた調子なのは髪を立たせた少年だ。

「なんだと、こらガルム、大体君は言葉遣いが──」

　言い合いを始める二人を、アルヴィスはやれやれと眺めた。

　生徒会副会長にして剣道部主将であるミクトラ、そして学園の数少ない不良にして現生徒会庶務のガルム。彼らは、変わり果てたアルヴィスに対しても以前と変わらぬ調子で接する者たちだ。

　ミクトラは昨年度にアルヴィスに剣道で破れて以降、その隔絶した才覚に心酔しており、ガルムの方は真ま応おう工業との諍いさかいの一因にもなったところをアルヴィスに救われ、現在は生徒会で更生中だ。

「お前はいちいち暑苦し──」「君が気を抜きすぎているから──」

「はいはい。そこまで」

　骨手の仲裁に、不承不承二人が従う。

「ミクトラ、君の熱意が生徒会には必要なんだ。それを仕事に向けて一つ頼むよ」「は……はいっ！」

　ミクトラは感動の面持ちだ。髑髏どくろが翻ひるがえってガルムを見る。

「ガルム。お前の落ち着きも大事だ。二人で補い合って仕事しような」「……おう」

　髪をがりがりかきつつ、ガルム。

「ほら、部活動の決済文書、片付けちまおう。新しい部活や同好会だってにょきにょき申請来てるんだし」

　手骨をからころと打ち合わせて、アルヴィスが発破をかける。二人は、「はっ！」「へいへい」とそれぞれに返事をして仕事に取りかかる。




「お疲れー」

「おー、またな」「お疲れ様でした！」

（ふえっ!?）

　戸を引き開ける音、そして声。レヴァはうとうととしていた頭を慌てて覚醒させ、上層への階段に隠れてアルヴィスたちをやり過ごす。

「危ない危ない、寝てた……」

　やはり春はいけない、とレヴァは季節へ責任転てん嫁かし、階下へと降りる人骨を追う。

　部活の生徒たちが青ざめて道を空ける中、彼が向かったのは、一階の保健室だ。体がああなってしまった関係上、彼は定期的にこの場所を訪れる。

「おじゃましまーす」

（保健室に白骨……不吉って言えばいいのか合ってるって言えばいいのかだよねえ）

　白ランを脱いで骨格標本の真似まね事ごとでもされたならば気付く者はそうそういまい。

　レヴァはそーっと、戸の隙間から中を窺うかがう。保健医と会話を交わすアルヴィスの座姿が視界に入った。

「……体の調子はどう？　どこも痛くない？」

　巻角のような髪型をした保健医イザナが囁ささやく。あでやかな黒髪をたゆたわせる大人の女性だ。

（ううむ、相変わらずおっぱいも大き……って近い近い近い！　イザナ姉近いよ！）

　レヴァがあわわとその光景を眺める。イザナの距離感は明らかに生徒と教員のそれではない。レヴァとアルヴィス、両者の近所に昔から住んでいる女性であるが、幼少時から彼らを見ているせいか、イザナはこの二者にとにかく甘い。それはアルヴィスが骨になっても変わらず、だ。

（というか……むしろああなってから余計に近いというか。いや分かるけど。心配なの分かるけど。ちょっ！　胸当たってない!?　わ！　わっわ！）

　赤面しつつ目が離せない多感なお年頃である。

「……はい、おしまい。何かあったらすぐ言うのよ？」

「ずいぶん慣れてきたところだよ。首とか一回転して案外具合いいんだこれが」

「……慣れた頃が一番危ないの」

　ふあさ、とアルヴィスの後ろから白ランを羽織らせたイザナが、そのまま後ろから白骨を抱く。

「……次からは黙って無茶するのは許さないから」

「はいよ」

　嘆息（したように見える）骨である。立ち上がる彼に、レヴァは慌てて保健室から距離を取る。

　生徒会長骨は昇降口へと向かう。途中、校長室に軽くノックして「ほね帰りまーす」とだけ告げる。中から「あいよー」と高い声が返ってきた。

　英え印いん学園のフブル校長は一度も生徒の前に姿を現さぬ存在である。訓示やら講演やら、校長らしいことは声のみでこなす。

（声からしたら女の人だと思うんだけどね）

　靴を履き替え帰路につくアルヴィスを、レヴァもこそこそと追う。二つほど角を曲がったところで、

「ほねさん！　ほねさん！」

「おープーチさん、お元気？」

「げんき！　みゅふふ！　だっこ！　だっこ！」

　帰路の途中、付属の幼稚園前だ。骨になってからさらに人目に付くようになったアルヴィスは、恐れ知らずの幼稚園児からは注目の的である。

　中でも年長のプーチちゃんは彼が大のお気に入りだ。付属の高校生とはいえアルヴィスは部外者なのだが、彼の見た目に保育士たちは愛あい想そ笑わらいと汗を浮かべるのみである。

（わー、かわいいねえプーチちゃんは。髪の毛どかーんってなってるのもかわいい）

　骨手に抱き上げられて満面の笑みを浮かべるプーチは、レヴァも思わず相好を崩してしまう愛らしさだ。

「ちっ……さっさと帰れ、骨が」

「おーなんだ、やんのかちびっ子。ふんっ」

「面白い。お互い変わり果てた身だ。決着を着けるか」

　飛んできた悪態に、プーチを抱いたままアルヴィスが鼻を鳴らす（ような音を出す）。

（あら今日はダイス君も出てきた）

　端正な顔に険の強い目をした幼児だ。体は大きいが三歳児である。姉に連れられて行き帰りする様子を、レヴァもよく見る。

　アルヴィスとは仲が悪く、誰にでも愛あい想そがいい白骨が、何故なぜだかこの子供だけには態度が厳しい。

「だーめーだーよー、だいすくん。ひとにそんなこといったら！」

　抱っこされたままのプーチ（五歳）が、年長組らしく年少のダイスを注意する。

「ちっ──人では無かろうが」

　彼はそっぽを向き、無視である。

「もー。しょうがないなー。いっしょにあそんであげるから！　ほねさん、またね！」

　アルヴィスから降りて、てててとプーチはダイスへと歩み寄る。「そんなもの頼んでなど……おい、引っ張るな」彼は苦い表情でされるがまま、幼児らが園へと引っ込んでいく。

「やれやれ」

　再びアルヴィスが一人、行く。もう白骨に近付く者はいない。今日は珍しく、今の彼に接し続ける人々のフルコースだった。

（なんか心配だったけど、こうしてみると結構いるよね……うむむ、骨のくせに）

　何故なぜだかレヴァはそれが腹立たしい。それが良いいことだと、彼女の理性は安あん堵どを得ているというのに、だ。

　意味の分からない憤ふん懣まんにかられて、レヴァは歩を早めて、白一色の幼おさな馴な染じみに並んだ。

「お・つ・か・れ」

「お、おお……おつかれ。なんで怒ってんの？」

「べ・つ・に」

　言葉にトゲを含みつつ横を歩くレヴァに、アルヴィスは頭蓋骨を九十度横に倒してから、まあいいやと気になっていた話題を振った。

「んで、なんだったんだよ今日は。ずっと後ろつけてて」

「うえっ……気付いてたの？」

　思わず頰を赤くするレヴァである。

「そらまあ。バレバレ。マガツ爺じいちゃんに鍛えられてる俺を舐なめて貰もらっちゃあ困るな」

「うぐぐ」

　歯ぎしりする彼女へ、言葉が降ってくる。

「何か用あるんなら遠慮せず言ってくれよ。怖がられるのはもー慣れっこだけどさ。お前にまで引かれたら俺ぁ寂しいよ」

　その、からからと朗らかな、笑いながらの言葉に。

「……っ……そっ……」

　赤色が顔全体に広がった。白骨が気配だけは気がかりそうに、聞いてくる。

「？　どした？」

「なんでもないっ！」

　真っ赤になった顔を見られたくないとばかり、顔を背けてレヴァが叫ぶ。

（そういうこと言うからさぁ～…………！　こいつは～…………！）

　半ば怒りつつ、レヴァは心の中でさらにぎりぎりと歯ぎしりする。

「真横向いて歩きづらくない？」

「ないっ！　アルのばーか、超鈍感。いっぺん死んじゃうといいよ」

「死んだ死んだ。骨だし」

　白ラン白骨と少女が、夕日の中を歩いて行く。
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　心の師匠のためならば




　船が海洋を滑るように移動している。通常の船ではありえない速度で。その船の名を、ソカリスヘヌ号と言う。

　かつて勇者一行を乗せ、魔王軍十じゅう堕だ臣しん・堕だ海かい王おうワダツと共に海へと沈んだ名高き船。その船は紆う余よ曲きょく折せつあり、現在は『整備補修された意志を持つ幽霊船』として、再び海を渡っている。

「は～、レヴァさんと○三さん、お元気っスかねえ」

　船の舳へ先さきにへばりついているのは、元々は船ふな霊だまとして据えられていた、東国風の童子人形だ。それが喋しゃべっている。彼（？）こそは、幽霊船となったソカリスヘヌ号に宿った魂、ソカリィである。

「○三がいるなら滅多なことも起きないだろ。腕とか、あの後ちゃんと直したんだよな？」

　甲板の先端にやってきて答えるのは人骨──我らが主人公であり、ソカリスヘヌ号の過去現在における主、アルだ。

「そだよー。東国のお医者さんと一緒に、縫合とかもちゃんとやってからくっつけ直したからね。ペルゼンさんと同じレベルとは言えないけど」

　さらに答えるのはハルベル。死し霊りょう術じゅつ士しであり、骨と船両方の契約者だ。

　彼らは東国での一件の後、大陸へと帰るための海路上だ。先に名前が出たレヴァと○三は、大陸東部のバルキア共和国に用事があるため、先に船を降りている。今ソカリスヘヌ号は大陸の沿岸を沿うようにして、エイン王国の王都エイエラルドに近い、港町サンゼリーへと向かっているのであった。

「王都に行って、試験受けなきゃだもんね。やるぞー」「ヤルゾー」

　意気をあげるハルベルと、彼女の肩に止まっている蜘蛛くもをにこやかに眺めるのは、騎士然とした女冒険者であるミクトラだ。

「この調子であれば、問題は無さそうですね。ソカリィには凪なぎも関係ありませんし」

　風の他、魔力での自力航行も可能なソカリスヘヌ号は、何せ足が速い。魔力も契約主のハルベルからほぼ無尽蔵に与えられるとなれば、その速度はいや増すというものだ。

「補給もバルキアの港で済ませたし、上手うまくいけばこのままノンストップで──」

　そう、アルが答えようとした時だ。その眼孔が舳へ先さきの指し示す方向で止まっていた。

「雨雲か……？」

　黒く、分厚い雲が進行方向数キル先にある。

「いや──あれ、嵐っスね！　ご主人様たち、中入ったほうがいいかもっス」

　ば、と頭部を上げたソカリィの緊張感を含んだ声。

「突っ切れそうか？」

「んんん～、分かんないっスけど……んを？」

　ミクトラに答えるソカリィを、ひょいと骨腕が抱え上げた。

「さっきはああ言ったが。まだ切羽詰まっているわけじゃないんだ。無理せずどこかに停泊して避けよう」

　アルが優しくソカリィの頭部に手骨を乗せる。

「わたしもそれでいいよ。嵐も長くて二、三日だろうし」

「そうなるとこの近くの港町は……」ミクトラが航海図と西側に見える大陸の地形を眺めた。「ああ、なんだ。セクメルがありますね。もうこんなところまで来ていたのか」

　その町の名前に、ぴく、と頭蓋骨上部にひと房残る蒼あおい髪が揺れた。

「セクメルかあ……あそこの住民には、一部除いてあんま好かれてないからな」

　苦笑するかの如ごとく顎骨が揺れた。かつてアルは、その町にしばらく滞在している。その際、彼はアンデッドとして在ることへの、ある種の答えを得ていた。

　──一人の幼い少女の言葉に。




　○




「いやほんと、避けて正解だった。あんなひどい風とは」

「あれは抜けるのしんどいっス～」

　翌日の夕刻。ソカリスヘヌ号は這ほう這ほうの体ていでセクメルの港に着岸していた。

　嵐を見つけてから数時間後、雨・風・雲はあれよあれよという間にソカリスヘヌ号に近付いて、強烈な勢いで船体を揺らした。その威力はようやく船旅に慣れたハルベルとミクトラを容赦ない船酔いへと連れていき、

「うう……すいません、父様。お役にも立てず……」

　船内ベッドで、東国にて負った傷の療養中であったシミュラルもまた消耗させていた。

「まだ寝てろ。ミクトラの家名のおかげで停泊許可はスムーズに取れたけども、宿はまだだしな。俺がなんとか──」

「し、しかし」降りようとする骨を呼び止めるのは、疲ひ労ろう困こん憊ぱいのミクトラだ。「失礼ながら。主おひとりでは中々手こずるのでは……しばしお待ちください、私が」

　そう言う彼女の膝は実にぷるぷるしている。

「アタシ、ツイテコーカ？」

　アルの他、元気でいるのはハルベルの使役アンデッドであるデケニーくらいだ。アルケニーである彼女は、現在は蜘蛛くもの形態を取っている。

「いやお前何の役に立つの……」

「アルチャンノ頭蓋骨ノ中デ応援スルクライダネ」

「うるさそーなのでいいです。そこで白目剝むいてる我らがご主人様の世話でもしてて」

　肩けん甲こう骨こつをすくめたアルだが、既に町には夜の闇がやってきている。彼の風貌という大きすぎるハンデを差し引いたとしても、宿を取れるかどうかは不透明であった。




　◇




「なんとも、はっきりしねえ天気だな」

　セクメル第三孤児院。町を支配する貴族の手による慈善施設だ。そこの院長をしているサランという初老男性が、ガラス窓から覗のぞく遠くの空を眺めて嘆息した。

「こんなとこに金かけるくらいなら運転資金をもっとくれりゃあな。ったく、貴族様ってのは見た目にこだわるんだからよ」

　そう言って、サランは帳簿に再びペンと目を落とした。孤児院の財政は運営する貴族からのものと、寄付金で賄われている。将来的には孤児たちで何か商売でも、とは思うが創設間もない院ではそうもいかない。そもそもほとんどがまだ幼児だ。

「──ただまあ、新しい方の貴族は多少マシか。あの姉ちゃんミクトラの実家だそうだが」

　サランは先ほどの自分の発言に自ら反論した。なんとなく、知り合いに後ろめたかったからだ。

「ああそうだ、おむつも足さなけりゃ──？」

　ふと。彼は部屋の外、もう孤児たちも寝入り、職員たちも帰って静せい謐ひつに沈む院内へと耳を澄ませた。

　こんこん、と。静寂の中、そんな音が響いている。玄関だ。

「こんな時間になんだぁ？」呆あきれつつ、サランは立ち上がる。「…………」

　一応、という風にさすまたを摑つかみ、エントランスへと向かう。外面だけ立派に建てたせいで物もの盗とりを誘い込んだ、などとは流石さすがに思わないが。

「誰かね……盗人ぬすっとじゃないにしても、玄関開けたら捨て子とか勘弁してくれよ。余裕があんまねえんだ」

　以前数件あった出来事を思い出して、サランは玄関の鍵を開ける。扉を、引き開ける。




　闇の中、雲の切れ間から入る月光に。白々と浮かぶ人骨が立っていた。




「うおおおあおおあおあああ！」「きゃあぁぁああああ！」

　思わず上げた大声に、相手の人骨もびっくりして叫ぶ。

　サランは叫びながらも手元のさすまたを構えようとして、相手の頭上でひと房躍る蒼あおい髪に気付いた。一年ほど前の、あまりにも濃い事件の記憶が甦よみがえる。

「ああああああああ……あ？　あ、アルかお前さん!?」

「ど、ども。サランさん。……カタギの仕事、調子どう？」

　びっくりポーズで両骨腕を上げつつ尋ねる人骨であった。




　○




「宿がねえ、ってお前、そんなもん着くなりこっち来れば良かったろうが」

「いや流石さすがにこの人数は図ずう々ずうしいかなって……」

　数十分後。院長室は申し訳なさそうに縮こまる三人＋二体（アルとデケニー。ソカリィは留守番だ）もの客人を迎え、賑にぎやかになっていた。

「確かにちょいと所帯でも持ったかってくらいだが……くだらねえこと言ってんじゃねえよ。そもそもお前が作ったようなもんだろここ」

　事情を説明されたサランが鼻から息を吐けば、ミクトラが涼やかな仕草で頭を下げる。

「サラン殿。孤児院の運営、御苦労をおかけする。要望があれば随時代官を通じて父に上げていただきたい」

「いやいや、そこまで切羽詰まっているわけでもねえですよ」雇い主の貴族家令嬢に苦笑して、サランは一同を見回す。「まだでかい子供用の部屋は余ってるんで、適当なとこを使ってくれていい。寝床はあるから、とりあえず休んでくれ……ああアル、お前はちょい残って」

「分かった。じゃあみんな、お休み」

　へろへろになったミクトラとハルベル、そしてシミュラルが退室した後、アルとサランは対面に座って息を吐いた。

「助かったよ、サランさん。嵐が去るまで二、三日頼める？」

　アルの言葉に、サランは首をひねった。

「なんだお前、知らねえのか？　ってああ、東国行ってたって言ってたな、さっき」

「なんかあったの？」

　初老の肩がすくめられた。

「セクメル沖はな、およそふた月前から嵐が居座ってる。おかげで漁も海運も出来たもんじゃねえってんで、商人も旅人も足止め、お偉いさんは頭悩ませてるよ。むしろお前らが良く港に着けたなって話だ」

　思いもよらない話をされる。セクメルは港でもつ街だ。それがふた月も封じられている。

「原因は？」

「さてな。調査は色々行われてんだろうが……嵐に近付けんからな」

　そうなると、おそらくはフブルの耳にも入っているはずである。

「なるほどね。新しく宿が取れればいいけれど、それまで世話になっちまうか──流石さすがに宿代は出すからな。断らないでくれよ」

「はっは、お前からなら遠慮なく貰もらっとくか。プーチの養育費だ」

　重めの包みを受け取りつつ出された名前に、アルは頭蓋を揺らした。

「──どうしてる？」

「元気そのものさ。明日は会ってやれよ。なんだかんだ一年近く経たつだろ」

「ほかの子供たちには泣かれそうだよなあ……」

「あ、そりゃたぶん問題ねえぞ」

　軽い返事に、頭蓋骨がさらに九十度ほどの角度まで傾いた。




「わー！　ほねだ！」「あるだ！」「ぷーちちゃんのかれし！」「ほんとにほねー！」「わふっ」

　よじよじつんつんべたべたがしっがじがじ。

　翌朝、朝食の席にはちびっ子と犬にまとわりつかれる人骨がいた。

「プーチが……いや俺もだが。ことあるごとにアルの話するもんだからな。この孤児院の中でだけなら、あいつは寝かしつけ物語のヒーローだよ」

「な、なるほど……」「ほほえましいですねえ」「なんか聞き捨てならない単語なかった!?」

　苦笑しつつその光景を眺めるミクトラ、シミュラル、ハルベルである。

「いや見てないで助けてくんない？」

　子供たちの隙間から聞こえる声に、さらに苦笑を深める一同だ。

「ほらほら飯だぞ。離れて手洗ってこい」

　サランにより散らされる子供たち。ようやっと白骨が見えてきたところで、現れる影がある。

「みゅっふっふ……プーチがしこみました」

　言いつつやってきたのは、少しだけ他より年長な子供だ。ボリュームの多い黒髪に褐色の肌。

「お、起きたかねぼすけ」

「むー！　そゆこといわないで！　アルいるってしってたらおきてたもん！」

　僅かに赤面して、プーチと名乗った幼女がサランに怒る。そして、アルへと向き直った。

「アルー！」

　弾はじけるような笑顔。そして表情には出ないが、その様子はアルの頭蓋も同じであった。

「プーチ！」

　だだっだだだっだだだっぴょーん。がしっ。

　我が身の心配など全くすることのないダッシュ、そしてジャンプ。その信頼に応えて骨腕は幼女の体を受け止めた。

「元気だったか？」「うん！　いいこにしてた!!」

　ぎゅー。頭蓋骨に熱いハグ。そのまま、骨が楽し気にくるくる回る。

「そりゃー。良い子してたとか言ってる寝坊助はいねがー」

「きゃははは！　みゅふー！」

　ぽかーん、と。両者を知るサランとミクトラ以外はその熱愛（？）ぶりを眺める。ひとしきり、アルとプーチは再会を楽しんで、

「はい、着陸」「やーだー」

　食事の席に着かせようとするアルの骨腕にしがみつくプーチ。そんな彼女の豊かな黒髪に、骨の指が乗せられる。

「プーチはお姉さんだろ？　みんなにいいとこ、見せなきゃな」

「ぷー。はぁい」

　引き換えとばかりに、頰と頰骨が触れ合って離れる。

「ぐ、ぐ、ぐぬぬ……あんなでれでれしてるアル初めて見るんですけど……かわいい」

　穏やかならぬのはハルベルであった。羨ましげに、反面良いいもん見たという感じにぷるぷるしている。

「まあまあ……」「プーチは少し主にとって特別だからな」「コドモアイテナンダカラサー」

　苦笑してなだめる友人ふたりと、ポケットの中のデケニー（小声）。しかし彼女たちもまた、近くに座っている子供たちからの追求からは逃れられない。

「おねーさんたちはどっからきたの!?」「髪さらさらー」「ほねとともだちなの？」「ぼうけんしゃだすげー！」

「いいからガキどもさっさと食えこら！」

　サランの笑い交じりの怒声。賑にぎやかな朝食の時間が流れていく。




「んでどうすんだお前ら」

「どーしよーかねえ」

　沖から流れ来る曇り空の午前。この街ではあまり好まれていないアルが目立たぬよう、セクメルの裏通りを行くのはアルとサランだ。

「うおアルさんじゃねえか。久しぶり」「サランさん、元気ー？」

　久方ぶりに会うスラムの人々に軽く腕骨を振って応える。ふたりは船旅の疲れが残るハルベルたちに留守番を頼み、買い出しついでにソカリィに会いに行くところだ。

「しかしまあ船持ちとは御大尽になりやがって」

「もともと権利書持ってたもーん」

「──王都行きか。船ならそりゃ早かろうが。嵐があとどんだけ残るかだな」

「陸路に切り替えても間に合うっちゃ間に合うんだけどさ」

　その場合、予定はきつめになるしソカリィは嵐が過ぎるまでセクメルに留まることになってしまう。ハルベルの魔力を叩たたき込こんだ強行軍で嵐を突っ切る手もあるが、ソカリィの負担を考えれば可能なら避けたいところだ。

「ちっと魚も食材も高騰しててな。正直お前の宿代も割とありがてえってとこだ」

「調査とかってされてんの？　まあ天候に調査も何も無いかもだけど」

「さてなあ。こないだはいよいよ王都から調査隊ってのが何人か来た……らしいけども、えらい若いお貴族様の学生って話でな。頼りになるんだかならんのだか」

「期待薄か。フブルさんも把握してはいるんだろうけど」

　国の魔ま導どう宰さい相しょうの名前を出して、アルは歩を進める。スラムを抜け、港が見えてくる。




「……ふむ」

　アルは舳へ先さきから沖を眺める。ソカリィに事情を説明し、市外へ行くサランと別れてソカリスヘヌ号に残っている。

「自分はどっちでも大丈夫っスよ。ちょっとさみしいけど、ハルちゃんとの契約ラインがあるっスから」

　健気けなげなことを言う船ふな霊だまの頭をひと撫なでして、考える。純粋な異常気象であれば、出来ることはほぼない。そもそもが、アルが特に何かしなければならないわけでもない。サランに少し多めに金を渡しておけば良いだけだ。

（国が動いてるなら、俺が下手なことするとかき回すことにもなりかねんか）

　視線を切る。岸を見れば、そこには見慣れた小さい影が犬を連れててこてこ歩いていた。

「ありゃ、プーチ？」「噂うわさのお子さんっスか？　竿さお持ってるっスね」

　ソカリィの言の通り、彼女は岸壁の荷車止めに腰掛けて糸を海面に垂らしだした。

「おーいプーチ、わんころ。釣りか？」

　船の上から呼びかけると、プーチはぱっと表情を明るくした。

「あー！　アルだ！」直後、彼女はしまったという顔をする。「あやや。えっと……」

「どうしたの。どうせなら船から釣るか？」

　ひょいと船から飛び降りたアルが、傍かたわらにかしゃりと着地。プーチはここが一行の船がある場所だと気付いていなかったのであった。観念したようにアルに抱えられ、船へと乗り込む。

「いらっしゃいっス！　ソカリィっスよ」

「わ、にんぎょうさんがしゃべってる！　プーチです！」「わんっ」

　どちらからともなく両手を合わせてぺんぺーん、と音を鳴らす。仲良くなりそうで骨安心。

　再び釣り糸を垂らしたプーチへ、アルは聞いた。

「釣りなんて始めてたのか」

「サランじいちゃんにおしえてもらったの」少しだけ彼女はためらって、しかし言った。「おさかながね、さいきんたかいって」

「そうらしいな」

　先ほどサランに聞いたことだ。

「でもアルとミクトラおねーちゃんたちにたべてもらいたかったから」

　水面を見つめながら、彼女は呟つぶやいた。

「そっか」アルは静かに頷うなずく。この子らしいと思う。「それでさっき困った顔してたのか。秘密にしたかったのに、悪かったな」

　幼女の小さな胸の内を察する骨だ。かしゃくしゃと頭を撫なでる。

「ぷー。ごはんのときびっくりさせたかったのに」ちょっと頰をふくらませるプーチさんである。「でもいっしょにつりできたから、いーか」

「うう。良い子っスねえ。沖に出ないくらいなら船動かすっスよ」

　アルは胡坐あぐらをかいた大だい腿たい骨こつの間にプーチを乗せて、考え込んだ。こんな小さな子に気を遣わせてしまった。

（んー。やれやれ。そうなると）

　犬と一緒に、空を見る。青空は見えない。

（やる気が出ちまうな）
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「そんなわけで、やるぞ」

「やりますか。私も代官の館を訪ねて、情報を集めて参りました」

「おっ、流石さすが支配貴族の娘」からころと骨手を叩たたく音。

　昼下がりだ。子供たちは先に食べ終わり、現在はお昼寝中である。アルたちとサランが、遅めの昼食をとっている。

「なになに、なにするの？　あ、これおいしー」

「確かに。東国の揚げ物風ですね、父様？」

　机の中央には、プーチとアルが調達してきた小魚丸ごと唐揚げの山が皿に盛られている。最終的には一人と二体で釣りまくり結構な数が釣れたものの、刺身に出来るようなサイズではなかったので丸ごと揚げたのだ。

「お、こりゃうめえな……じゃなくて。お前ら何考えてんだ」

　がりがりと唐揚げをかじりながら渋面するのはサランだ。フォークで行儀悪くアルを指す。

「特にアル、お前以前だってスラム以外の街の奴やつらに感謝もされなかったじゃあねえか。これ以上わざわざ骨折りするこっちゃねえよ」

　かつて、貴族と組んだ犯罪組織による悪行がセクメルには横行していた。経緯あってそれを叩たたき潰つぶしたのが一年前のアルなのだが、犯罪組織の頭目が表向きはこの街では英雄視されていた冒険者だったために、アルに向けられた視線は冷たいものであった。この老人はそれを、ずっと怒っていたのである。

「さて、この街のためとは言ってないが？」人骨は肩けん甲こう骨こつを上下させてうそぶいた。子供たちが眠る部屋の方を、一瞬見る。「ちびっ子の食生活のためだよ。──魚は健康に良いいからね」

「私の方は、一応実家の支配地域のことであるからな。放ってはおけん」

　ドヤ顔で言うのはミクトラだ。この女、主に協力するためなら手段を選ばない。

「あー、嵐のこと？」「ドウニカデキチャウノ？」

「父様は──何者かの意図によるものだと考えているのですか？」

　年少組の質問に、アルはくるりと頭蓋骨を回す。

「それを調べるんだよ。と言っておいてなんだが、サランさん、ちょいと手を借りられるか？」

　呼びかけられて、サランは大きく嘆息した。この骨は、彼の前職を知っている。

「しょ～がねえなこの骨野郎は……昔の伝手を当たってみてやるよ。時期的に、悪さしてる奴やつがいるんなら、入り込んだのは最近だろ」

「はいはい！　わたしたちは何したらいい!?」「アーハジマッタ……」

「ハルベルとデケニーとミクトラは冒険者として街の情報収集を。シミュラルはこの孤児院の護衛兼保育士さんだな」

「了解！」「分かりました」

　契約主の挙手に、アルは仕事を割り振っていく。シミュラルは過去の戦いにおける後遺症があり、今は無理がきかない体だ。加えて、

「同行できないのは寂しいですが。子供の相手は好きですし、私はこの顔も問題ですしね……」

　苦笑するシミュラル。彼（女）の顔は勇者アルヴィスの生前に瓜うり二ふたつである。連合国内ではおおっぴらに歩けば騒ぎが起きる可能性があった。

「俺もお前がいてくれたら安心だよ。子供たちをよろしくな」

「プーチさんも、ですね。ふふ。お任せください、父様」

　午後からの動きが決まった。一同が頷うなずき合う。

「ところで」と、サランがアルへと向き直った。「なんだ父様って。それとなんでその蜘蛛くも喋しゃべってんだ」

「聞かないでくれ」「気ニスンナヨジーサン」
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　冒険者協会セクメル支部。

　ハルベルとミクトラはまずここを訪れた。冒険者は旅ガラスばかりではなく、街に居ついて仕事をする者も多い。そこそこの規模の街であるセクメルならば尚なお更さらだ。

「ここならば地元の冒険者の話もいくらか聞けるはずだ。外から来た者の話も早いだろう」

「よし、がんばろ！」

　扉を開く。瞬間。

「どういうことですの！　何故なぜ情報を受け取れないのです！」「ままま、落ち着いて～」

　飛び込んできたのは、怒声であった。

「いえその、だから今上に確認を取っているところで……」

「私たちは王立騎士養成学園の正式な調査隊ですのよ」「連絡は来ているはず、ですが」

「騎士団と冒険者組合はまた組織が別ですので、許可が下りているか一旦確認を取らないと」

　押し問答である。それをしているのは困り顔の組合の受付嬢と、赤毛の少女、そばかすを頰に持つ少女、そして帯剣する少年だ。

「なんだありゃ」「王都から来たお貴族様だとよ」「騎士の卵ってわけか」「道理でいいもん装備してら」「学生だろ？　遠足かよ」

　周囲の冒険者たちからはそんな囁ささやきが漏れている。いくらかは聞こえたのか、少女が周囲に視線を散らせて黙らせた。

「あれ？　うそ、ペリネ？　ゲルダにダステルも」

　かつての学友の顔を見つけて、思わずハルベルが声をあげた。

「!?」

　赤毛の少女の反応は素早かった。ずば、と顔を入り口に向ける。

「久しぶ「ハルベルさん!?　どうしてここにいらっしゃいますの!?　西方にいるとお聞きしていましたのに」

　しゅばっ、と風が巻き起こるような速度で。ペリネと呼ばれた赤毛の少女はハルベルの元へと移動してその手を握る。

「いやその、いろいろあって。わたしもここにお話聞きに来たんだけど」

「積もる話もありますわ！　少し場所を移しますわよ」

「え、ええ……？」

　有無を言わせぬ勢いのペリネーテスに、ハルベルは目を白黒させる。

「せっかく会ったのだ。情報交換も兼ねて行ってきていいぞ。情報収集は私が請け負おう」

　ミクトラが思わず苦笑して、他のふたりもそれは同様だった。受付嬢へと頭を下げる。

「すいませーん明日出直します」「連絡よろしくお願い、します」

　嵐のように四人の少年少女が去り、残ったのはミクトラのみだ。彼女は苦笑を収めて受付嬢へと目をやった。こちらは既に名の知れた冒険者の視線に、彼女も居住まいを正す。

「やれやれ。さて、少し話を聞けるか？」
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「わたしがここにいるのはそういう訳なんだけど。皆はどうしてここに？」

　近場の喫茶店に腰を落ち着けて、ハルベルはこれまでの遍歴をかいつまんで語った。返ってくるのは、半年以上ぶりに会った学友たちの呆あきれ顔がおである。

「な、なんというか」「うーん……世界一周してる、よ……」

　その評価は、次のペリネーテスの台詞せりふに集約される。

「どれひとつとっても俄にわかには信じられない話ですけれど、貴女あなたとアル先生のことですものね……」

　紅茶をひと口入れて、気を取り直したように彼女は掌てのひらで自分たちを示した。

「とはいえ。我々も色々経験を積みまして。今では学園の中でもそれなりに名が通ったパーティになりましたのよ」

「今回も、セクメル沖の異常について、フブル学長の課題任務で調査に来たんだよ～」

「そうなんだ！　宰相さんから直ちょくとか、すごいよ！」

「そ、そういうことは成し遂げてから言って欲しいものですわね！」

　素直な友人からの賛辞に、ペリネーテスはつんとそっぽを向いた。

（照れてる、ね）（ね～）

　理解ある友人たちは後ろで笑むのみだ。おほん、とペリネーテスは咳せき払ばらいひとつ。

「とはいえ、ハルベルさんの話を聞く限りでは、お互い持っている情報にさほど差はないようですわね……」

　ゲルダが打つ手なし、というように天井を見る。

「だよね。私たちも沖の嵐が去らないってことしかまだ知らないし。手はず通りだったら、冒険者組合で冒険者さんたちがやった調査を見せてもらえるはずだったんだけど」

「急なことだし、連携が取れないのも仕方ない、よ。僕らは街の外から来てるわけ、だし」

　組織としての対抗意識を他所に置いたとしても、中央と地方の意識、中央にマイナスを見せまいとする姿勢、全面協力には様々な障害がある。

「実は、我々にはもう一人仲間がいるのですけれど。もう、紹介したいというのにどこに行ったのだか。年下のくせに、本当に言うことを聞かない……」

「もう一人？」

「ダイス君っていうんだけど、ね。ハルベルが出た後に転入してきたん、だ」

　ダステルの口から出た、ハルベルにとっては意外な名前に、彼女は口をぽかんと開けた。

「……………………へ？」
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　さて。その昔竜王で今は人、ぴちぴち四歳児のダイス君であるが。

「…………………………………………………………………………………………あ？」

「…………………………………………………………………………………………お？」

　ばちばちと。埠ふ頭とうにてアルとガンの付け合いを演じていた。

「なーんーでーお前みたいな物騒なちびっ子がいるんですかー」

「知ったことか。街をうろつく人骨ほどのものではあるまいよ」

　そのまま、数秒。道行く人の視線が集まってきたために、どちらからともなく視線を外す。

「フブルさんの差し金だな。調査に来てるのは若人って聞いたが……若すぎだろよ」

「名目上の頭目は貴族の学生だ。貴様とも面識があるのではなかったか」

　返答に、アルが記憶を探るように宙を見た。彼が知る学生となると、そう多くはない。

「あのハルベルの友達か。なんとも妙な縁だな……しかし、大丈夫なのか？」

　お前みたいなのと一緒で。そういう意思がこもった問いに、ダイスはふんと鼻を鳴らす。

「で、貴様の目的もアレか」

　彼が顎で示す先は、埠ふ頭とうの先、暗雲立ちこめる海域だ。

「王都に戻らなきゃなんなくてな。陸路でもいいが、自然現象じゃあないなら、どうにかして船で帰りたい」

「ではどうにかするのだな。我わが輩はいとしては、学生どもでも貴様らでも、解決するならばどうでもいい」

　即答に、アルは思わず隣の少年を見返した。

「自然現象じゃない確信があるのか？」

　面倒げに。ダイスは欠伸あくびをひとつ漏らした。

「来るまでははっきりしなかったがな」眇すがめた竜眼が、暗雲を射抜く。「眺めれば自明だ。竜気がある」




　◇




　魔王崇拝者の記録１





　終わりが来た、とこれまでに数度男は思った。

　最初は、歴史を学んだ時だ。千年前に去った神々。マルト教会はこれを『神々が地上を人間に託した』とするが、男には『見捨てられた』としか思えなかった。

　だってそれはそうだろう。地上を見渡せば、国と国の歴史を見直せば、人間に地上を任せるなど考えるわけがない。地上に残って諸種族に教えを施した、もしくは支配したという、叡えい智ちの神アンキエイアの方が、どちらが真実だったところでよほど情が厚い。

　次は十数年前、魔王軍の侵攻だ。世界は瞬またたく間まに死と怨えん嗟さの声で満ちた。そして、天を引き裂き万軍を滅ぼす魔王の神の如ごとき力。あれこそは、魔王こそが。人が地上の支配者などではないという何よりの証拠だ。

　そして直近では。半年と少し前。エイン・ヘイベル・オルダネルの三国境界線付近に現れた光の巨人と巨獣だ。男は、巨獣を遠間にて見た。

　圧倒的な威容だった。あれぞ、まさに世界を終わらせる獣だ。

　神代の文献を探れば、あれが『神の残ざん滓し』に関係するものであることは推測がついた。

　つまり答えはこうだ。人は滅ぶべき種である。

　神々は人を見捨てた。なのに人はいつまでも地上にしがみついている。その醜態への神々からの返答が、魔王であり、光の巨人巨獣であると。

　同じ答えに行き着いた者たちは少ないながら確かに存在した。魔王こそが救世の存在であった、と定める者たち。

　魔王崇拝者。
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　冒険者協会セクメル支部。こちらでは、ミクトラが数人から話を聞いていた。

「こっちで調査した者がいない、だと？」

　ミクトラが目を丸くした。

「いえ……その、異常気象の調査依頼。受けた人はいるんですが。未いまだ情報の糸口もなく」

「達成者がいない、と」

　詰まるところ。報酬が安いのだ。

　そもそもが、天候異常の原因など一介の冒険者の手に余る問題ではある。人為的なものだとすれば、推察には専門的な魔法知識が必要になる。

　しかし報酬が安いなら、片手間でやるか、階位の低い冒険者しか受けず、その結果依頼は達成できず、有力な情報は集まらない。真相は全く見えない。

　この場合報酬を出す側はセクメルの支配者──つまりは貴族だ。

「代官の締め上げが足りなかったか……それとも」

　実家ランテクートが渋ったか、と目を剣けん吞のんに光らせるミクトラ。

「い、いえ！　どちらかといえばランテクート家の方は十分な用意をしてくれていたのです」ここで、受付嬢が一ひと際きわ声を潜めた。「他の支配貴族も同じだけの報酬を出してくれれば、もっと呪術や魔法の知識が豊富な冒険者も受けてくれていたと思うのですが……」

　受付嬢のフォローにも、ミクトラは治まらず憤慨の吐息を漏らす。

（冒険者の助けは期待できんか……今から報酬を上げたとしても我々には遅すぎる。そうなると、私に出来ることは）

　ミクトラはここできっぱりと、父親に迷惑をかけることに決めた。

「篝火ベルファイア級ミクトラ＝クート、そして聖火級セイクリツドアル、蠟燭キャンドル級ハルベル＝エリュズのパーティが、この依頼を受ける。いいな」

　そう言い置いて。足を向ける先は、貴族区域だ。
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　孤児院では、シミュラルが子供たちに囲まれていた。午後ひとしきり外で遊んで、今はまったりと室内で手て遊あそびや読み聞かせの時間だ。

「シミュラルねーちゃーん、あたらしいおはなししてー」「にいちゃん？」「でもおっぱいあるよ」「ほんとだ！」

「どっちでもお好きなように呼んでいいですよ」

　にっこり笑って、彼（女）は子供たちに取って来た花で作った冠を被かぶせてやる。

　元々、戦いよりは草花を愛めで、歌や手芸を好む性質なのである。体はほぼ親アルヴィスと同じとはいえ、差異は確かにある。

「では、そうですね。次は勇者のお話をしましょうか」

　わっ、と子供たちから歓声が上がった。わらわらとさらに数人が集まってくる。

　きらきらとした目を見て、ああそうか、とシミュラルは思う。プーチやサランから、彼らは勇者の話を聞いている、と言われたことを思い出す。

（この子たちは、私と同じだ。幼い頃から父親を知らずとも。勇者アルヴィスの話を聞き、胸に愛と勇気を抱いて育つ）

　未成熟体の頃。毎夜寝物語に勇者の物語を語って聞かせた、母の姿。

　シミュラルは自然、別の子供たちに物語るプーチへと視線を移した。気付いて、にっこりと手を振ってくる。

（流石さすがに、母様よりはだいぶ小さいけれど……）

　心の中で笑いつつ、この孤児院の小さな姉役をする少女への好感を高めるシミュラルなのであった。
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　そうして、夜。再び、一同は孤児院の院長室へと戻ってきている。

　各おの々おのが摑つかんだ情報を開示して、今後を検討する。

「竜が関わっているのですか……思ったよりも大事ですね」

　まずはアルから、ということで話が始まり、その内容にミクトラが汗をにじませた。

「ダイスが言うにはね。ただ、成竜ではないらしい。どちらかと言えば強力な亜竜」

　もし成竜が害を為なす気ならば、今頃セクメルは跡形も無い。

「じゃあ、それはペリネたちにも伝わってるんだね。協力してくれるって言ってたよ」

　こちらはハルベル。王都からの調査隊が知己であるため、街の方の調査に加わってくれることとなっている。何な故ぜそれが必要かと言えば、

「亜竜ナンテノガ、ナンデンナコトヤッテンノカ意味ワカンナイカラネ」

　デケニーが魔物としての知識で答える。それもそのはずで、仮にセクメル沖を餌場に構えたとしても、わざわざ長々と天候を荒らすようなことをする意味がない。

「そのことについてはダイスもそう言ってた」

「自然の行動ではない。ならば亜竜の行動に干渉をしている者がいる、という訳ですか」

　成竜なら身にまとう竜りゅう鱗りんと高密度の魔力により、人間の儀式魔法による干渉も撥はね付けるだろうということも、相手が亜竜である論拠のひとつであった。

　次々に交わされる言葉に、サランが大きな息をついた。

「ドラゴンのことなんぞ俺にはさっぱりだが……街で悪さをしてる奴やつについては面白い話が聞けたぞ」

「おお、マジで？　さっすが元セクメル裏社会の親玉」

「ちょおまっ」

　えっ、という感じの視線を複数受けて、サランが慌ててアルのマントを引っ張る。

「ごめんごめん。んで、どうだったの」

「ったく。地下で小銭稼いでる奴やつらからの情報らしいがな」

　言って彼が取り出したものは古い羊皮紙に描かれた、猛烈に枝分かれした地図のようなものだ。ミクトラが困惑したように小首を傾かしげる。

「これは……どこか迷宮の地図ですか？」

「違え。この街の下水道だよ」

　サランの答えにアル以外、あっ、という表情をする。かつて王都の地下に潜った経験を持つハルベルが手を叩たたいた。

「そっか。地下道ってこれくらいの規模の街なら、そりゃあるよね」

「そしてここは川と街の排水を海にも流してる。つまり海に繫つながってるんだ」

　街から海の存在に何かをするならば、地下下水道以上に適した場所はない。

「この地図はここが出来てしばらくくらいのもんだ。今はさらに道が増えてるかもしれねえが、減ってるってこともねえだろ」

　街の地下構造の古地図など、支配者階級からしても超重要な機密資料だ。どうやってそれがサランの手にあるのかは、先ほどアルが口を滑らせた、彼の前職が関係していることは明白だった。

　ともあれ。サランの節くれだった指が地図上にある無数の線の内、街の内陸方向へ奥まった位置のいくつかを指した。

「この辺りから先の一帯。最近妙な新顔がうろついているらしい」

　地下下水道は、孤児たちとはまた違った意味で、家のない者たちの住居でもある。誰彼構わず受け入れる場所である一方、新しい住人はどうしたって目立つ。

「それが暮らしには不自由してなさげな風体で、特定の場所に他人の侵入を拒むようにしてれば、そりゃ目立つ」

「ちなみにその新顔、いつから？」

　アルの質問に、サランは頷うなずいた。

「住みついたのは三、四ヵ月ほど前から、だそうだ。少なくとも半年前には見ていない、とも言ってる。あとな、それと同時期から、地下に住みついてる老人と子供がよく体調不良で倒れてる。関係があるかは分からんが」

　流れるような答えに、場の空気が感心から戦慄へと変わる。

（裏社会のボスさん、やば～）（引退してもなお、ということか）（街デ何カアッタラ即把握サレチャウノネ）（これは流石さすがに父様たちといえど敵かなわぬ点ですね）

　ハルベルたちの視線に気付いて、サランは気まずそうに手を振る。

「おいおい、勘弁してくれ。悪用なんざしねえよ。そもそも今回だって、昔悪党でも今はカタギやってるのに随分と頼っちまった」

「苦労かけたね。経費は後で言ってくれ」

　同情気味にねぎらうのはアルだ。彼は世の酸すいも甘あまいも骨身に染しみている。

「と、なるとだ」かしゃん、と手骨が地図の上に置かれる。海と、街。「二面作戦ってことになるな。亜竜を攻略する側と、地下下水道で新顔さんを探す側」

「ペリネたちが加わってくれるなら、手は足りるか。割り振りは──」

　ミクトラが検討しつつも、答えは出ているようなものだ。

「俺と……嫌だけどダイスとソカリィが亜竜だ。残りは全員で地下を頼む。サランさんとシミュラルは街と孤児院を守ってくれ」

「分かりました」「む……そうなりますか」

　素直に受け入れるシミュラルの隣で、ミクトラが口くち惜おしげに頷うなずく。

　しかし、海上という相手の領域で高位の亜竜相手。船上の戦闘に加えて、海に落ちればそれでアウト。仮に聖火級セイクリツドの冒険者と言えども厳しい環境だ。

「正直、かなりやりづらい戦闘になる。少数精鋭で行くべきだ」

　かしゃりとアルは腕骨を組んで、一体の魔物を思い出す。

「似た経験でいうと……そうだな。十じゅう堕だ臣しんの中で、堕だ海かい王おうワダツ自体の単純な強さはおそらく中位くらいだっただろう。それでも奴やつとの闘いは、俺の当時の未熟を差し引いても本当にきつかった。乗り込んだ船……ソカリィまで沈めちまったからな」

　元勇者にそこまで言わせる戦い。一同がやや戦慄して息をのんだ。超抜戦力のみで挑むほかない、というわけだ。

「仕方ナイネ。マ、ソノ分地下ハ過剰戦力ダ。サクット片付ケヨ」

「サラン殿の情報を加えても捜索範囲は広い。何せ街一つ分の地下だからな。人数は多い方が良かろう」

「その人たちが原因なら、亜竜さんも大人しくなるかもだしね！」
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　翌日早朝。街中ではアルの見た目がはばかられるため、孤児院へとペリネーテスら調査隊の一行がやってきていた。

「そういうわけだ。足は用意してる。組む気あるか？」

「ふン…………」

　アルの予想通り、ダイスは盛大に渋い顔を返してきた。とはいえ、彼も前世のように竜であれば一声で従わせる、ということは不可能だ。

（この男の描いた図というのが業ごう腹はらではあるが──人相手の指揮は一日の長があるか）

　わざとらしく嘆息してやってから、ダイスは学友たちへと振り向いた。

「斯か様ような仕儀だ。ペリネ、腹案はあるか」

　しばらく検討するように目をつむっていた調査隊のリーダー……ペリネーテスがゆっくりと頷うなずいた。

「──いえ。妥当かと思います。こちらでは未いまだ情報も摑つかめておりませんでしたしね。アル先生とハルベルさんたちの御助力、感謝致しますわ」

　アル案を捨てられる代案、無し。ダイス、ちょっとだけがっかり。

「仕方あるまい。そちらはそちらでせいぜい気張るがいい」

「ダイス君も。しっかりお仕事なさいませ」

「アル先生と君なら、余裕かもしれない、けどね」「油断しちゃだめだよ、わたしたちいないんだから」

「ええい、さっさと行け」

　学友たちの声に、ダイスはうるさそうに手をしっしっと振る。

　これをなんとも驚きの気分で見ているのがかつての堕だ竜りゅう王おうを知るアルとデケニーで、

「へえ………………」

「ヤー、今見テモマジ信ジランナイケドネ……アレガディスパテトカ……」

　両者にはちょっと信しんじ難がたいものがある。アルの想像以上に、学生をやっている。

（フブルさん、どういう魔法を使ったんだか知らないが……これなら多少安心かな）

「待たせました、主」「いつでも行けるよ～……あわわ、ねむ」

　そこへ、払ふつ暁ぎょうから港へ行っていたミクトラとハルベルが帰ってきた。

「出発の前に何をしていたんですの？」

「ソカリィ……わたしたちの船なんだけどね。幽霊船だから、魔力どばーって入れてきたの！」

　これに、ペリネーテスら三人は表情をなんとも微妙に引きつらせる。

「相変わらず訳のわからないことをしますわね……」「でも多分ほんとなんだよね～これ」「ま、まあ、ハルベルのことだか、ら」

　懐ふところの深い友人たちであった。

「では、父様、ハルベルたちも。どうかお気をつけて」「ま、お前なんだから心配はしてねえがよ……」

「ああ。こっちは頼むな、シミュラル。サランさんも」

　と。孤児院に残るふたりの横に、ひょこっと現れる影がある。

「アル、どっかいく？」

　傾かしげられた首に合わせてわさっ、と揺れる黒いボリュームのある髪の持ち主は、

「プーチ、すまん。起こしちまったか？」

　早朝である。他の子供たちは皆、まだ夢の中だ。人骨がかしゃりと跪ひざまずいて、プーチへ目線を合わせた。

「ちょっと嵐さんに頼んで、お帰りいただいてくるよ。良い子で待ってな」

「アル、あらしさんとおはなしできるの？」

「まあね。内緒だぜ？」

　しー、と。一体と一人がともに口の前へ指（骨）を立てて、笑い合う。ぽす、と幼女が肋ろっ骨こつ目がけて抱きついた。

「……またかえってくる？」

「もちろん。心の師匠との約束は破らないさ。会いに来ただろ？　ちゃんと」

「うん！」

　黒髪の中に指骨を埋めて、優しく梳くしけずる。プーチは気持ちよさげに目を閉じた。

「むむむむむむむむ、アルってば、めちゃくちゃプーチちゃんにやさしい……」

　口元を心境とシンクロさせて複雑にもにょもにょさせつつ、アルにも魔力をチャージする契約主であった。

「みんなも、いってらっしゃい」

　骨の胸骨から顔を上げて、プーチは出発組ひとりひとりに手を合わせに行く。

「あら」「うふふ～」「ありが、とう」

　可愛かわいらしい出陣式を、皆が笑って手で受ける。そうして、最後の一人にててて、と寄って行った。一同、「あっ」という顔。

「ん」

「…………………………………………」

　困惑と苦々しさが半々、という表情で、ダイスは差し出された小さな掌てのひらを見る。その腕は組まれていた。

「んっ」

　気付かれなかったと思ったのか、プーチ、ちょっと背伸び。

「……………………………………………………………………………………」

　少年の眉間の縦線がひとつ増えた。

「ダイス君。受けてあげなさいな」

　調査隊長の言葉にダイスが顔を上げれば、いつの間にか全員から行方を見守られていた。

（人というのは、全く。幼体の気まぐれに一喜一憂など。度どし難がたい）

　そう思いながら、諦めてダイスは腕を解いた。




　さて、ダイスに会うと驚く者がもうひとり──いや、一体、いる。

「あばばばばばっばばば……ご、ご主人様、このちびちゃ……じゃない、このお方は？」

　アルとダイスが乗り込んだ船上で、ぷるぷるしているのはソカリィだ。名状しがたき畏れがこの船ふな霊だま人形の魂を覆っていた。

「なんだ、コレは」

　不審げな目でダイスが動く人形を見る。それでまたソカリィはぷるぷるする。悪循環だ。

「あ、そーか、ソカリィって堕だ海かい王おうとかもろもろの魔力で出来てるから……」

　アルは思い出す。かつてオルダネル帝国ノストヴァール沖にて、堕だ海かい王おうや戦場の死者と共に沈みゆくソカリスヘヌ号へ、彼らの魂や魔力が宿って生まれた存在がソカリィだ。元となった者たちの多くが、堕だ竜りゅう王おうディスパテの威を知る者なのであった。その記憶は無くとも、

（魂にまで刻まれる畏怖、か……）改めて、アルは堕だ竜りゅう王おうという存在の強大さを思う。（魔王もそうだけどよく勝てたなー俺）

　事情を解説されたダイスが鬱陶しげに首を振った。

「怯おびえるな。今ここにあるのは人間、ダイスだ。そのように生きると決めている」

「だそうなので。気にしなくていいよ」

「は、はいっス～」

　出発進行。沖から吹き付ける風に逆らうように滑り出すソカリスヘヌ号。

　行く先の暗雲を睨にらみながら、ダイスが問いを発した。

「あの子供」

　アルはすぐに察した。プーチのことだ。

「この件に嚙かむと決めた理由はそれか。随分入れ込んだものだ」

　人骨が骨らしく無言を返すと、追撃が飛んできた。

「隠し子か」

「ちっげーし！　なんで誰も彼もそんなこと言うんだよ！」

　たまらず言い返す。憤然としたように骨腕組みつつ、嵐を睨にらんでアルは続けた。

「──お前な、お姉さん──ルーラットさんが困ってたら、どうするよ」

　少年の片眉が上がった。ソカリィは「？」と視線を左右している。

「────────そうか」

　納得した、とでもいうように。ダイスもまた暗雲へと視線を向けた。
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「思い出すね、これ」

「ああ、一年前の」「上級任務課題だね」「あの時も地下だった、ね」

　地下下水道。壁に等間隔で明かりが灯ともされた通路を行く者たちがある。ハルベル、ミクトラにペリネーテスら学園の三人だ。デケニーは即応出来るようにハルベルの肩にいる。

「地下墓地の掃討だったか。中々のものだったと主から聞いているぞ」

「いやいや～、あの時はさんざん助けられちゃって……わたしたち何度か死んだし」

　苦笑いしながらゲルダが謙遜する。後にも先にも、死んだ経験はあの時限りだ。

「今度は生き返らせてくれるアル先生はいない、よ」

「ええ。注意して行きますわよ」

　前衛をミクトラ、中衛を学園調査隊、殿しんがりをハルベルとデケニーが務めている。地下下水道では通常見られない格好の集団に、住人たちが困惑の眼まな差ざしを向けている。

　そんな地下を、数百メルも進んだ先のことだ。

「あんたら……冒険者か？」

　通路の奥から現れ、おずおずと声をかけてきた者たちがいる。厚手の衣服をまとい、フードやらで目元しか見えないような男たちだ。ミクトラが警戒して返答した。

「そうだ。お前たちは」

「俺たちはしがないどぶさらいだよ」

「家々から落ちる有用な品や小銭を拾い歩く人たちだね……」

　貴族の仲間たちへ、ゲルダが説明する。

「そうか、冒険者か……」男たちは一旦視線を交わして、向き直る。「冒険者にはちょっと借りがあるからな」

　今度はハルベルたちが顔を見合わせる番だった。よもやこの時、どぶさらいの男たちの脳裏にハルベルらも良く知る骨が浮かんでいることなど知りようがない。

「あの物騒な新顔探してんだろ。なんか調べまわってるのがいるって聞いたからよ」

「犯罪行為の疑いがあってな。……あー、いや、警戒しなくていい」

　地下下水道の管理は本来公権の仕事だが、それを言えば住みつくことも違法だ。ただ、それをいちいち検挙してなどいられない。ミクトラやペリネーテスとてその程度は弁わきまえている。

「我々もあなた方のような微罪を捕まえに来たわけではありませんわ……しかし、物騒？」

「ここ最近だ。うっかり行き会った奴やつが襲われてる」「さらわれた奴やつもいるって」「体調崩す奴やつらも増えてんだ。俺はあいつらが毒でも流してるんじゃねえかと踏んでる」

　情報通り。捜索対象は、同じ地下に住む者たちの評判が良くないようであった。

「この地図だと……今は拡張されたこの辺から先の区間にいるぜ、こいつら」

　男たちが古地図の空白を指さす。まだ広いが、捜索範囲は半分になった。

「俺らもこいつらがいると奥の方に行けなくて困るんだよ。ちっと頼むわ」

「ちゃっかりしていますこと。任せなさい」

　ペリネーテスが代表して請け負い、一行は再び地下下水道を行く。示された場所は、複数の通路を経て海の方へ開いた区域だ。
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　海が泡立った。

　周囲は既に風も荒く、海面は平らかにあることを捨て去ってうねるばかり。

　嵐の海である。その中でなお、明らかに分かるほどに海面が泡立った。

「魔力反応とでっかい生き物反応！　来るっスよ！」

　ソカリィが叫んで、船を無理やり左へ曲げる。通常の船舶ではまず無理な急旋回だ。熟練の船乗りでも転ばぬことは難しいその甲板で、一体の骨と一人の少年が堂々立っている。

「来るか」「ああ」

　互いの言葉の瞬間だ。先ほどまでソカリスヘヌ号がいた位置を、海中から鞭むち打うつようにのたうつ長大な尾が舞った。

　そう、尾だ。それだけでソカリスヘヌ号の全長を軽々超える尾が、海を割る。衝撃でソカリスヘヌ号も一時、その船底を宙へ浮かせた。

「知恵が回らず狂うも納得の大きさだな。全長で二百メルはあるか」

「あーやだやだ。頭どこだよ頭」

　着水。激震する船上で、アルとダイスが尾の主を見極めんと海を見る。

　それは、ほどなく現れた。初撃をかわした羽虫を確認せんと、海面から首が突き出てくる。

「流線形の頭部……レヴィア型のシーサーペントだな、やっぱ」

「人の分類だとそうなるか」




◆シーサーペント（人類敵対度……Ｄ。敵対行動を取った者には容赦がない）


　遠洋に生息する海竜種。亜竜に分類されるが、さらにその中でいくつかの種類に分かれる。最大はレヴィア型と呼ばれ、百メル以上の個体が確認されている。

　成竜ほどの力はないが、なにせ基本的に巨大。かつ、出会うのは相手のホームグラウンド、海である。激しく揺れる船上でまともに戦闘することは難しく、実質的に討伐難度は地上で成竜を相手にすることと大差無い。出会ったら去るのを待つか、逃げの一手が基本だろう。

　知能は成竜とは違いそこまで高くはないが、船を個別認識する程度にはある、という報告が漁師たちから挙がっている。

　特徴的な能力が、高位の個体に備わる天候操作の力だ。魔力を海水に通し、そこから気圧に干渉し嵐を呼ぶ。主に、縄張りの主張や怒りの発散のために行われる。

　加えて巨体から来る果てしない膂りょ力りょくと体力、そして高圧水流のブレス。仮に倒すならば上級魔法による防御と遠隔攻撃の手段が大量に必要だ。



　勇者アルヴィス曰いわく『やるんなら上級の魔法使いは攻防の二人欲しいね。戦士剣士は役に立たないので救助役をしよう。いや、マガツの爺じいさんとか船上から斬り捨ててたけど……ふつうできねーからねあんなの』




「ソカリィ！　尾っぽ避けながら休憩足場として滞留！　行けるか！」

「了解っス！　尾っぽだけ避けるなら！」

「上出来だ」

　ば、とアルとダイスが宙へ飛んだ。そのまま、魔力で足場を作り、足を乗せ、次の足場を作る、ということを繰り返して接近していく。

　ごっばぁ！　と。即座に海竜の口から高圧の水流が迸ほとばしった。飲み込んだ大量の海水を、体内の器官を通して圧縮、軍艦の金属装甲をも貫く鋭さで吐き出す必殺のブレスだ。

「よいしょぉ！」

　しかし。海竜に取ってみれば宙を跳ねる極小の粒ふたつ。そうそう命中するものではない。嵐の中を切り裂いて飛び去った大量の海水が、暗雲の外側で虹を作る。

「手早く済ますぞ！　合わせろ！」「そちらがな！」

　ブレス直後の頭部左右から。同質の魔力をまとった黒剣と拳が挟み込むように振り抜かれた。巨人級ゴーレムが粉砕されるほどの威力が二撃。それも左右同時だ。

　炸さく裂れつする。

「「…………………………！」」

　少年と、表情のない頭蓋骨が同じ感情を顕あらわした。

　驚きょう愕がくだ。
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　地下下水道。海への排水や連絡用に新たに作られた経路へと入り込み、方角的には街の外部、海岸に繫つながっていると察せられた。

「ふっ……！」

　ダステルの長剣がジェイルリザードの口を上から刺して縫ぬい留とめる。瞬時、暴れる尾をゲルダの棍こんが殴り飛ばした。

「二秒後に退避！　────────パイロネイル！」

　返事も無くふたりが跳ね退き、そこへ炎の突起が殺到した。内部から焼かれた大トカゲが力尽きる。

「おおー」ぱちぱちと拍手するのはハルベルだ。「すごいよ、みんな！」

　かつて王都の地下で同種の魔物と出会った際には、ハルベルを含めて盛大に手こずったが、今では流れるように撃破している。ミクトラもこれには感心しきりとばかりに頷うなずいた。

「うむ。見事な手並みだ。私やデケニーが出る幕など無かったな」

「え、えへへ……」「ダステル、でれでれしすぎ～」

「ふふ。我々も一年近く、遊んでいたわけではありませんわ」

　隠しきれぬ照れを口元に漂わせてペリネーテスが杖つえを収める。地下在住の人間たちが生活範囲としている場所からは離れ、魔物がうろつく領域へと入っていた。

　似たような戦闘が数度行われ、一行は複数の水路が合流する地点で小休止を取る。

　新しい区域のために存在する魔ま力りょく灯とうで地図を照らし、ミクトラが眉をひそめた。

「むぅ……どうにも道が分かれすぎているな。これを虱しらみ潰つぶしとなると──」

「無計画に広げすぎなんですわ！　計画者の顔が見たいですわ！　……って、ハルベルさん？」

　憤慨するペリネ─テスの横で、ハルべルが身を屈かがめていた。その視線は遥はるか先、海へと向かう下水の流れを睨にらんでいる。

（これ、もしかして──）

　す、と彼女の手がその水面へと下ろされた。

「ハルベルさん!?」「ちょ、汚いよ～」

　学生たちが慌てるが、ミクトラはすぐさま周囲へ視線を飛ばす。

「静かに。彼女の集中を乱さずに」

　そのまま、数秒。目を閉じていたハルベルが顔を上げた。

「あそこ」上げられた指が、水を滴したたらせてひとつの水路を指す。「魔力の流れがある」

　その、言葉の意味。学園でのハルベルの成績を知るペリネーテスが、目を瞬まばたかせた。

「ハルベルさんが感じ取る魔力ということは、つまり──」

「うん」ハルベルが頷うなずく。「死し霊りょう術じゅつを使ってる人がいる」
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　アルとダイスの剣と拳。それは、海竜の頭部に届いていない。

「ぅおぅぉ……」

　海竜の頭頂部を構成する大おお鱗うろこ、その隙間より。胸に大穴を開けた、干からびた人体が覗のぞいている。それが、両手を左右に伸ばし、現れた魔力障壁によりアルとダイス、ふたりの一撃を押しとどめていた。

　虚の如ごとき暗黒の双眼が、アルとダイスを見回した。

　海竜から発されていると思われていた狂気が膨れ上がる。

　同時。アルたちを薙なぎ払はらう海竜のブレス、そして現れた何者かの雷撃が同時に放たれる。

　間一髪、人骨と少年は障壁を蹴りつけてそれらをかわす。後方からソカリィの「うひー！」という悲鳴が無事を知らせる。

（上級魔法……！　つまり）

「リッチか。ふん、取とり憑ついておったわけだ」




◆リッチ（人類敵対度……Ｃ。生前次第だが、いい人はあんまりリッチにならない）


　多数の魔法を操るアンデッド。条件としては『自らにかけた死し霊りょう術じゅつにより継続的に自活するアンデッド』を指す。己の意識や知識を魔力により維持しており、多くのアンデッドに見られる難点──狂気により認識能力や魔法能力が失われることがない。

　とはいえ話が分かる、などとは思わぬ方が良く、大体のリッチは人里を離れた山奥やダンジョンの深部に己のテリトリーを構え、侵入した者を襲い、魔法研究の素材にしたり手下のアンデッドにしたりする。危険な魔物とみるべき。

　魔法使いが寿命を克服するためにこの外げ法ほうを用いることが多い。元が高位の魔法使いのため、ほぼ全個体が強力な魔法を扱う。物理的な防御は魔法使いに準じる程度だが、当然魔力障壁などは軽々とこなすだろう。

　死し霊りょう術じゅつの才能が必要となるため、世の高位魔法使いが全てリッチになれるわけではないが、外部の手によりリッチとなる例も存在する。




　勇者アルヴィス曰いわく『中には見た目に気を遣ってるリッチもいて、そういうのは人間とほとんど見分けがつかない。あ、ちなみにフブルさんは長生きだけどリッチじゃないよ』

『やかましいわバカタレ何書いとるか』（特別寄稿…フブル＝タワワト氏より。三版より追加）






「ぅぅうぅぅぅ……消えろ、消えろぉぉぉおおお……！」

　嵐の中をつんざく敵意も明らかに、リッチは竜騎兵の如ごとく海竜の頭部で雄お叫たけびを上げる。

「しかし狂っておるようだが」

「魔法使ってる辺り論理が狂ってるタイプかなあ。こりゃ面倒だな」

　通常のシーサーペント相手であれば、頭部に接近さえ出来ればアルは強力な魔力斬撃でカタを付けられる。しかし、頭部に陣取るリッチが防御と攻撃両面を補っている。シーサーペント自体の体力と防御力が高いために、一枚の防御障壁でも相当に面倒なものとなる。

「それも、たかだか防御魔法だけで我わが輩はいの一撃を防ぐか。何かカラクリがあるな」

「同感だ。そもそもカラクリっつったら、亜竜に寄生して操るなんてこともな。可能なのかあんなの」

　言いながら、二者が見るのはリッチの胸にでかでか目立つ穴だ。嫌そうにダイスが推測した。

「食われたな。それで死して直後にリッチとなり、内部から乗っ取ったか」

「なんだそりゃ……っとぉ」

　海面から跳ね上がる尾撃を、互いに離れるように飛んでかわす。

（しかしそうなると、被害者ってことになるのか……？）
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　魔王崇拝者の記録２





　魔王崇拝者。人類の天敵たる魔王を崇あがめる者たち。何故なぜそんな存在が生まれたかといえば、答えは単純だ。

　終末論者というものはいつの時代もいるものだからだ。さらに、そんな人々が、神の如ごとき魔法を操り、人間国家を軽々と蹂じゅう躙りんする一存在の力を目にしたとすれば。人の間にすら崇拝が生まれることは、数こそ少なくとも当然の帰結であった。

　さて。魔王崇拝者たちは、男を快く受け入れた。男は真正の孤独者であり、誰とも、どことも繫つながりのない存在だったからだ。魔王戦争後、そういった存在は多く生まれたが、彼らが男を受け入れた理由は『どうとでも使える』者だったからだ。

　男に魔法研究の下地があったことも幸いした。活いかす先が無くなったその知識と能力を、男は惜しみなく魔王崇拝者に開帳した。

　結果として。魔王崇拝者たちはセクメルを干上がらせることを選択した。セクメルには、古くから近海の主としての海竜信仰がある。古くから港を経済の中心とする以上、天候を操る力を持つ存在への信仰が生まれるのは自明だ。

　男の持っていた神代の儀式魔法。その知識から、生いけ贄にえを用いた手法を見み出いだした魔王崇拝者たちは、さっそくその選定にかかろうとした。




　──男が手を挙げたのは、その時だ。
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「どうもこれは……」「当たりです、ね」

　前衛のダステルが注意深く歩を進めながら、隣のミクトラへ答える。

　明らかに、人が生活するのに必要なもの以外の痕跡がある。

「これは──」そのうちのひとつを、ミクトラが手に取った。「姉上から教わったことがある。儀式魔法用の塗料と、魔法陣の痕跡だ」

　彼女の姉は、エルフの国、精霊領域フィネグンドにて植物と古代魔法の研究を行っている。

「そのようですわね。こちらには、魔香を焚たいた跡……」

　検分するミクトラとペリネーテスから少し離れて、ハルベルが視線を左右にやった。

「女帝サマ？」「うん」

　契約アンデッドの声に頷うなずいて。ハルベルは魔力を流す。

　重なるように飛来した大火球と電撃が、爆炎と轟ごう音おんで弾はじけるように散った。通路の奥から放たれた魔法を、魔力を込めて張られた糸が周囲へと受け流したのだ。

「っ出た、か！」「ハルベル、後ろに！」

　即座に、探索状態から陣形を組み直す。

「よろしくネ、お嬢ちゃんたチ」

「ど、どうも……」「すごい方を見つけましたのね、ハルベルさん……」

　汗をかく思いで、中衛のゲルダと後衛のペリネーテスが、アルケニーの真体へと戻ったデケニーに並ぶ。

「き、貴様らは」

　通路の奥から声が響く。前衛のミクトラが進み出て、そこを視界に収めた。

　通路最奥の儀式魔法祭壇。倒れた複数の骸むくろ。真っ青な顔をした二人の男。

「動くな！　抵抗は無意味と知れ」

「エイン王国立騎士養成学園調査隊ですわ！　セクメルの天候異常について、貴方あなたがたにお聞きしたいことがあります」

　続けて、ペリネーテスが通告する。

　返事は三つの火球だった。無詠唱で撃ち込まれる火属性の低級魔法。速度・威力ともに申し分のない精度。並の戦士であれば、防御が間に合わず痛手を受けるであろう攻撃であった。

「ふっ！」

　しかし。ミクトラという女は既にそういった領域にいない。即座に魔力の乗った斬撃で全弾切り払う。迷いのない行動に、男たちの間に動揺が走った。

「ひっ」「ま、待て……！」

「攻撃しておいて今更何言ってるん、だ！」「行きますわよ！　テイルウィン！」

　ごう、とミクトラとダステルの背中を風が押す。ペリネーテスの行使した風属性の低級魔法だ。単純に強風を巻き起こすだけの魔法だが、近接担当と呼吸を合わせた場合、それだけで強力な補助となり、相手には妨害となる一手。

　文字通り風のような速度で、前衛二人が一瞬で男たちの懐ふところへ到達する。魔法が既に間に合わない距離。ご、と鈍い音が連続した。剣の柄つかによる打撃だ。

「がぎゃっ……！」

「ゲルダっ！」「祭壇、を！」

「はいっ！　ディスッ……ペラル！」

　呼びかけに応えて。青髪の少女が動いた。解呪の魔法を発動。さらに体を斜めに回転させて、魔法を乗せてフルスイングした棍こんを叩たたきつける！

「や、やめ──！」

　男の悲鳴じみた懇願。しかし、直後に一撃は祭壇の中央部を打ち砕く。

　どのような儀式魔法にしろ、敵方に利するものであるのが当然だ。放置する理由はない。ゲルダたちの行動は全く理にかなったものである。

「死し霊りょう術じゅつのラインが弱まった！」

　さらに、ハルベルが感知し続けていた死し霊りょう術じゅつ。解除のチャンスと見て、彼女はその契約へと手を伸ばした。

　通常、他者の死し霊りょう術じゅつへの干渉は非常に困難なものとなる。しかし、神与ともいえる天性の魔力量に加え、当代随一の死し霊りょう術じゅつ士しである師の元で修業を積んだ今のハルベルに限れば、その常識は通用しない。ミクトラに取り押さえられながら、男がうめいた。

「な、なにをして……！」

「んんんっ！」

　手で摑んだ魔力線を解析し、最低限の同調。そして、魔力任せに引き千切る。

「なっ、あ……！　ああ……!?」

　呆ぼう然ぜんとした、何をされたのか分からない、という声。同時、男たちから気力が失うせた。取り押さえられるままに、がっくりと這はいつくばる。

「なにか今、魔法技術への冒ぼう瀆とくを見た気がしますわ……ほんとにハルベルさんは、もう」

　常識外れの暴挙にジト目で告げるペリネーテス。

「んー、拍子抜けだネ。何もすることなかっタ……」

「最初の不意打ち防いでくれたじゃない。あれが一番大きいよ」

　残念げに言うデケニーの蜘蛛腹を、ぽんぽんと主がねぎらう。

「ば、ばかなことをしやがって……！　これでみんなお終しまいだ……！」

　取り押さえられた男がうめいた。腕を極きめているダステルが冷淡に上から告げる。

「そうだ、ね。貴方あなたたちの悪事もこれまで、だ」

「違う！　そんなことじゃあない！　お前らはやりすぎたんだ！」

　弾劾の叫びに、流石さすがに一行も眉をひそめる。ミクトラが縄を取り出しながら問うた。

「どういうことだ。お前たちの行動、一から説明してもらおう」
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　セクメル沖では、未いまだにひとりと三者の異形による戦いが続いている。

「堅いな、くそ！」「随分と潤沢に魔力を使う。源はどこだ」

　リッチが取とり憑ついた海竜は、異様なほどの頑強さでアルとダイスに拮きっ抗こうしていた。強固な魔法による防御と、巨大さゆえの攻撃可能部位の大移動。頭を振っただけで、数十メル単位で遠のいてしまう。

『じ、自分が突っ込めば……』

「ダメだ。離れて大人しくしてろ」

　念話でかつての行動を提案してくるソカリィを却下しつつ、

「しかし、魔力の源か……シーサーペントからちょっぱってる以外のがあるってことか？」

　アルが疑問を呈した、その瞬間だ。この時、その『源』が。セクメル地下でハルベルによる魔力線の断絶が起きている。

　魔力線は、シーサーペントの頭頂、リッチに繫つながっていた。

「！　！　！　！　！　！　！　！　！」

　ぶるり、と干からびた総身が震える。好機、と即座に反応したのはダイスだ。

「劣れつ牙が」

　ご、と魔力拳の衝撃波が一瞬で百メルを奔はしる。狙い違たがわず、リッチに直撃した。大きくシーサーペントの頭部が傾かしぐ。アルの期待の視線に、ダイスは舌打ちで答える。

「急所は外したか。小こ癪しゃくな」

　言葉通り。海竜は再び首を戻し、リッチの姿も嵐の中に垣かい間ま見みえる。脇腹が大きく抉えぐれ、胸の大穴と繫つながっていたが、アンデッドである。健在であった。

「あの……役、立たず、どもが……！」

「「！」」

　怨えん嗟さの声が迸ほとばしった。海竜を操る生いけ贄にえとされたと、そう思われていた存在から。

「たかが門番すら果たせんか！　私の伝えた魔法まで使ってなお！　かような様で何を為なそうとしていた！　人の終わりという世の摂理に、身を捧ささげる覚悟も意思も無き紛まがい者もの共が！」

　猛たける。生いけ贄にえとされ海竜に食われ、アンデッドとなってまでこの世に残り続ける存在が、だ。

　頭を戻した勢いのまま、シーサーペントは海中に突っ込む。そのまま、深く潜航する。

「！　逃げる!?」「否だ。これは──」

　一息に百メル以上を潜り、リッチは魔力を海水に通す。うねりを生むために。己が存在を維持している魔力。それも全て叩たたき込こむ。

　膨大な量の海水が、蠢うごめいた。




　◇




　魔王崇拝者の記録３





　生いけ贄にえになるという男の挙手に、彼らは驚いた。男の伝えた数々の魔法や儀式は、既に彼らの活動において重い価値を持っていたからだ。

　生いけ贄にえは適当な地下生活者をさらえばよい。呪いの儀式魔法を施した後で食わせ、その儀式をここで続けていけば、海竜は狂い、上手うまくいけば長い嵐を呼ぶだろう。

　その説得を、男は生なま温ぬるいと一蹴した。確実にセクメルを滅ぼす。さらにはその先も続けて、数多あまたの港を滅ぼし続ける。その意思が無いと。

　自らを死し霊りょう術じゅつによりリッチとし、儀式魔法と合わせて魔王崇拝者たちから魔力を供給、海を支配する海魔とならん。

　セクメルが終われば次はサンゼリーか、それとも堕だ海かい王おうをもってして潰せなかったノストヴァールか。どこでもいい。海は世界と繫つながっている。

　思えばこの時既に、男は狂っていた。
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「つまり、ダ」

　話を聞き終えて、デケニーが乱暴にまとめた。

「ちょっとレベルの違うガチ勢を引き入れたせいデ、内から乗っ取られタ、ト」

「わ、我々は……！　生き続けて活動を続けるつもりだったのだ……！　それを……奴やつは……」

　ミクトラが苦い思いで、ここに来た時には既に倒れていた骸むくろを見る。

「つまりこれらは、犠牲者ではなくお前たちの同胞ということか。しかし、何な故ぜ自分たちを養分とするような計画に唯い々い諾だく々だくと従った？」

「──継続して海竜を操るための儀式魔法が絡からんだ死し霊りょう術じゅつの契約は、奴やつが組んだ。契約を欺ぎ瞞まんし、死し霊りょう術じゅつのラインを双方向性にしたのだ、奴やつは。気付いた時には……」

「自分たちが支配される側になっていた、というわけですのね。お粗末ですこと」

　しかし今、そのラインは断たれた。儀式魔法のための祭壇も砕かれた。

「じゃあ後は効力無くなっちゃうんじゃないの～？」

　ゲルダの喜色が混じった声に、魔王崇拝者の男は激しく首を振った。

「だから、違う！　奴やつはもう既にかなりの魔力を蓄えている！　だが双方向と言っただろう……魔力の引き合いに負けてはいても、我々は我々で、奴やつを引き留めていたんだ！」

「確実にセクメルを滅ぼすためと説得して、長期策で干上がらせるように……奴やつの言う通りにしていれば、今頃我々もとっくにそこで干からびている」

　二人が言う意味を悟って、ダステルが息をのむ。それが外れた。

「後を失った代わり、に……彼はもう我慢をする意味が無い、のか」

「ひとつ聞かせて。そのひとの言う通りっていうのは？」

「わ……我々と、この地下下水道に住む者たちの魔力を全て吸い上げて、セクメルの港を津波で破壊する。そして海洋に出て、全ての港で同じことをする。魔力が尽きて、死ぬまで」

「付き合っていられるか。死んだとして、魔力として一体となるのだから良いいだろう、と奴やつは笑っていた……」

「魔王を崇拝して街に被害を与えておきながら、己の命は惜しいとは。勝手なことを……！」

「我々が死ねば、この教えが失われる……！　だが、もう終わりだ。すぐに津波は来る」

　信仰と保身がないまぜになった顔。ぎり、とミクトラが怒りに歯を軋きしらせる。

「戻って街の皆を……！」

　その瞬間だ。

　通路を奔流が襲った。
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　うごめく海面と魔力の流れから、アルは状況を悟った。

「みんな、プーチ……くっ！」

　白骨が蒼そう白はくになる思いで海面を見る。今から止められるか、どうか。

　黒炎が舞った。横を振り向けば、ダイスが魔力の足場に頼らず浮いている。その全身は竜の姿を人の身で模したかのように黒いオーラで鎧よろわれていた。

（黒こく竜りゅう気き……！）

　前世の力を思い起こしたアルが僅か戦慄するも、ダイスは歪いびつな竜の爪を海面へと向けた。

「奴やつのところまで海水を裂く。突っ込め」

　その異様な提案に、しかしディスパテの力を知るアルは頷うなずく。その一端しか今は残っておらずとも、

（こいつなら、やる）

　海面を見る。胸の黒こく竜りゅう牙がから魔力を引きずり出す。

「堕竜魔力、起動。侵しん蝕しょくを許可する──ソカリィ！　もっと離れてろ！」

　湧き出た黒い魔力を神聖剣の切っ先へと集中。同時、ダイスの魔力もまた膨れ上がる。天に掲げられた長大な黒竜の腕。その余波だけで嵐の黒雲引き裂いて、光を洋上へと届けてくる。

「黒竜真牙くろぬりのうがち」

　虚無が大海を撃ち抜いた。莫ばく大だいな水圧を丸ごと無視して、海への厄災と化した黒こく竜りゅう気きが一瞬の縦穴を海へ開けた。直後。

「黒封解除シールリリース────動拳奥おく伝でん・寂光足ジャツコウソク！」

　音を瞬時に置き去りにして、黒こく白びゃくの一条が飛び込んだ。
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　魔王の侵攻により大昔から続く魔法を伝える一族は男を残して全滅した。圧倒的な、男の伝える魔法など塵じん芥かいであると断じる、その業ごう魔ま。

　魔王。これにより人の世界は滅ぼされねばならない。

　魔王は逆らうべき存在ではなく、崇あがめ、その手にかかることを誇りとすべきものだった。

　でなければ。そうでなければおかしい。道理に合わない。

　胸の穴。それはもっと前から空いていた。

　人は神に捨てられて。魔王は終わりを告げる御み使つかいである。

　人類種自体がそういう運命でないのならば。




　私の家族だけが、どうして




　暗黒の海中に、日の光が届く。黒竜の真なる牙が分厚い水の障壁を撃ち抜いて、リッチの干からびた体たい軀くを照らす。

「なに……を………………」

　ほぼ全ての魔力を、津波を起こすことで使い切ろうとしている彼が、光に顔を上げた。

　太陽を背に。虚のような目に入るのは、彼をそのまま骨にしたような、白骨の剣士。

　どずんっ！　と衝撃がして、神聖剣が胸の穴を貫いた。




　男の喪失の核。人の生命を超えた男の急所。

「────────────あ────────────」

　ほんの数秒しか持たない、海の中の空くう隙げき。髑髏どくろと木乃伊みいらが至近距離で見つめ合う。

「すまん。助けられなくて」

　神聖剣が魂を還かえす力を発揮させ、周囲の海水が押し寄せる一瞬前に。確かに彼は聞いた。

　──アルが、彼の来歴の詳細を知る由よしは無い。だが、それでも。勇者は、彼の叫びに込められていた憤ふん怒ぬの色を知っている。嘆きの音を知っている。幾度も、幾度も、幾度も。無数の人々の、同じ色と音を見てきた。

　だからだった。
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　起き上がる海面が迫る。それがもたらす街の混乱は、孤児院にいながらにしてもすぐに知れた。津波が、押し寄せている。

　急ぎ避難を兼ね、子供たちとサランを最上階まで上げ、屋根から状況を確認しようとしたシミュラルとサランが、視界の先に現れた威容に忘我の声を漏らした。

「あ、な…………」

「なん、だ……ありゃあ」

　迫りくる津波。その、前に。

　蠢うごめく壁。最初の印象はそれだった。迫る津波を、海がそのまま形を変えたかのような紺こん碧ぺきの壁が受け止めた。しかもそれは遥はるか長く、セクメルの港を遮断するかのように伸びている。

　水みず飛沫しぶきの青と白が滝のように落ちた今、その壁の細部が見て取れる。それは、

「鱗うろこ……！　で、では！　あれは!?」
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　それは、海洋にいるダイスからも見えた。不完全ながらもセクメル港を打ち砕かんと迫っていた膨大な海水は、湧き上がる巨大な竜体により阻はばまれた。

　そう、竜体だ。津波を引き起こしたシーサーペントよりも、更に巨大な。セクメルにはるか昔より伝わる海竜信仰、その真なる主。

「ふん、相も変わらず無為な図体ずうたいだが……役に立つこともあるか」

　百数十年ぶりに見る知己に、ダイスは呆あきれたような声を漏らした。

『久方ぶりの再会だってえのにさ。随分な挨拶じゃあないのよ、ディスパテ』

　海中より竜声が響く。

　水平線が歪ゆがむ。そう錯覚するほどの、図抜けた尺度の巨きょ軀く。膨大な海水を持ち上げて、三対の角を頭上に戴いただく竜頭が水面に持ち上がった。それだけで数メルを軽く超える世界最大クラスの竜眼が、黒い小さな竜りゅう人じんを捉えた。

『あーららら、今の姿は初めて見たけど、こいつはこいつは。可愛かわいらしいなあ、おい。おっかなかった前世よりよっぽどいいんでないの、それ』

「その無駄な角、砕かれたくなければ口を塞ぐことだ。ニラカナ」

　苛いら立だったようなダイスの声が、その名を呼んだ。

　蒼そう竜りゅう王おうニラカナ。数キルに及ぶ長大な体たい軀くを持つ、成竜の頂点、六大竜王の第三位。大海を己が領域とする、六大竜王で最大の版図を持つ全海の主。

　神々が地上を去った今、最も神に近い生物。それ故に、この世でただ六体、柱と数えられる超抜の生命。

『かっははは。そう言うなよお。懐なつかしい気が湧いたから、わざわざ顔見せてやったんでないのよ』

　嫌そうに嘆息するダイス。毒気が抜かれたと見たニラカナが、口調を落ち着けた。

『我らの頂点であるお前さんが魔王に付いた時は、いよいよ人も終わりかと思ったが。まさかなあ。分からんもんだ』

「そういう貴様はなんだ。人の街など守りおって」

　ごおう、ごおうと大気を鳴らして竜の首が揺れる。肩をすくめたような仕草。

『均衡の問題だろお？　我らがどっかに肩入れするは今でもどうかと思うけどね。──ただ今回はウチの眷けん属ぞくも世話になったみたいだから、さあ』

「おわー」「キュグゥァァ！」

　再び、海中から浮かぶモノがある。打って変わって大人しくなったシーサーペントと、リッチに代わるようにその頭上に乗せられたアルだ。

　シーサーペントも巨大なのだが、ニラカナはそれに輪を何重もかけたような大きさだ。ニラカナの体が作る輪の中に、丸々シーサーペントが納まっている。縮尺感が狂う。

「うっわ、でっっっっっっか!!」

　驚きょう愕がくしきりといった具合の骨に、ニラカナは面白そうに鼻先を寄せた。

「お、おおう。あ、そうだ。津波止めてくれて、あんがとね」

『ふふ、物もの怖おじしねえな。──お前さんがディスパテを斃たおした人の勇者、アルヴィスか。なるほど、おもしれー骨相じゃあねーの。騒動の多い人生だろ？』

「あ、ああ、うん。終わったけどね、人生」

『ぶあははははははは！』

　竜王にウケた。

「ひ、ひえぇ～！　ご主人様、大丈夫っスか～……！」

　やや離れて、ソカリィがどんぶらこと浮かんでいる。この辺り、どこも水面下はニラカナの体たい軀くの上だ。おっかなびっくりになるのも仕方がない。

　ダイスが思い切り盛大に嘆息する。

「用が終わったのなら、そこの粗そ忽こつな亜竜を連れて去るがいい、ニラカナ。我わが輩はいは連れの雛ひな鳥どりどもを確認してこねばならん」

「そ、そうだそうだ！　急いで帰らないと！　魔力的にハルベルは無事っぽいが……」

『よかろう。ただ、最後にディスパテ──』

「今の名はダイスだ。ニラカナ」「あ、俺も俺も、今はアルな」

　差し込まれたふたつの言葉に、巨竜は再び首を揺らした。

『勇者の方はいいんだが。まあ、ではダイス────緑りょく翆すいのがなあ、そろそろ起きそう』

　その言葉に。ダイスは思い切り苦り切った顔をした。

「翆すい竜りゅう王おう──貴様以上の図体ずうたいをした奴やつが、か。……世界図が変わるぞ」
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　その、地下下水道で。

　みっちりと、通路を塞ぐように虹色の糸が張り巡らされている。水圧の重みが失うせたことを感じ取り、死し蜘ぐ蛛もはぐったりと脚から力を抜いた。

「………………ぶはア。最後に不意打ちで一仕事ってノ、止やめてほしいヨホント」

「おつかれさま、デケニー」

　港への津波は防がれたが、街から外れた海岸線にある地下下水道口は水の侵入を受けた。即座に反応したデケニーが糸の結界を張り、そこにハルベルが魔力を叩たたき込こむことで一時的な障壁を構築、その時間を使い、デケニーはひたすら糸で隙間を塞いだのだ。さらに、糸自体に魔法式を書き込んでペリネーテスと魔王崇拝者の男たちが結界を補強。どうにかしのいだ形である。

「た、助かった……」

　どっ、と男たちが膝をつく。複雑そうに彼らを見ながらも、ミクトラが貴族の目線で告げる。

「お前たちは連行せねばならん。……普通なら死罪は免まぬがれまいが、強要の要素があったこと、先ほどの調査隊への助力、そして伝えられたという魔法の数々。これらを国へ明け渡すならば、減刑の目もあるだろう。大人しく従うことだ」

「どうにか、丸く収まりそうですわね──はあ、どうしてハルベルさんといると大事になるのかしら……」

「えー。わたしのせいじゃないよ。アルの方だよぜったい」

「ハルベル、いつも一緒だから同じことじゃない」

「はは、は。確かに」

　ダステルたちが立ち上がる。よろよろとしつつも、一同は地上へと歩き出した。
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「なんかね、アルたちが戦い始めてから嵐が激しくなって危なそうだから、って、サランさんたちも合わせて皆で声かけあって、地下下水道にいた人たちは地上まで上がってたみたい」

「そっか。そりゃよかった」

「よかったー」

　数日後。竜王の来訪というとんでもない事態に沸く街の片隅の、さらに片隅の岸壁で、アルたちは旅支度を終えていた。

　プーチがアルの指骨を摑つかんで、別れを惜しんでいる。サランが気を利きかせ、船まで同行させたのだ。

「アル、またくる？」

「もちろん。今回だって来たし、戻ってきたろ？」

　しゃがみこんで、アルはプーチと視線を合わせる。寂しさを押して笑う幼女の顔に、アルはふと、ひとつの疑問を漏らした。

「プーチ……その、お母さんが亡なくなったこと──もう平気か？」

　リッチとなった男の声。愛する者と別れ、離れ、失ったことに苦しむ心。

　境遇は、プーチもまた同じはずなのだ。彼女の母の死もまた、魔王戦争が遠因であることは否定しようがない。それほどに、十数年の戦争は国力を疲弊させ、セクメルの街の貧困層を追い詰めたはずだ。

　プーチは、しばらく考えていた。彼女なりに、アルの質問には真面目に答えようと思ったためだ。

「あのね。あたしね、おかあさん、すきだったし、いまでもちょっと、さみしいよ」

「──うん」

「でも、あたしね。おかあさんがだっこしてくれたこと、おぼえてるの」

「うん」

　プーチの瞳が少しだけ過去を見ていた。

「あたまなでてくれたことも、よるおはなししてくれたことも。ほっぺにちゅうしてくれたこともね、おぼえてるから」

「「────────」」

　今や、ミクトラもハルベルも、プーチの言葉を聴いていた。

「だからあたし、おかあさんのために、げんきでいなきゃいけないって、そうおもうの」

　愛した者を失ったから絶望するのではなく。愛されたのだからそれを希望に生きるのだと。

　彼女はそう言った。

「そっか……ははは、そっか。さっすが俺の心の師匠だな」

　思わず笑いだして、アルはプーチの背に腕骨を回した。そのまま抱き上げる。

「おわあわわ。あははははは！」
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　ぐるぐる回されて、楽しそうにきゃっきゃと笑う。そんな骨と幼女を見て、ハルベルとミクトラはじとりと汗をかく思いだった。

「ねえ……ミクトラ」

「なんだ」

「わたしたちの最強のライバルって、お師匠様じゃなくてあの子説、あるんじゃないかな……」

「い、一理ある……。そして我々より考えがしっかりしてる気もする……」

　戦慄と共につぶやくふたりなのであった。

「じゃあ──な。プーチ。絶対また来るからさ」

「うん！」

　そうして。一人と一体は再び別れた。三度の再会を約束して。




　そうして。アルたちと騎士養成学園一行はソカリスヘヌ号の船上にあった。帰路は同じ王都なのである。

「一緒に帰ればいいじゃん」

　というハルベルの言葉に、アルとダイスは壮絶な嫌オーラを漂わせたが、双方、己の好き嫌いで若者たちの旅路を邪魔するようなことは出来なかったのである。

　そんなわけで、同じ船の上であった。

「──そういや帰ったのか？　ニラカナ氏は」

「アレは──成竜は在るべき場所以外にいるだけで環境を変える。海と同化するあやつならば尚更だ。とっとと遠洋に去らせた」

　つまらなさげに答えるのはダイスで、文句を言われるのも彼だ。

「六竜王とか絶対見たかったですのに～！　伝説の存在ですのよ!?」「うわー、もう目撃のレポートだけで単位とれそうだった、のに……」「わ、わたしは怖そうだからよかったかな～……」

　学友たちの悲喜こもごもをうるさそうに手で払いながら、ダイスはアルへ札を差し出した。

「通信符？」

「万一貴様に会えば、と言われていた。古ふる狸だぬきめ、どこまで読んでいたか知らんが」

　受け取って、アルは仲間たちから離れて通信符を起動する。あーん、とプリンを口へ運ぶ途中の魔ま導どう宰さい相しょうの映像が映った。

「なにしてんの」

『朝食。──またぞろ騒ぎだったようじゃの』もにゅもにゅとプリンを咀そ嚼しゃくして、フブル。『一月前の二重月の事件。解消したのはお主らか』

　東国での月神、そして堕だ天てん王おうとの戦い。かいつまんではいるものの、話が進むごとにフブルの顔は面白いほど歪ゆがんだ。最終的に漏れた言葉は……。

『マガツのクソジジイ……』

　である。

「いやこっからが本題なんだけど」

『まだあんの!?』

　悲鳴じみた叫びにちょっと申し訳なくなりつつ、アルは最重要話題を口にした。

「魔軍令から伝言だ。『ちょっと和平の密談しませんか』だとさ」

　人間世界最高の頭脳は、その言葉一つで、繫つながる全ての己に降りかかり、解決せねばならない面倒事を想起して。

『うっわぁ……………………………………………………………………………………』

　魔ま導どう宰さい相しょうはうめいた。
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　あとがき




　ボーンデジタル……まさに骨のためにあるような言葉ですね。ぼーん。

　え？　綴つづりが違う？　細かいことは言いっこなしだ。

　そういったわけで電子限定こんにちは、昔勇者で今は骨ＥＸ小骨集、要するに短編集です。この企画は方々で書いた掌編や短編をミックスして一冊にしてみよう、という本ですが、この度ボーンデジタルの二番槍やり、という感じで出してみませんかと担当Ｆさんから打診を受け、即座にＯＫしたものとなります。このチャンス逃したら出せなさそうだしね！

　何気に初の短編集となります。感慨深い。

　本当にあちこち書き散らかしたもので、ひとつにまとめられたのはこの際非常に良かったなあと思ってます。

　今回、イラストレーター白ぱい狼らん先生により新たに数人のキャラクターデザインを作っていただきました。パンデー皇女、ほんとにツボでいいですね……。

　一巻のメロンブックス特典にあった『勇者の別れ』は、時系列的にほぼくっついていたため『元勇者、己を知る』と合体させて改稿をしております。オリジナル版、今や貴重品かも。

　基本的に収録作品は、だいたいおおまかに時系列順で置き直しています。学園パロディは置いといて、最後の書き下ろし『心の師匠のためならば』が時系列の最先端となりますね。容赦なく勇骨五．五巻みたいな内容にしてしまった……。

　六巻はＧＯサインさえ出れば書き出せるようにはなっております。最後に出た竜王、翆すい竜りゅう王おうの背の上にある町での出来事になろうかと思います。楽しそうですね。まあ書いたら面白いのが出来ると思います。書けるといいなあ。

　漫画版も含め、勇骨というコンテンツが続けば出版することも出来ようかと思いますので、皆さま是非とも応援よろしくお願いします。

　それでは、次はいずこの文庫の巻末、もしくは漫画の巻末か。幸いいろんな仕事をさせてもらっていますので、是非またお目にかかりたいものです。





こたつ仕舞うの早まったなあと思う四月初旬　佐伯さえき庸よう介すけ












昔むかし勇ゆう者しゃで今いまは骨ほねEXエクストラ　小こ骨ぼね集しゅう








佐さ伯えき庸よう介すけ
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